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■ AI・デジタル

■ 研究開発グループ

■ 鉄道ソリューション

■ 産業・流通IoT＆ロボティクスソリューション

■ 水環境ソリューション

■ エネルギーソリューション

■ ICTソリューション

■ ディフェンスシステムソリューション

■ 社会インフラコントロールシステム

■ ITデジタル統括本部

■ モノづくり戦略本部

■ 知的財産部門
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■ （株）日立インダストリアルプロダクツ

■ 日立グローバルライフソリューションズ（株）

■ 日立チャネルソリューションズ（株）

■ （株）日立ハイテク

■ （株）日立ビルシステム

■ （株）日立マネジメントパートナー

■ 日立ヴァンタラ(株)
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೔ཱ੡࡞所 グループձࣾ

どんな仕事をするのかわからないまま入社することは、とても不安なことだとࢥいます。

多গ時間と手間をかけても、仕事内容を しৄく理解し、働くイメージを深めながらब職活動を進めていってほしいと日立はߟえています。

URL：https://www.e2r.jp/ja/hitachi2025/
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業෼໺Λ自෼Ͱௐ΂Δࣄ
ジョブマッチングでは、օさんがر望する事業分野で働く社員との面ஊを通じて、ر望マッチング単Ґの仕事内容と࠾用ニーズを相ޓに確ೝ（ マ́ッチング、

いわば「お見合い」のようなもの）していただきます。

෯޿い事業分野のある日立であれば、օさんがやりたい仕事がきっと見つかるはずです。
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಺ʑఆͱಉ࣌ʹ഑ଐઌ΋ܾఆ
ジョブマッチングが成立すると、応ืॻྨ審査が行われ、内々定となります。内々定と同時にジョブマッチングが成立したマッチング単Ґへの഑属が決

定されます。10月には正ࣜな഑属通知も送付されますので、残りの学生生活を安心して送ることができます。
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೔ཱάルーϓձࣾのҰ෦΋Ԡื͕Մೳ
ジョブマッチングでは、日立製作所に加え、グループ会社7社にも応ื可能です。家電・ATM・計測機器など、それͧれ日立製作所にはない独自の事業

領域を有しておりますので、օさんのごر望に合わせて応 くืださい。なお、選ߟや࠾൱の決定は各社にて行います。

03

※本ࡌهࢽのマッチング単Ґ・分野は202�年3月1日時点のものです。今後の変更につきましては、Hitachi Recruiting My Pageにてお知らせいたします。

リクルーターなどに相ஊしながら
応ื先を選୒。

採用ＨＰよりエントリー

希望する
マッチング単位の決定

成立

書類提出・審査

ジョブ
マッチング選考

内々定

˓ʓ分野で
仕事がしたい

AI・デジタルおよび
研究開発グループは

ฒ行応ื可能。
૒方マッチした場合、

本人がマッチング先決定。

不
成
立

不
成
立

不
成
立
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成立

書類提出・審査

ジョブ
マッチング選考

内々定

AI・デジタルおよび
研究開発グループは

ฒ行応ื可能。
૒方マッチした場合、

本人がマッチング先決定。

不
成
立

不
成
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不
成
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「ॻྨ審査（全社）」は、本エントリーを完了された方か
らॱ次実施。お早めのエントリーを推঑いたします。

採用ＨＰよりエントリー

書類審査（全社）

希望するマッチング単位の決定

マッチング単位A

JM面ஊ

マッチング単位B

JM面ஊ

マッチング単位C

JM面ஊ

マッチング単位A
ॻྨ審査

（事業所） JM面ஊ

マッチング単位B
ॻྨ審査

（事業所） JM面ஊ

マッチング単位C
ॻྨ審査

（事業所） JM面ஊ

ˎ本ࢽでは、理系職種・分野についてご঺հしています。

3
月
〜

6
月
〜

3
月
〜

6
月
〜

応募方法

●日立製作所のマッチング単位は最大 カ所。グループ会社のマッチング単位は応募数に制限はありません。
●グループ会社のマッチング単位は日立製作所のマッチング単位と並行して応募が可能です。
　(ただしグループ会社同士の並行応募は不可)

マッチング成立後

●入社を希望する場合は、6月のジョブマッチング選考へ応募。
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事業インデックス

ࣾ ձΛ͑ࢧɺ産業Λ動͔͠ɺշదͳ฻Β͠Λͭ͘Δ

事業領域
B U S I N E S S  D O M A I N

日立の事業領域は、人々の生活に関わるあらΏる分野に޿がり、その技術と製品は、さまざまなシーンで利用されて

います。それらを分野ごとに၆ᛌで঺հしているのがこのページです。日立では社会が直面するさまざまな課題を解

決し、世界中の人々が望むྑいこと、すなわちʠGOODʡを実現していくための「人財」を求めています。օさんにとっ

て自分の個性と知ࣝを存分に発揮できるマッチング単Ґを見つけてください。
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マッチング単位・会社名

AI・デジタル

研究開発グループ

鉄道ソリューション

産業・流通IoT＆ロボティクスソリューション

水環境ソリューション

エネルギーソリューション

ICTソリューション

ディフェンスシステムソリューション

社会インフラコントロールシステム

ITデジタル統括本部

モノづくり戦略本部

知的財産部門

(株)日立インダストリアルプロダクツ

日立グローバルライフソリューションズ(株)

日立チャネルソリューションズ(株)

(株)日立ハイテク

(株)日立ビルシステム

(株)日立マネジメントパートナー

日立ヴァンタラ(株)
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電力 鉄道水 金融 公共 I T 家電 自動車産業
・
流通

都市
開発

ヘルス
ケア

電子
装置

電力 
P O W E R  S Y S T E M S

原子力発電システム、再生可能エネルギー発電システム、受変電や送変電のパワーグリッドシステム、設備の༧ஹ診断や
遠隔監ࢹサービスなど、「I̩ O̫̩ プ̫ロダクト」の強みを活かしたエネルギーソリューションの提供により、エネルギーの安定
供給や効率的な設備管理、̘̤̎ 排出量の削減、さらには低炭素・脱炭素社会の実現に貢献します。

産業・流通
I N D U S T R Y  &  D I S T R I B U T I O N  S Y S T E M S

工場向けの生産管理システム、省エネソリューション、フィジカルセキュリティといったソリューションから、プ
ラント設備施工、さらには圧縮機、パワーエレクトロニクス製品、情報制御コンポーネントといった産業用機
器まで、経営や生産の効率化に寄与するトータルシステムとして提供しています。

水
W A T E R  S Y S T E M S

ড়水・造水システム、下水処理システム、産業廃水処理システム、排水再利用システム、ポンプ設備、情
報・制御システムまで豊富なラインナップを保有しており、総合的な水ソリューションをグローバルに提供し
ています。また近年は、運転・保守や事業運営などのサービス事業にも注力しています。

都市開発
U R B A N  P L A N N I N G  &  D E V E L O P M E N T  S Y S T E M S

建物の高૚化・大規模化が進む中、今やエレベーター・エスカレーターは都市生活に欠かせないものです。
そこで日立は、超高速でありながら安全・快適で、省エネに༏れたঢ߱機の開発を推し進め、日本やアジ
ア、中東などグローバルに提供しています。そして、これまで培った先進のITと都市サービスインフラを融合
させ、安心・快適・ศ利なまちづくりにいっそう貢献していきます。 

自動車
A U T O M O T I V E  S Y S T E M S

「人・クルマ・社会」に新たな価値を創造し、豊かな社会の実現に貢献するため、環境や安全分野の領域
における技術開発を加速、日立グループの情報・安全技術や社会インフラ・サービスを融合した「先進車両
制御システム」を進化させ、「環境保全」「事故๾໓」「ौ滞解ফ」などの社会ニーズ対応に取り組んでい
ます。

電子装置
E L E C T R O N I C  D E V I C E S

最先端技術を活用し、情報社会を支える半導体製造装置、計測・分析装置など、人々の݈߁な生活をサ
ポートするソリューションを提供しています。

ヘルスケア
H E A L T H C A R E  S Y S T E M S

高ྸ化社会の進展、生活श׳පの増加、国民医療費の増大など、医療・݈ 分野を取り巻く環境は大き߁
く変化しています。日立では、ヘルスケアを21世紀の社会を支える必要不可欠なインフラとߟえ、だれもが
で安全・安心に฻らせる社会を実現するために、総合力を活用した革新的な技術開発や関連システ߁݈
ム、ソリューション、サービスを提供しています。

家電
H O M E  A P P L I A N C E S

生活課題の解決をめざして、キッチン・家事製品、照明・ॅ 宅設備機器、冷ౚ・空調機器を通じて、社会の
օ様の生活に新しい価値とイノベーションをグローバルに提供しています。また、製品の省エネルギー性能
の向上や環境負荷の低減など、社会課題の解決にも貢献します。

金融
F I N A N C I A L  I N F O R M A T I O N  S Y S T E M S

日立の金融デジタルソリューションは、企業間の取Ҿデータや医療ビッグデータ、IoTデータ、オープンデータ等、多種多様
なデータと、AI、ブロックチェーン、生体ೝ証技術等の革新的なデジタル技術を活用し、金融機関や他業種のお客様と、日
立それͧれが持つアイデアをֻけ合わせ、協創を通して新しい金融サービス創出に貢献していきます。これまでも日立は、
社会イノベーション事業の中心領域の一つとして金融分野に注力してきましたが、これまでの金融事業の実績と෯޿い
分野で培ったノウハウをベースに、社会に対応したイノベーティブな金融サービスの実現をさらに加速させていきます。

公共
GOVERNMENT & PUBLIC CORPORATION INFORMATION SYSTEMS

ҭ機関、ಓ࿏やফ๷分野などの公共分野における大規模プロジェクトのマネジメントなど、こڭ・公庁、自治体、研究׭
れまで50年以上にわたって培ったノウハウと、新たなデジタルソリューションを組み合わせ、お客様とのʠ協創ʡにより新
たな社会イノベーションを実現していきます。その対৅は日本にとどまりません。同様の課題をかかえる世界の国々に対
し、日本で培ったノウハウを提供し、世界中で社会イノベーションをىこしていくこともまた、私たちの使命です。

IT
INFORMATION & TELECOMMUNICATION SYSTEMS

෯޿い事業分野でಘた豊富なノウハウと先進の̞ を̩融合することで、コンサルティングからシステム構築、
運用・保守・サポートまでのシステムライフサイクル全体を通じて、お客様の多様なニーズに対応する̞ ̩
サービスを提供しています。

鉄道
R A I L W A Y  S Y S T E M S

都市から都市へ、人 が々より安全で快適に移動できるように。日立は、మಓ車両の設計・製造から、運行管理、監ࢹ制御、
情報サービス、メンテナンス、ಓ࿏や空ߓの管理・制御に関する先進のソリューションを提供しています。ແ限に続く線࿏
はありませんが、మಓが޿がり進化することで、まわりの都市も一ॹに発展していきます。人と人をつな͗ 、地域の活性化に
貢献するために、日立は高度なITを活用して世界トップレベルの車両・మಓシステムを提供しています。さらには、మಓをさ
まざまな社会インフラと連携させ、人々の฻らしをもっと豊かにする、新しいサービスの創出にも取り組んでいきます。 

ˎ202�年�月1日より、日立製作所のヘルスケア事業本部のうち、デジタルヘルスケア、体外診断・分析システム、先端医療システム、先端研究開発装置（核融
合・加速器を除く）分野は「日立ハイテク」に、先端研究開発装置（核融合・加速器）分野は「エネルギーソリューション」に統合されます。
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職種紹介
J O B  C A T E G O R I E S

日立には多種多様な「職種」があり、それらが多様にコラボレーション（協業）することによって新しい事業・新しい技

術を生み出しています。理系のօさんを対৅とした技術系職種は、研究開発、設計開発、システムエンジニアなど

෯޿く活༂の場が޿がっています。「自分はこういう仕事・働き方をしたい」というものがきっと見つかるはずです。

0 0 8 H i t a c h i  J o b  M a t c h i n g  N a v i g a t o r 0 0 9H i t a c h i  J o b  M a t c h i n g  N a v i g a t o r

職種インデックス
職種の全体像

マッチング単位・会社名

AI・デジタル

研究開発グループ

鉄道ソリューション

産業・流通IoT＆ロボティクスソリューション

水環境ソリューション

エネルギーソリューション

ICTソリューション

ディフェンスシステムソリューション

社会インフラコントロールシステム

ITデジタル統括本部

モノづくり戦略本部

知的財産部門

(株)日立インダストリアルプロダクツ

日立グローバルライフソリューションズ(株)

日立チャネルソリューションズ(株)

(株)日立ハイテク

(株)日立ビルシステム

(株)日立マネジメントパートナー

日立ヴァンタラ(株)
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（　　　　）システム
エンジニア

その他設計
開発

生産
技術

品質
保証

営業
技術

知的財産
マネジメント

研究
開発

知的財産マネジメント  
INTELLECTUAL PROPERTY MANAGEMENT

特許ݖ、実用新案ݖ、意ঊݖ、コンϐュータプログラムなどのஶ作ݖ、またトレードシークレットなどの企業の知的財産を保
全し、活用するのが知的財産マネジメントの仕事。ビジネスの領域が世界に޿がり、技術提携やM&Aなども日常化する中、
メーカーの企業戦略において重要な課題の一つとなっています。日立の取り組みは、世界からも注目されています。法཯関
係の知ࣝはもとより、先端技術への関心やޠ学力、対外的なަব力など多方面の能力が求められます。

営業技術  
T E C H N I C A L  S A L E S

営業活動を技術的ଆ面から支援する仕事です。
お客様のニーズを実現するために解決す΂き技術的課題のந出、社内の各関連部署と調整などを行い、ソリューション設
計のૅを築いていく。また、単に製品を納めるだけでなく、お客様自਎が気づけていない問題や課題を探求し、日立グループ
の総合力を活用して۩体的解決策まで提供していきます。

品質保証  
Q U A L I T Y  A S S U R A N C E

「品質の番人」として、製品・システムが安心・安全であることをチェックするのが品質保証です。常にお客様の立場に立ち、上流工
程から製品・システムが所定の機能・性能・耐久性などを確実にクリアしているかどうかをチェックし、問題の発生を未વに๷͗ます。

「品質こそ日立製品の本質」をテーマに、品質保証技術の開発・実用化を推進することもその仕事の一部。各事業グループ・事業
部門において、ີݫなチェックを実施しています。

生産技術  
M A N U F A C T U R I N G  E N G I N E E R

生産量の拡大、生産効率の向上を技術面から実現させていく役割を担っています。ԣ浜研究所を研究拠点として、それͧ
れの事業部が生産技術部門を設置。これらを中核として、生産効率拡大のための生産技術の開発・実用化を追求し、製品
のコストパフォーマンスを高めています。情報システムの構築活動に生産性向上の面から寄与するソフトウェア生産技術エ
ンジニアも含め、その活༂の場は、全事業分野に޿がっています。

SE（システムエンジニア）
S Y S T E M  E N G I N E E R ( S E )

੓府・自治体、企業などとめざす未来を共有し、それを実現するシステムを企画・設計・開発するのがSEの仕事。ただシステ
ムを設計するだけでなく、どんなサービスを実現するのか、それを使って働く人々とどう連携するのか、サービスそのものや業
務の内容にも関わります。実はصを཭れて、多くの人に出会いٞ࿦することも多い仕事。システムのプロとしてઐ門技術に
通じ、日立発の新しい技術を生み出すプロもいます。さまざまなプロの形がある仕事です。

設計開発  
P R O D U C T  D E V E L O P M E N T

進化する技術を反映し、製品として結実させ世の中に新しい価値を提供していくことが、設計開発の役割。日立の技術力を
バックボーンに、時々ࠁ々と変化するマーケット動向や社会的ニーズにଈ応して、機器やシステムの企画・開発から製品化
までを手がけます。例えば、IT分野ではサーバなどのハードウェアやソフトウェア、インダストリー分野では各種発電設備、モ
ビリティ分野ではަ通システムやঢ߱機などを開発・製品化しています。

研究開発  
R E S E A R C H  A N D  D E V E L O P M E N T

事業発展に不可欠な技術開発、特定目的の素材研究や製品に直結した研究、グローバルなネットワークづくりのための総
合的なシステム開発など、R&D部門のエンジニアがѻうテーマは、基ૅ研究から応用研究まできわめて෯޿く、クリエイティ
ビティとチャレンジ精 神が 求められる仕 事です。その 活 動 拠 点は世 界 5 極（日本 、北 米（米 州）、欧 州 、中 国 、A P A C

（Asia-Pacipc））にあり、グローバルに連携して研究を推進しています。

研 究

研究開発 設計開発

資材
調達

お
客
様

SE（システムエンジニア）

人事総務/経理財務/法務/企画

生産
管理

設 計 生 産 販 売

営業技術

営業
技術系職種 技術系職種

技術系職種

技術系職種

技術系職種

技術系職種

知的財産マネジメント

品質保証

生産技術
技術系職種

ˎ202�年�月1日より、日立製作所のヘルスケア事業本部のうち、デジタルヘルスケア、体外診断・分析システム、先端医療システム、先端研究開発装置（核融
合・加速器を除く）分野は「日立ハイテク」に、先端研究開発装置（核融合・加速器）分野は「エネルギーソリューション」に統合されます。
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水

౎ࢢ開発

鉄道

ۚ༥

ڞެ

情報௨৴

ϔルスέΞ

Ո電

ࣗಈ車

電ࢠ装置

開発ڀݚ

設計開発

システム
ΤンジニΞ

生産技術

品質保証

営業技術

஌的ࡒ産
マネジメント

ͦͷଞ

事業分野

募集職種

0 1 0 0 1 1

あらΏるデータから、環境・社会・経済を豊かにする情報を
ந出し、お客様に新たな価値を提供するデータマネジメント
の研究開発を行います。産業、都市、公共サービス、ヘ
ルスケア、金融、エネルギーといったさまざまな業種をまたがっ
た拠点や組織にࢄらばっているデータを安心・安全に管理・
検ࡧする分ࢄデータ統合管理技術と、それらデータをֻけ
合わせて迅速に価値をந出するデータ活用自動化の研究

に取り組んでいます。これらの研究成果を通じて、データに基づきお客様の DXを加速し、社会イ
ノベーションに貢献します。

˙σーλマネジメント研究

ʲ主な研究内容ʳ
データモデリング、サイバーフィジカルシステム、コモングラウンド、メタバース、データベース、
データレイク、データファブリック、トランザクション管理、メタデータ管理（アクティブメタデータ）、
データガバナンス（データ保ޢ法対応、データカタログ）、デジタルオブザーバトリ

事業領域AI・σジタル

ଟ༷なσータかΒՁ஋を૑ग़͠ ɺAI・σータΞφリテΟクス技術でσジタルイϊϕーションをՃ଎͢る。
近年、IoT の進展により、社会やビジネスが生み出すデータが加速度的

に増え続けています。そしてこれらのデータこそ、ビジネスの新しい価値の

源ઘです。

日立は今、さまざまな事業領域のお客様とともに、次の社会に向けて新し

い価値を創出する「デジタルイノベーション」に取り組んでいます。データサ

イエンス、メディア処理、人工知能、サービスコンϐューティング、コンϐュー

ティングアーキテクチャなどのデジタルテクノロジーの研究開発や、データ

の活用を通じて、新たなビジネスを迅速に立ち上げ、޿げていく。

日立は社会イノベーション事業を推進し、お客様の企業価値向上と人々

の Quality of Life の向上へとつなげていきます。

AI � %I(ITAL

職種紹介

開発ڀݚ σータαイΤンテΟスト %9 ίンαルテΟング
新しい価値を創出する「デジタルイノベーション」に向けて、研究
開発では、コア技術のグローバル No�1 化を進め、ITʷOT プ̫
ロダクトのソリューションを加速します。グローバル企業の先頭に
立ち、これまでだれも実現していないイノベーションに௅戦していき
ます。

さまざまな業界のお客様に対し、社会の次なるビジョン、ビジネス
を実現するため、データから価値を創出し、ビジネスにつなげるさ
まざまな要素をコーディネートし、ビッグデータ利活用をトータルに
支援します。
仕事内容は顧客課題の೺Ѳおよびデータ利活用に向けた分析
環境の構築、統計学、コンϐュータサイエンス、AI 等を活用した
データ分析とビジネスアクション創出 / 分析結果フィードバックに
よる顧客経営課題を解決するバリューの提供から、マーケットに
向けたデータ利活用をベースとしたサービス・ソフトウェアの開発ま
で多岐にわたります。

DXをى点にお客様に対するコンサルティングおよびソリューショ
ンの企画開発を行う仕事です。顧客の DX 実現に向けて、顧客
と൐૸するDX Partnerとして、GlobalLogic 社を含む日立グルー
プ全体のケーパビリティを活かしながら、企業価値向上＆価値創
生を۩現化する役割を担っています。お客様と日立グループ内外
の関係者をつな͗ 、課題解決の実行に至るまで関与し、日立の
社会イノベーション事業をݗҾしています。

映像解析 AI の最先端技術、
XR/メタバース活用の研究開発
に取り組んでいます。మಓ、エ
ネルギー、計測分析などの事業
ドメインを対৅とし、社会イノベー
ション事業を創生・ݗҾするとと
もに、だれもが安心・安全・݈
受できる社会の実現に貢ڗを߁
献します。

人工知能技術の中でも、テキス
トデータやԻ੠・Ի響データ、
計測データ等をѻう技術の研究
開発に取り組んでいます。また
人工知能のಁ明性や公ฏ性に
関わる研究開発を推進し、社
会から信頼される人工知能技術
の実現をめざしています。機械
学श、Deep Learning、パター
ンೝࣝ、知ࣝ処理、推࿦、આ
明可能 AI などの技術を深化さ
せるとともに、実社会への適用

も進めています。

˙知ೳϏジϣン研究

˙メσΟア知ೳॲ理研究

ʲ主な研究内容ʳ
コンϐュータビジョン、画像ೝࣝ、行動ೝࣝ、センサ信号処理、生成 AI、マルチモーダルೝ
ࣝ、XRコンテンツ生成、UX、֮ײ拡ு、機械学श、知ࣝ処理
アプリケーション例：インダストリアルメタバース、映像監ࢹ、作業訓練、現場作業支援、計
測分析システム、OT ナレッジマネジメント、生体ೝ証、RPA、医療応用

ʲ主な研究内容ʳ
自વޠݴ処理（大規模ޠݴモデル構築・活用、自વޠݴ推࿦、࿦ड़構造解析）、Ի੠ೝࣝ

（Ի響 / モデル適応、End-to-End、ダイアライゼーション、Ի੠強調ޠݴ / 分཭、࿩者照合、
Kaldi/ESPnet 活用）、Ի響ೝ （ࣝҟ常Ի検知、シーン分ྨ、キャプション生成）、信号処理
と機械学श（スパースモデリング、信号復元、状態推定 / ༧測のための機械学श）、対࿩エー
ジェント、リスク推࿦、知ࣝ学श、આ明可能 AI、信頼できるAI（આ明性・ಁ明性・公ฏ性・
（性などの診断と改善݈ؤ
応用例：要約システム、テキスト情報ந出、知ࣝグラフ、対࿩解析、チャットボット、高度
RPA、コンタクトセンターԻ੠ॻきىこし、ٞ事録作成、自動Ի੠応౴、故ো༧ஹ診断、
保守知ࣝ支援、与信審査、ٹ急需要༧測、検品自動化、データ精࿉など

所在地 お問い合わせ先

国分ࣉサイト 〒185-8601 東京都国分ࣉ市東࿀ヶۼ一丁目280番地
茨城サイト 大みか地区 〒319-1292 茨城県日立市大みか町ࣣ丁目1番1号

উ田地区 〒312-003� 茨城県ひたちなか市ງ832ޱ番地2号
ԣ浜サイト 〒2��-0817 神ಸ઒県ԣ浜市ށ௩区٢田町292番地

ʲデータサイエンティスト 主rな拠点
഑属部署により勤務地がҟなります。　東京都、神ಸ઒県　※担当業務により顧客先へのற在の場合あり

ʲDXコンサルティング 主rな拠点
東京都

【開発ڀݚ】
taMFnt.acRuisition_rdH.HW@hitachi.
com

【σータαイΤンテΟスト・%9ίンαル
テΟング】
saiyou.joC.Ct@hitachi.com

開発（先୺σジタルテクϊロジー分野）ڀݚ

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

その他

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

生産性の革新や脱炭素社会の実現などの大き
な社会課題は、単体の製品や技術だけでは解
決することができません。զ々は AI や Web3、
IoTなどのデジタル技術を駆使することでさまざま
な製品、技術、モノをつな͗ 、実社会で活用で
きる「サービス」にঢ՚させるための技術や方法
࿦の研究に取り組んでいます。アーキテクチャ、

プラットフォーム技術、開発・運用技術、OSS などの研究を通じて、デジタルトランスフォーメーショ
ンを加速させ、社会イノベーションの実現に貢献します。

˙αーϏスίンϐϡーテΟンά研究

ʲ主な研究内容ʳ
クラウドネイティブアーキテクチャ、コンテナプラットフォーム、ブロックチェーン /Web3、IoTプ
ラットフォーム、ゼロエミッションデータセンタ、生成 AI 活用、Low Code 開発、DevOps、
MLOps、AlOps、SRE （Site Reliability Engineering）、OSS
応用例： データセンター間における計ࢉ負荷の分ࢄ制御等を活用した系統連携型エネルギーマ
ネジメント、Low-Code による迅速なアプリ開発を実現するサービスマッシュアップ基盤、Web3
を支える分ࢄ IDプラットフォーム技術、ITシステム運用管理向け生成 AI 活用ো害対応支援ア
シスタント

ਃ༊岶ে峩ল峃崯嵤崧

෾ࢆ峔ー峌
統߻؇ཀྵ

遠隔データの
高速検索・収集

データ保護法や
企業規則の遵守

外部システムとの
連携によるデータ流通

঺ভણ৿峕峲峴
ে峩ল岿島峵崯嵤崧

峔ー峌׈༽ 組織間、業種間での
データを接続

サイバー空間で
試行錯誤

成功シナリオを
実世界にフィードバック

岴௢஘の৽੾崯嵤崧

岽峷ーン
峔ジ峌ル

岱峛峦ー峄峴ン

Growth

岴௢஘(ਗ਼ৡ嵣ઐৢ)

崿嵑崵崧リ嵤崸崎嵛崨リ嵤 崎崏ル崻嵤崌嵛崘

岴௢஘(স੆嵣ਁુ崝嵤崻崡) 岴௢஘(ਓ঵嵣੃৘) 岴௢஘(ঽ৿੤)

˙ίネΫテΟϏテΟ・エοジ�Ϋϥ΢υ࿈ܞίンϐϡーテΟンά研究

ʲ主な研究内容ʳ
5G/Beyond 5G/6G、通信制御、ネットワークインテグレーション、エッジコンϐューティング /エッ
ジデータセンタ、エッジ・クラウド連携、データ分ࢄ処理、組込 AI、分ࢄ AI、連合学श、ແ
線エンジニアリング、CPS（サイバーフィジカルシステム）、工場 IoT、コネクテッドカー、自動運転、
మಓ 5G 応用等

安心・安全、快適な社会の実現に向け、
5G/6Gを含むコネクティビティ技術やエッ
ジ・クラウド連携技術により、実世界とԾ
૝空間を連携させさまざまなデータをつな͗ 、
AI による分析やデジタルツインによりデータ
点で新たな価値を創生する技術開発をى
行っています。これらの研究開発を通じて、

社会のデジタルトランスフォーメーションを加速し、社会イノベーションに貢献します。

0©  Hitachi,  L td.  2 0 1 9 .  All rights  res erv ed.
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崯嵤崧ઽૐৢਦ਑౪
崯嵤崧

ଁ়嵣ীෲ
崯崸崌崡

ઽૐ ਑౪

঺ভ崌崶嵁嵤崟嵏嵛

嵎嵤崞崐崗崡
嵂リ崐嵛崡

਱঱

崐崫ジ嵣崗嵑崎崱৴௚、リ崊ル崧崌嵈૪৶

Edge DC

Data 
Center

Field

嵊崻リ崮崋
崡嵆嵤崰৲

崐崵ル崖嵤
஍૨৲

5G/6G

データから導き
出した Insight
と多様な分野
のデータ利活
用ナレッジを駆
使して、 顧 客
のデジタルトラ
ンスフォーメー
ションを実現す
るソリューショ
ン創生とそれを
支える AIとア
ナリティクス技
術の研究開発
に取り組んで

います。人工知能による༧測・൑断・最適化・意ࢥ決定支援、その応用となる知能情報処理、
顧客協創を通じて、技術開発から事業創生をシームレスに行い、AIと人間の共進化による社会イ
ノベーションに貢献します。

ʲ主な研究内容ʳ
機械学श、強化学श、Deep Learning、人流・物流最適化、ҟ常・༧ஹ検知、モデリング・
シミュレータ、デジタルツイン、自વ科学と機械学शの融合、デジタルトランスフォーメーション、
ώューマンセンシング、分析ナレッジデータベース、ダークデータ分析、ドメイン知ࣝ活用機械
学श、Knowledge Graph、MLOps

開発（先୺ڀݚ AI・σータαイΤンス分野）
˙σーλαΠエンス研究

˙σーλストϨージ研究

ʲ主な研究内容ʳ
ハードウェアアーキテクチャ（CPU、メモリ、ネットワーク、GPU、DPU、FPGAなど）、ソフトウェ
アアルΰリズム（高速 IO 処理、圧縮 / 重ෳ排除、データ保ޢなど）、分ࢄストレージ、AI 活用
技術（システム運用管理、画像圧縮など）、パブリッククラウド活用技術（クラウドストレージサービス、
クラウドへのバックアップなど）、大規模 AI 向けストレージ基盤・省電力コンϐューティング

デジタルトランスフォーメーションを支える大容量・高
信頼データストレージの研究開発を行っています。こ
の研究では、コンϐュータアーキテクチャ・OS・ネット
ワーク等の技術を発展させることで情報هԱに必要な
基盤技術を追求しつつ、AI・機械学शを駆使した先
端的なデータ削減や ITシステム管理、パブリッククラ
ウドを活用したクラウドストレージサービス、大規模 AI
向けストレージ基盤・省電力コンϐューティングなどの

研究開発に取り組んでいます。研究成果は日立のストレージ製品・サービスに適用、だれもが知っ
ているグローバル No�1 企業を含む数千社で使われており、世界中の人々の生活を支えています。
上ه画像は、研究成果が反映されている製品の例です（日立ストレージ 7SP（7irtual Storage 
Platform）、7SP on cloud）。
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品質保証

営業技術

஌的ࡒ産
マネジメント

ͦͷଞ

事業分野

募集職種

0 1 2 0 1 3

ʲ主な研究内容ʳ
電力システムモデリング、クリーンエネルギーマネジメント、మಓ運行制御システムモデリング、
デマンドレスポンス輸送オペレーション、モビリティ- エネルギー協調運用、メンテナンスレコメ
ンデーション、クラウド型制御、AI 活用数理最適化

ʲ主な研究内容ʳ
サステナブルファイナンス、サプライチェーンファイナンス、ブロックチェーン、NFT、デジタル
通՟、デジタル ID 管理、サービスインキュベーションプロセス、DevSecOps、高信頼シス
テム向けクラウドシフト、テスト自動生成 / 自動実行

ʲ主な研究内容ʳ
˙研究内容：ද形ࣜデータ機械学श、AIソフトウェアのテスト・検証、プロセスマイニング、
開発プロジェクトリスク検知、協創型アジャイル開発手法、DevOps、クラウドネイティブ、プ
ログラム自動修正、生成 AI 活用テスト自動生成 / 自動実行、組込みシステム性能検証、
開発 KPI 間のҼ果関係分析、モデルベース開発（Model Based Systems Engineering）、
高安全システム開発（安全リスク分析、機能安全）、組込みソフトウェア実装技術、構成管
理技術、Over The Air 技術、自動運転ソフトウェア、量子ソフトウェア開発環境
˙適用製品例：製造（FA、PA）、自動車、మಓ、医用機器、エレベーターシステム、ストレー
ジシステム

ʲ主な研究内容ʳ
深૚学श型自཯動作生成、学शベースೝࣝ技術、マルチモーダル AI、マルチエージェントシ
ミュレーション、デジタルツインおよび応用技術

ʲ主な研究内容ʳ
コンϐュータビジョン（マルチモーダルセンシング、画像ೝࣝ・解析、行動༧測、ྑ品学श検
査、超解像）、オートメーション（プラント自཯制御、ナレッジ活用制御、モデル自動生成（制御・
3D-CAD）、強化学श）、データアナリティクス（༧ஹ診断、故ো原Ҽ診断、スケジューリング、
ナレッジモデリング、自વޠݴ処理）

˙σジλルアーΩテΫνϟ研究ʙ࣮ੈք数理ϞσϦンάʙ

˙σジλルエίϊϛー研究

˙%9エンジニアϦンά研究ʙϏジネスมֵΛ͑ࢧΔιϑト΢Σア開発技術ʙ

˙知ೳϩϘテΟΫス研究

˙"* 開発（システム分野）ڀݚ研究ޚ੍

金融（ۜ行・証 ・݊保ݥ）、公共（׭公庁・自治体）、社会インフラ（エネルギー・ަ 通・通信）、産業・
流通（小ച・製造業）等、お客様は多岐にわたります。ICT ソリューションでは、世界中の人々が安全・
安心・快適に฻らすことができる持続可能な社会を実現するため、日立の ITとOT の知見を結集
させ、デジタルの力を最大化することで、世界のコンペティターにはない੾りޱでデジタルソリューショ
ンによる社会イノベーション事業を展開させています。

企業の事業規模拡大や社会貢献をめざすお客
様に対し、コンサルタントとして経営課題の深ງ
り、価値向上につながるԾઆの立案（特にデジ
タル技術を活用）、提案を行います。またその
提案には、日立グループの技術やソリューション、
プロダクトを活用したものを含みますので、お客
様に提案した内容をお客様に納めるまで۩体化
した࢟を見ಧけることができます。さまざまな業
界やお客様に関わりながら、お客様企業の経

営課題や、社会全体の課題解決に向けた社会イノベーションを推進しています。

ʲ事例঺հʳ
多数のお客様との AI やデータアナリティクス技術を活用した PoC 実施および AIシステム導
入の支援を行っています。高いビジネス力、業務知ࣝとデータサイエンスの知見を合わせ持っ
たデータサイエンティストがお客様のデジタルトランスフォーメーションを支援しています。機械
学श、ディープラーニング、数理最適化などのエキスパートに加え、近年プロンプトエンジニア
もื集しています。

ʲ事例঺հʳ
デジタルの力でお客様企業がどのように変๴・進化することが事業価値向上につながるか、ま
たどういう変化をىこすことで社会貢献につながるかといった未来図と、それを実現するための
Journeyをお客様との協創を通じてඳきます。実現に向けては、社内外のグローバルなステー
クϗルダーを巻き込み、ベクトルをあわせてલに進んでいます。۩体的には、お客様課題をグロー
バル共同チームにて分析し、デザインシンカーとともにお客様の Journeyをඳき、۩体的な未
来に向けた施策を提案、DX エンジニアとともに提案した青写真の実現までリーディングします。
Digital  ̫Ћ（日立の商材・強み）に߆ったテーマ選定し、自ら顧客案件に参画し事業の価値
ポイントを۩体化することで、Digital 技術を変革市場につな͗ 、成長事業を創成しています。

σータαイΤンテΟスト

%9 ίンαルテΟング

ESGとファイナン
スをى点としたデ
ジタルサービス創
生、およびデジタ
ルサービス創生の
実ફを通じたデジ
タルサービスエン
ジニアリング技術
の研究開発に取
り組んでいます。
金融業務・サービ

スだけでなく、産業 / 物流サービスや都市 / ަ通サービスなどのデジタル化によるデータを結び付
けて、新たな ESG / 金融サービスを実現するためのデジタル技術を開発します。

インダストリー分野を中心に、
DX によりビジネス価値を向
上させるソフトウェア開発技
術の研究開発です。 稼働
データ、開発実績データ、ソー
スコード等を分析対৅として、
開発から運用保守に至る各
工程の作業を、AIを活用し
て効率化、高品質化します。

ʲ主な研究内容ʳ
PSIRT/CSIRT支援技術、Cyber Threat Intelligence、Security Automation、੬ऑ性管理、
リスク分析、バイオメトリクス、AI セキュリティ、プライバシ保ޢ機械学श

˙ηΩϡϦテΟ研究

ʲ主な研究内容ʳ
機械学शや統計手法を用いた医療 / データ処理・解析技術（データベース技術、デー߁݈
タ管理技術なども含む）、バイオインフォマティクス

˙ヘルスケア *5研究

開発（ϔルスέΞ・バイΦ分野）ڀݚ

ʲ主な研究内容ʳ
AI、機械学श、多変量解析、数理最適化、画像解析、データ駆動型プロセス৚件最適化、
デジタルツイン

˙σーλۦ動ܕφϊϓϩηス研究

開発（計ଌ・インϑΥマテΟクス分野）ڀݚ

半導体製造など
の精ີ製造分野
における、省人
化や生産性向上
に向けた装置制
御技術の研究開
発です。AI・機
械学शを活用し
つつ、物理やハー

ドウェアの知ࣝに基づくデータ解析技術を開発し、高精度な装置制御の実現に取り組んでいます。
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ʲ主な研究内容ʳ
デザイン、行動分析、మಓ運行管理、都市空間シミュレーション、営業・モノづくりDX、電
源構成最適化

˙ࣾձΠϊϕーシϣンڠ૑

（૑分野ڠձイϊϕーションࣾ）開発ڀݚ

AI・デジタルの最先端技術と日立が培っ
てきた OT ナレッジ、デザイン技術をֻけ
合わせ、グリーン、デジタル、イノベーショ
ンの成長分野での新しい顧客価値やソ
リューションの創出に取り組んでいます。

私たちの日々
の生活を支え
る電力、మಓ
等の社会イン
フラシステムで
は、 未だ AI・
デジタル活用
が進んでおら
ず、ඇ効率な

運用が続けられている領域があります。そのような領域での運用をシステムモデルとして定ࣜ化し、
問題を解くためのデジタル技術を開発することで、社会全体の効率化に貢献します。

近年、さまざまなシステムの IT 化・コネク
テッド化が進み、今やサイバー攻撃への
備えは安全確保や事業継続に関わる最重
要課題とೝࣝされています。本研究では、
世の中でىきている事৅や流通する情報
をAI・デジタルを駆使して、迅速で正確な
リスクの分析や対処の自動化を行うなど、
クラウドなどの IT 向け、自動車・医療機
器などのプロダクト向けのセキュリティ技術

の開発に取り組んでいます。

人 々の ݈ ߁
ण命Ԇ৳と持
続 可 能な医
療システムの
実現をめざし、
医療・バイオ・
データの߁݈
AI・データア
ナリティクス
技 術の開 発
や 開 発 技 術

の社会実装に向けた研究開発に取り組むことで、ヘルスケア・ライフサイエンス分野におけるデジ
タルトランスフォーメーションに貢献しています。
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ώトとロボットの協調作業や相
理解を促進するため、ロボッޓ
トのೝ知機能や自཯制御技
術を開発しています。日立の
෯޿い製品や運用のナレッ
ジをベースに、ロボットのエッ
ジ制御とITシステムと接続
す る CPS（Cyber Physical 
System）の研究にも取り組ん
でいます。これらを産業分野
やサービス分野に社会実装す
ることで、QoLを向上する人

中心の社会をめざします。
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ʲ主な研究内容ʳ
自཯制御プラットフォーム（高信頼アーキテクチャ・AI ʗ知能化制御・コントローラ・組み込みソフト、
安全検証）、制御セキュリティ、リアルタイム制御アーキテクチャ、モデル༧測制御、自動運転、
自動化支援、自ݾҐ置推定、SLAM、センサフュージョン、経࿏計画、車両制御、機能安全

ʲ主な研究内容ʳ
・電動化コンポーネント、産業機器開発を支援するデジタル化技術（1D-CAE/MBD、システムシミュ
レーション、೤流体解析）、およびデータ分析技術（AI、機械学श、数理最適化）を組み合わせたシミュ
レーションの高度化
・エッジコンϐューティング、組み込みAI、データモデリング、モデルベース開発、データベース、機械学श、
深૚学श、統計処理、時系ྻ信号処理、サイバーフィジカルシステム、工場 IoT、メタバース

ʲ主な研究内容ʳ
製造・流通分野のデータアナリティクス（AI、機械学श、数理最適化、サイバーフィジカルシス
テム、シミュレーション）。製造現場のデジタル化（IoT、設備センシング、製造現場モニタリング）

カーボンニュートラル社会の実現に向け、安定脱炭素電源であ
る原子力発電システムについてOTとIT の両面から研究して
います。ڊ大なシステムである原子力プラントをデジタル空間上
に構築し、日立が保有するOT ナレッジでチューニングしたAIを
活用することで、設計・計画から運転や保守保全、さらには廃
炉までを၆ᛌした෯޿いソリューションを創生、持続可能で安全・
安心な社会システムの構築に貢献します。

˙環境システム研究ʙ経ࡁ੒௕ͱͱ΋ʹ୤୸ૉ化ͱ生物ଟ༷ੑのճ෮Λ࣮͢ݱΔιϦϡーシϣン܈のߏ築ʙ

子力システム研究ݪ˙

（ΤネルΪー分野・ڥ؀）開発ڀݚ

ʲ主な研究内容ʳ
脱炭素シナリオ設計・提ݴ活動、৮ഔ、電気化学、೤利用、ບ分཭技術等を活用した水素・
炭素循環技術、電஑材料知見を活かした電஑制御・再生技術、シミュレーション・AIを活用
した水循環・プラントエンジニアリング

ʲ主な研究内容ʳ
原子炉・プラントデジタルエンジニアリング、プラント状態監ࢹ、ワークマネジメント、構成管理、
機器信頼性、�D CADシステム、生成 AI、メタバース

˙自཯システム੍ޚ研究

˙Πンϑϥ機ث �システムのӡ༻࠷ద化研究

˙生産システム研究

開発（制御・Φートメーション分野）ڀݚ

開発（電Խ・電ಈԽ分野）ڀݚ

మಓや自動車などの自動運転、製造や物流現場で
の自動化を実現するシステム制御技術の開発に取り
組んでいます。ドライバー支援やަ通事故ゼロ、産
業での࿑働支援をめざし、自཯制御システムの社会
実装を進めるため、モビリティを中心とした自動・自཯
制御や管制システムに加えて、制御セキュリティの高
度化、制御機器の安全検証、データ活用保守といっ

た技術開発を進めています。人と機械がࠞ在する環境でも利用できる安全・安心な自཯・自動化シス
テムを提供し、మಓ、自動車、産業機器分野へと展開することで、サステナブルな社会システムの構
築による人々の QoL 向上に貢献します。

気候変動や生
態系の毀損な
ど深 ࠁ 化する
環境問題の解
決 に 向 け て、
再生可能エネ
ルギーや水 素
の 利 用 拡 大、
海༸環境の回
復 による CO₂

収促進などの環境技術の開発と、それらを社会実装した際の経済性や自વ環境への影響をデٵ
ジタル空間上にデジタルツインを構築してධ価するサイエンス・デジタルの両面の研究を進めていま
す。脱炭素化、水・資源の循環による環境と生物多様性の回復を実現する༏れた自主技術・ソ
リューションの社会実装および制度改革の提ݴを通じて、持続可能で安全・安心な社会システム
の構築に貢献します。

AIを活用した
制御・ೝࣝ技
術によりモビリ
ティやインダス
トリー分 野 の
製品を知能化・
自動化する技
術開発に取り
組んでいます。
モビリティの自
動運転に向け
た環境センシン
グ、半導体を
はじめとする製
造検査の画像

分析、産業機器のメンテナンス自動化、産業プラントの自཯制御に関する技術革新と製品実装に
よって、安心安全で快適な社会の実現に貢献します。

製造・流通・小ച分野向け
のスマート生産システムの開
発を行っています。流通デー
タ、製品データ、製造・഑
送現場データ等をAI、機械
学श、数理最適化で分析し
て、自཯的に最適な業務オ
ペレーションを実現するシス
テムを開発します。

産業システム、モビリティ、家電
など、インフラ機器から取ಘされ
たデータに基づいて機器、システ
ムの運用最適化を図る研究分野
です。AI 技術とこれまで OT 分
野で培った知見との融合によりख़
練作業者の҉໧知をデジタル化
し、省エネ・保守コスト低減に向
けたઆ明性の高い運用方法を提
案します。



所在地 お問い合わせ先
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事業分野

募集職種

カーボンニュートラル社会の実現に向けて、環境に഑ しྀたエ
ネルギーのサプライチェーン全体に関わる最先端技術の研究
開発を通じ、持続可能で高信頼な発電システムや再生可能
エネルギーとの協調メカニズム、次世代原子力発電システム、
高エネルギーを利用した放射線治療システムや超電導応用シス
テムまで、෯޿いソリューションを創生し、快適で豊かな社会を
実現します。

ʲ主な研究内容ʳ
環境・エネルギーシステム（エネルギーストレージ、水素製造、
CO₂回収・サイクル、電力送഑電システム、電力需給༧
測・取Ҿシステム、水処理）、エネルギー応用システム（放
射線・粒子線治療、超電導、ඇഁյ計測、量子応用、
電磁場解析・制御）、原子力システム（革新炉、小型炉、
༧๷保全、福島復興、プラントデジタルエンジニアリング）

事業領域

卒業学部学科系統

事業分野

職種紹介

募集職種

機械工学系 電気・電子・通信工学系 情報工学系 化学系 物理学系 数学系 経営工学系 土木工学・建築・環境工学系 エネルギー・資源工学系 その他

ΤネルΪー分野・ڥ؀

開発ڀݚ
日立の研究者は、「グローバル No�1技術の創生」をキーワードに、社会イノベーション事業をリードする技術開発、プロダクトやサービスに直結した研究などに取り組みます。ѻうテーマは、基ૅ研究から応
用研究まで෯޿く、クリエイティビティとチャレンジ精神が求められる仕事です。その活動拠点は国分ࣉサイト、茨城サイト、ԣ浜サイトの国内̏ サイトを中心に、世界5極（日本、北米（米州）、欧州、中国、
APAC（Asia-Pacip c））でのグローバル一体の研究を推進しています。

電力 産業・流通 水 都市開発 鉄道 金融 公共 情報通信 ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

研究開発 設計開発 システムエンジニア 生産技術 品質保証 営業技術 知的財産マネジメント

国分ࣉサイト 〒185-8601 東京都国分ࣉ市東࿀ヶۼ一丁目280番地

茨城サイト 大みか地区 〒319-1292 茨城県日立市大みか町ࣣ丁目1番1号

 উ田地区 〒312-003� 茨城県ひたちなか市ງ832ޱ番地2号

ԣ浜サイト 〒2��-0817 神ಸ઒県ԣ浜市ށ௩区٢田町292番地

開発グループڀݚ
taMFnt.acRuisition_rdH.HW@hitachi.
com
https://www.hitachi.co.jp/rd/
carFFrs/MaC/indFY.htmM

日立は社会イノベーション事業を軸にグローバル市場での成長をめざしてい

ます。お客様がかかえるさまざまな課題やグローバルにෳࡶ化する社会課

題に対して、෯޿い社会インフラ事業で஝積してきた OTとITを組み合

わせ最適なソリューションを提供していきます。私たち研究開発グループは、

新領域を開୓する研究開発をはじめ、長年培ってきた技術の融合により

革新的な製品・サービスの創出に取り組んでいます。世界一の技術をめ

ざし国内外のさまざまなઐ門性を持った研究者が連携し研究開発を推進し

ています。「新しいものを創造し、世の中を変えたい」というチャレンジ精神

にҲれた方をื集しています。

ະདྷ૑଄΁ͷνϟレンジ r ࣍なる࣌୅を੾Γ୓ 。͘

RESEAR$) � %E7ELO1MENT (ROU1

開発グループڀݚ

制御・Φートメーション分野

製造・流通現場の自動化、మಓ等のモビリティ機器の自動運
転、ビル・ヘルスケア等の自動化を実現する制御・オートメー
ション技術の開発に取り組んでいます。AI・データアナリティク
スを駆使したオートメーション技術でෳࡶな社会課題を解決し、
安全・安心でώトにやさしい社会を実現します。

ʲ主な研究内容ʳ
システム制御技術（モデル༧測制御、AI・知能化制御他）、
生産システム技術（製造ライン自動化、製造・഑送等の
計画最適化他）、ロボティクス技術（モーション制御、画
像センシング・ೝࣝ技術他）、メカトロニクス、制御セキュ
リティ技術、デジタルツイン（知ࣝモデル化、シミュレーショ
ン他）、深૚学श等の AI やデータアナリティクス技術を
活用した知能システム（製造、物流、మಓ、ビル、プラント、
半導体検査システム他）

ϔルスέΞ・バイΦ分野

計ଌ・インϑΥマテΟクス分野

高ྸ化社会におけるヘルスケアをバイオ計測 デ̫ジタルの力で
支えていきます。医療の質向上と医療費適正化に貢献する製
品・サービス・ソリューションを創出するため、医療情報処理
や体外診断などに関する研究開発に取り組んでいます。

持続可能で安全・安心な社会の実現に向けて、センシングア
ナリティクスによる漏水検知サービス、AR/7R による遠隔作
業支援、光計測による欠ؕ検査、エッジ AI/ 半導体による映
像監ࢹ、CMOS アニーリングによるポートフォリオ最適化、マ
テリアルズインフォマティクスによる材料開発支援など、現実
世界から価値データを創生し、デジタルツインをհして新たなソ
リューションを創出して社会へؐ元する、革新的計測・デジタ
ル処理技術の研究開発を推進しています。また、これらエレク
トロニクス産業を支えるナノメートルオーダーの計測、分析、加
工を実現する半導体デバイス製造検査装置の研究開発に取り
組んでいます。

ʲ主な研究内容ʳ
体外診断、݂ӷ検査、生体分子検出、Ҩ伝子検査、
DNAシーケンサ、ەࡉ検査、ࡉ๔プロセッシング技術、
質量分析技術、医療 / データ処理・解析技術、バ߁݈
イオインフォマティクス

ʲ主な研究内容ʳ
信号処理、画像処理、センシングアナリティクス、アナロ
グ・デジタル回࿏およびそれを用いたシステム、AR/7R、
光計測、エッジ AI/ 半導体、CMOS アニーリング、ແ線
通信、半導体デバイス製造検査装置、電子ݦඍڸ、プ
ラズマ制御、データ駆動型ナノプロセス開発、マテリアル
ズインフォマティクス

電Խ・電ಈԽ分野

世界の各地域・各国において脱炭素化に向けた取り組みが急
加速する中、パワーエレクトロニクス・メカトロニクス・デジタル
技術を駆使して、モビリティやインダストリー分野をはじめとする
モータ・インバータ・デバイスなどの電化・電動化システムや、
家電を通じて生活者に寄りఴう新しいライフソリューションを創生
し、ώトと地球にやさしい社会の実現をめざしています。

ʲ主な研究内容ʳ
電動・電機システム（モータ、インバータ、電力変׵器、
変圧器、ः断器、脱炭素燃ম、మಓ車両、産業用圧縮機、
流体機械、冷却システム）、エレクトロニクス（制御装置、
デバイス）、メカトロニクス・伝೤・೤流体（モデリング、シ
ミュレーション、アナリティクス）、生活ソリューション（家電、
ロボティクス、データ利活用基盤）

先୺ AI・σータαイΤンス分野ɺ先୺σジタルテクϊロジー分野
AI・デジタルのページ（P10-13）をご参照ください。

ࣾձイϊϕーションڠ૑分野

ʲ主な研究内容ʳ
新事業構૝、新事業創生、社会課題解決、デザイン、
モビリティソリューション、ウェルビーイングソリューション、
インダストリソリューション、環境・エネルギーソリューション、
ビジネスモデル

持続可能な社会を実現するため、日立は世界中のパートナーと
の協創により社会課題の解決に取り組んでいます。社会イノ
ベーション協創分野では、地域、コミュニティとの連携により新
たにෳࡶ化する社会課題を೺Ѳするとともに、日立およびパート
ナーの技術を活用し、グリーン、デジタル、イノベーションの成
長分野での社会イノベーション事業の創生に取り組んでいます。

生産・Ϟϊͮ͘Γ・メΧ・Τレクトロニクス分野

循環経済とカーボンニュートラルの実現に向け ITʷOT プ̫
ロダクトのナレッジを活かした設計・製造・検査等のモノづくり
DX・GX 技術を開発しています。革新材料や加工プロセス技
術、機械系と電気系の解析ʷ計測技術を駆使して、మಓなど
社会を支えるインフラや半導体製造装置、家電などの量産品
の開発にも取り組んでいます。生成 AI などデジタルを活用した
革新技術の研究と社会実装を通じ、サステナブルな地球環境
と安全・安心な社会の実現に貢献します。

ʲ主な研究内容ʳ
デジタルエンジニアリング、ライフサイクルアセスメント、プ
ロセスインフォマティクス、エコデザイン、外؍検査、光
学計測、カーボンニュートラル製造技術、高機能材料、
環境材料、マテリアルズインフォマティクス、設計工学、
知ࣝマネジメント、信頼性工学、機械要素、トライボロジー、
材料強度、ৼ動 / 耐਒、故োリスクマネジメント、低ノイ
ズ回࿏システム、アナログ・デジタル回࿏、電磁両立性

（EMC）、高信頼ハードウェア分析、高速データ伝送、
冷却 / 実装

システム分野

社会ニーズやユーザニーズの変化に対応して、システムߟࢥ、
デジタル技術を活用して安心・安全・快適な社会を実現する
新たなシステムやソリューションの創出に向けた研究開発に取
り組んでいます。

ʲ主な研究内容ʳ
金融 / 公共システム、トラストソリューション、మಓ運行
管理システム、スマートシティ、MaaS（Mobility-as-a-
Service）、エネルギー管理システム、水・環境システム、
セキュリティ（サイバー /プロダクト/ 制御システム、ೝ証、
҉号、バイオメトリクス、プライバシー）、DX エンジニアリ
ング（クラウドネイティブ、コネクテッドシステム、組込みシ
ステム、システムリノベーション、ソフトウェア工学、仕様
検証、テスト自動化、AIシステム品質検証）、システムアー
キテクチャ（自཯分ࢄ、ブロックチェーン、マイクロサービス）、
機械学श、数理最適化技術

ಏ෫化৾ঽ৿ীෲಎ઼ ৈಖ২峘ႈ୰リ崡崗੒೾嵊デ嵓峼用岮た৳૫ਝੑ੍ରAI
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漏水検知数

漏水検知センサ

選択したセンサ
の情報を表示

漏水確率の推移

漏水確率の推移

上：AR/VR、CMOSアニーリング
下：半導体寸法検査SEM、エッチャ、センシングアナリティクス(漏水検知)

ARで作業を“やってみせる” 支援

遠隔熟練者

リアルタイムに自由視点で現場把握

現場作業員現場作業員

ARで作業を“やってみせる”
現場

リアルタイムに自由視点で現場把握
遠隔地

現場作業員現場作業員現場作業員現場作業員現場作業員遠隔熟練者

220 nm1414 nm

その他
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事業分野

募集職種

日本を含む5極のグローバル研究体制を組んでおり、北米、欧州、中国、APAC（Asia-Pacipc）の海外拠点と連携し、No�1技術、地域のニーズに根ざした現地主導型のグローバル研究を推
進しています。日立の海外研究所とのコラボレーションや世界各地の大学・研究機関・企業との共同研究を通じ、グローバルに研究開発を進めています。各地域の特性を活かして研究の先Ӷ
化を図るとともに、各市場におけるニーズをリアルタイムに೺Ѳし、研究開発にフィードバックすることにより、海外事業を支える研究開発に努めています。

海外拠点のৄࡉは以下の URLをご参照ください。
https�//www�hitachi�co�Kp/rd/about/location/indeY�html

TOPICS グローバル展開

社内外のڭҭ機関と連携し、必要なスキルの取ಘ・キャリアアップのためのڭҭを実施しています。グローバル展開の基ૅとなる経験を積むことを目的に国際学会等への参加・発දなども積極
的に行っています。また、学Ґ取ಘやޠ学スキル向上をめざす社員をバックアップする制度があります。

TOPICS ҭ制౓ڭ開発グループͷڀݚ

国分ࣉサイトは、「10年、20年後を目標とする研究を行うとともに
今日の課題にも取組む」という小ฏ創業社長の理೦のもと19�2
年に中ԝ研究所として創設されました。2019年には、協創活動に
よるイノベーション創生を加速するための研究開発拠点となるʠ協
創の森ʡを開設し、SDGs、Society 5�0の実現に向けて、オープ
ンなަ流やディスカッションなどの協創アプローチを用いた英知と、
஝積された技術の融合によるイノベーションを発信しています。世
界中のお客様やパートナーとともに、社会課題の解決に向けたビ
ジョンを共有して、アイデアソンやハッカソンなどを通じて新たな事
業機会を探ࡧするほか、先端 AI・データサイエンス、先端デジタ
ルテクノロジー、計測・インフォマティクス、ヘルスケア・バイオ、
デザインなどの技術分野において、新たな研究・事業創生にも取
り組んでいます。自વ豊かでダイバーシティに富んだ環境の中で、
最先端のテクノロジー研究や未来のイノベーション創生を、一ॹ
に手がけてみませんか。

国分ࣉサイトの所在地
https�//www�hitachi�co�Kp/rd/about/Kapan/indeY�html

茨城サイトは、193�年創立の研究開発グループの中で最もྺ࢙
のある研究所です。気候変動や資源ׇރといった地球規模の課
題を解決する革新的な技術を開発し、持続可能な社会を実現しよ
うとの೤いࢥいにҲれています。 脱炭素・カーボンニュートラル
社会を実現するエネルギーシステム、人と共存する安心・安全な
自動運転・モビリティ・ロボット、人々の生活を支える家電・空調、
そしてこれらを支える革新材料、解析・設計技術、モノづくり技術
の開発に取り組んでいます。世界各地の社会課題を解決するた
め、多様なઐ門分野を持つ研究者が力を合わせて新技術の創生
に取り組んでいます。

茨城サイトの所在地
https�//www�hitachi�co�Kp/rd/about/Kapan/indeY�html

TOPICS ৽たなイϊϕーションͷ૑生をリーυ͢るڀݚでɺ೔ཱͷ事業を支えるࠃ分ࣉαイト

TOPICS イϊϕーションでڥ؀問୊ղܾと人ʑͷ๛かな฻Β͠ を実͢ݱるҵ৓αイト

ԣ浜サイトでは、産業・流通分野のサプライチェーン革新、ަ通ʗ
MaaS、金融ʗ Fintech、行੓ʗ e-government など、新しい
社会システムを創造する研究開発を進めています。
ITを活用し、お客様のビジネスモデル、組織、プロセスを変革す
るDX（デジタルフォーメーション）実現に向け、価値ى点でシステ
ムを設計するシステム技術、先端のソフトウェア開発技術、セキュ
リティ技術、生産プロセス・サプライチェーン設計、検査・計測、
回࿏設計などデジタルを活用したモノづくり技術の研究に取り組ん
でいます。
新しい社会システムをともに創生していく「構૝力のある人財」、開
発した技術を迅速に事業につなげる「実行力のある人財」を求めて
います。

ԣ浜サイト所在地
https�//www�hitachi�co�Kp/rd/about/Kapan/indeY�html

TOPICS σジタル技術を׆用͠ ৽͠いࣾձシステムをڀݚ開発͢るԣ඿αイト

お客様と将来の社会課題をともに探求し研究開発で解決することをめざし、日立とお客様が共同でリアルかつスϐーディなプロトタイϐングを実施する場です。社内の打ち合わせやリフレッシュもで
きるコミュニケーションスペースとして活用されています。

TOPICS ೔ཱΦープンϥϘ

ʦ国分ࣉサイトʧ

ʦ茨城サイトʧ

ʦԣ浜サイトʧ
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事業分野

募集職種

世界のమಓ市場は今後も成長を続けると༧測されています。మಓビジネスユニットは、こうした世界各国の社会インフラを支えるమಓシ
ステムの需要をビジネスチャンスとଊえ、海外市場への積極的な進出を行っています。2015年にイタリアのమಓ車両・システムメーカー
であるアンサルドブレダ社（現 Hitachi Rail S�p�A�）およびアンサルド STS 社（現 Hitachi Rail STS S�p�A�）をങ収したことで、イタリ
アをはじめとした欧州各国と米州、その他地域に拠点を持つことができました。これにより製品ラインナップも޿がり、ターンキー（一括
請負）ソリューション事業の強化や、ワールドクラスの製品܈を加えたポートフォリオの拡大、IoT/ デジタル事業への注力を進め、మಓ
システム事業におけるトータルソリューションのリーディングカンパニーとしてさらなる発展をめざしています。欧州のみならず、米州・アジア・
新興国など各地で多くのプロジェクトが進行中であり、世界の஥間とともに、日立のమಓシステム事業をリードしていくことができる多様
な人財を必要としています。

主要なトϐックスについては、Web 上にニュースリリースをࡌܝしています。また、:ouTube でも日立のమಓ関連情報をご঺հしていますので、ͥひごཡください。

ʲニュースリリース総合：日立ʳ
https�//www�hitachi�co�Kp/New/cnews/indeY�html

ʲ日立グループ మಓ関連 :ouTube チャンネルʳ
・Hitachi Brand Channel �グリーンエナジー & モビリティ/ Green Energy & Mobility
https�//www�youtube�com/playlist list�PLB8uh3iEDoy7oOIBiMKFg�QAIwNK0RHkp
・Hitachi Rail Ltd�
https�//www�youtube�com/channel/UC-vPe9CF62GaAdGauXJ58wQ
・Hitachi Rail S�p�A�
https�//www�youtube�com/user/AnsaldoBredaO⒏cial

特長的な技術

TOPICS グローバルな事業展開

TOPICS ニュースリリース・関連情報

鉄道ソリューション

優れた技術と確かな実績で鉄道事業を支える
総合鉄道システムインテグレーター。
地球の温暖化や都市への人ޱ集中といった社会的な課題の解決手ஈとして、

మಓへの期଴はますます高まっており、世界各地でమಓ࿏線の新設や既存設備

のリニューアルが進められています。また、IoT（Internet of Things）技術および

デジタル化の進展に൐い、మಓの分野でも IoT/ デジタル技術を活用した顧客

サービスの向上や業務の効率化も進んできています。日立は車両、駆動用制御

装置をはじめྻ車運行管理システムや電力管理システム、情報サービスなどのフ

ルラインナップのサービスを提供できる総合మಓシステムインテグレーターとして、

重要なインフラである「మಓ」を支えてきました。また、グローバルカンパニーとして、

日本だけでなく欧州・アジアをはじめとした海外でのమಓ事業にも積極的に携わっ

ています。

RAILWAY SYSTEMS SOLUTION

卒業学部学科系統

事業分野

所在地 お問い合わせ先

職種紹介

設計開発（笠戸地区）

生産技術（笠戸地区） 営業技術（東京地区）

設計開発（水戸地区） 品質保証（笠戸地区） 品質保証（水戸地区）

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

新幹線電車や特急電車などの高速車両、通
勤電車、モノレール、空調・׵気装置、୆車
などの設計・開発

新幹線電車や特急電車などの高速車両、通
勤電車、モノレール、空調・׵気装置、୆車
などの製造に関する生産技術開発

モノレール、信号・運行管理システム、変電シ
ステム、輸送システム、మಓ車両およびమಓ
車両用電気品に関する営業技術

777Fインバーター制御装置、ハイブリッド駆
動システム、ネットワーク信号制御システム、デ
ジタル ATC、ATI、運行管理システム、ཱྀ客
案内システム、受変電システムなどの設計開発

新幹線電車や特急電車などの高速車両、通
勤電車、モノレール、空調・׵気装置、୆車
などの品質保証

777Fインバーター制御装置、ハイブリッド駆
動システム、ネットワーク信号制御システム、デ
ジタル ATC、ATI、運行管理システム、ཱྀ客
案内システム、受変電システムなどの品質保証

東京地区 〒101-8608　東京都千代田区外神田一丁目18番13号（秋葉原ダイビル）
地区ށּ 東豊Ҫ79�番地ࣈ県下দ市大ޱࢁ　7��-8601〒
水ށ地区 〒312-8506　茨城県ひたちなか市市ໟ1070番地

【東京地区】人事総務本部（東京地区）
jinkinrou@pis.hitachi.co.jp

【笠戸地区】人事総務本部（笠戸地区）
TEL : 0833-41-8638
jinjikikaku_kasado@pis.hitachi.co.jp

【水戸地区】人事総務本部（水戸地区）
TEL : 029-276-2391
mito-kotsu.saiyou.jw@hitachi.com

事業領域

新幹線電車や特急電車などの高速車両、通勤電車、モノレール、車両に౥ࡌする空調・׵気装置、
୆車などの開発・設計・製造・試験。

777Fインバーター制御装置、ハイブリッド駆動システム、ネットワーク信号制御システム、デジタル
ATC（Automatic Train Control 自動ྻ車制御装置）、ATI（Autonomous Train Integration 車
両情報制御装置）、運行管理システム、ཱྀ客案内システム、మಓ用受変電システムなどの開発・
設計・製造・試験。

国内・海外の顧客に対する営業活動・技術提案活動、国内・海外案件のプロジェクト全体取りまと
めなど。

・英国：Hitachi Rail Ltd�（欧州（英国）市場におけるమಓシステムの販ച・エンジニアリング・製造・
保守など）

・イタリア：Hitachi Rail S�p�A�、Hitachi Rail STS S�p�A�
・中国：੢安中車Ӭ電ড通電気有限公 （࢘中国市場における車両用電気品の販ച・設計・製造・

試験など）

車両分野（笠戸地区）

車両用制御装置 / 保安装置・運行管理 / 変電分野（水戸地区）

営業技術・プロジェクトマネジメント（東京地区）

主な海外拠点

車両関係 保安装置・運行管理システム関係

車両用制御装置関係

変電システム関係
その他

ᶃ次世代新幹線電車技術
ྻ車の高速化・運転の高ີ度化の輸送ニーズに応えつつ、さらなる環境性・快適性の向上を実
現できるよう「車内・車外૽Իの抑制」「૸行ৼ動の抑制」「省エネルギー性」「小型軽量化」

「保守性の向上」などの؍点において、多࠼な新技術を適用しながら、次世代新幹線電車の開発
に取り組んでいます。

ᶄ A-train（日立がమಓ車両向けに開発した独自の新しい加工技術とモジュールࣜ生産システム）
「A-train」の「A」には、「Advance（先進）」「Amenity（快適）」「Ability（性能）」「Aluminum（ア
ルミ）」の意味が込められています。

・軽量アルミ素材を用いることで、メンテナンスを含めたライフサイクルコストを抑え、さらにはリユース・
リサイクルが容易となります。

・೤による変形や変৭のない接合面に仕上がるFSW（Friction Stir Welding ຎࡲ᎟፩接合）を
用いることで、ඒしい車体ද面をつくり出すことが可能となります。

・モジュール構造による生産効率向上、また多様なニーズに対応するフレキシブルな車体構成を実
現します。

ᶅ環境適合技術（஝電஑電車）
஝電஑電車は、ඇ電化区間を஝電஑の電力で૸行可能であり、環境にやさしく、動力システムの
電動化による૽Ի低減、৐り心地向上が期଴できます。

ᶃデジタル ATC（自動ྻ車制御装置）
ATC は、先行するྻ車のҐ置情報などを૸行中のྻ車に伝え、速度を制御することで、ྻ車運
行の安全を確保する装置です。デジタル化により、停止するためのブレーキ制御に必要な限界Ґ
置信号を地上から伝えながら、車上装置が先行するྻ車との間隔を自動的に制御することで、安
定した૸行が可能です。৐り心地の向上が図れ、ྻ車間隔の短縮が可能になり、輸送量アップ
にも効果的です。

ᶄ CBTC（Communication Based Train Control）、ETCS（European Train Control System）
ྻ車信号システムの国際標準規֨には、近߫ྻ車や地下మ、モノレールなどの都市ަ通向けの
CBTCと、欧州で国境をӽえた࿏線間の相ޓ৐入を実現する都市間ަ通向けの ETCS がありま
す。日立は、2013年12月に CBTC の最高安全レベルのೝ証を欧州のೝ証機関から日本企業と
して初めて取ಘしています。また、2013年12月に日本企業として初めて欧州で統一された信号シ
ステム規 （֨ETCS）に準拠した車上信号装置を製品化しました。日本で培ってきたさまざまな車両
性能実績を欧州規֨に適合させた形で集約しています。

ᶅ運行管理システム
ྻ車の在線状گを監ࢹし、ダイϠ通りにྻ車の運行を制御するシステムです。ダイϠがཚれた際
の迅速な回復を支援する運転整理システムや分ࢄしているӺ間を接続するネットワーク機能などを
最新の情報処理技術や通信技術を用いて開発しています。また、電力設備・Ӻ設備の監ࢹ制御
を行うことで、安全・安定輸送を確保し、輸送指ྩ業務の効率向上、ཱྀ客サービス向上に寄与
しています。

ᶃ̨ ̸̘ インバーター（̨ ̸̘ ：シリコン・カーバイド）
多くのమಓ車両インバーターには̨ ̸̘ を基材にしたパワーデバイスが用いられていますが、さらなる
省エネルギー性向上と高性能化を図るため、装置の小型化・軽量化と、電力損ࣦ低減を両立す
る̨ ̸̘ パワーデバイスを用いたインバーターをమಓ車両に適用し、小型で環境性に༏れたమಓ車
両の実現に貢献します。

ᶄハイブリッド駆動システム
環境負荷低減をめざしたハイブリッド駆動システムを࠾用し、ඇ電化区間を૸る気動車の燃料ফ費
低減と、̘̤ ̎削減を実現しました。車両減速時のエネルギーをリチウムイオンバッテリーに回収し、
加速時のエネルギーや補助電源の電力として再利用します。車両の速度と஝電量に応じてエンジ
ンでの発電を適੾に制御し、Ӻ停車中またはଦ行中はエンジンを停止することで૽Իの低減を図り
ます。

ᶅ車両情報制御装置（̖ ̩̞）
車両内に情報ネットワークを構成し、車両に౥ࡌされる駆動用制御装置やブレーキ装置などの車両
の制御、運転୆に取り付けたදࣔ器による機器情報や運行ダイϠ情報のදࣔ、空調装置や車
内のӷথදࣔ器・自動放送装置などのサービス機器の制御を行います。また、機器の自ݾ診断
機能と連携した自動試験機能や、運転ཤྺをه録する運行状هگ録機能により、車両の保守や
故ো解析に役立てます。

మಓ用受変電システムは、安全で高ີ度輸送のために安定的な電力供給を実現するシステム製
品と、๷ࡂ・環境調࿨・省力化・省スペース化を向上させた信頼性の高いమಓ電力向け受変電
設備の製品提供が求められています。
日立はこれらの要望に応えるため、これまで培ってきたమಓシステムのノウハウと̞̩̾ 技術を活用し
最適なమಓ用受変電システムを提供しています。



J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r0 2 0 0 2 1J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r

電ྗ

産業・ྲྀ ௨

水

౎ࢢ開発

鉄道

ۚ༥

ڞެ

情報௨৴

ϔルスέΞ

Ո電

ࣗಈ車

電ࢠ装置

開発ڀݚ

設計開発

システム
ΤンジニΞ

生産技術

品質保証

営業技術

஌的ࡒ産
マネジメント

ͦͷଞ

事業分野

募集職種事業領域

産業・ྲྀ ௨IoT�ロϘテΟクスソリューション

σジタルソリューションでࣾձイϊϕーション事業をՃ଎。

。える産業分野ͷIoT�ロϘテΟクスソリューションと͸ߟた͕ͪࢲ

第�次産業革命という世界的な潮流の中、各業界で顧客要求が多様化

し、製造業において多品種গ量生産への対応、࿑働人ޱの減গに൐う

技能伝ঝ・自動化の実現、カーボンニュートラルへの対応が急務となって

います。

グローバル市場でউち残るためには、それらの課題を解決するための IoT

を駆使したデジタルソリューションの活用が求められます。

日立は、IoTプラットフォーム Lumadaを活用し、日本のモノづくり現場と

自社の知見をつな͗ 、AI やロボティクスなどの技術を付加することで新し

い製造業の࢟をඳくための顧客協創を積極的に展開。現場で長年培っ

た OT（制御 ŋ 運用技術）と高度な IT（情報技術）を融合し、さらにプロダク

トを提供することで、お客様の課題を解決するデジタルソリューションを創

出し、社会イノベーション事業を拡大していきます。

産業・流通 IoT＆ロボティクスソリューションが持つプロダクト、OT、ITと先進のデジタル技術を活用した Lumada、ロボティクスSI（※1）を組み合わせ、

サイバー空間とリアル空間をつな͗ サイバーフィジカルシステムを実現します。

お客様の経営ࢹ点で事業価値の最大化を図る「トータルシームレスソリューション」（※2）を提供し、社会・環境・経済価値の向上に貢献していきます。

※1 Systems Integration

※2 「トータルシームレスソリューション」は日立製作所の日本における登録商標です。

IN%USTRY
 %ISTRI#UTION IoT � RO#OTI$S SOLUTION

所在地 お問い合わせ先

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

その他

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

秋葉原地区 〒101-0021 東京都千代田区外神田一丁目5番1号　ॅ༑不動産秋葉原ファーストビル

茨城地区 〒319-1293 茨城県日立市大みか町五丁目2番1号

人ࡒ統ׅ本部ɹ
人事ۈ࿑本部  タレントΞクイジション部
rFcruit.inGra.kc@hitachi.com

近年、製造業では、ロボットを活用した現場の自動化のニーズがグローバルで急激に高まっています。また、変化する市
場に迅速に対応し、新たな価値を創出するため、先進のテクノロジーを活用したデジタルトランスフォーメーション（DX）の
動きも加速しています。
私たちは、製造工程・物流自動化において、ロボティクス SIを核とした OTとITをワンストップで提供することで、お客
様のさらなる事業価値の向上に貢献します。

※「IoTコンパス」は日立製作所の日本における登録商標です。

今日の製造業は、急速なデジタル化をはじめとしたダイナミックな変化に直面しています。こうした変化に対応するために、
私たちは、組み立て加工・৯品工場、మ ・߯ガス・化学プラントなどの製造ラインを設計・管理・制御するOTソリューショ
ンから、現場データを収集・分析し経営効率向上につなげるIoTソリューションまでを提供することで、製造業をリードして
います。ロボットを含む各種プロダクトから、クラウドや AI、画像解析などのデジタルソリューションまでをトータルにサポートし、
お客様へのコンサルティングを通じて最適なソリューションを提案することで、世界に通用する未来のモノづくりをめざしてい
ます。

お٬༷ͷ事業Ձ஋͢ݙߩʹ্޲るロϘテΟクスソリューション 

ະདྷͷϞϊͮ͘Γを実͢ݱる੡଄業͚޲ソリューション 職種紹介

システムΤンジニΞ
お客様の課題に対して、顧客業務の理解からシステム構築、運用フォ
ロー・保守まで、ITソリューションやロボット、AI（人工知能）活用を
含めたシステムインテグレーションを行い、お客様の課題を解決します。

૑ίンαルタントڠ
お客様のビジネス戦略やビジョンの実現から、製造現場での課題
解決、各種戦略策定へのコンサルティングを行うことで、最適な
IoT 技術やソリューションの構築・選定を実施します。

ソリューション・αーϏス開発
「社会のニーズ」を先取り、関係部門とີ接に連携しながら競争
力のあるソリューションやサービスなどの設計・開発・アップデート
を担い、お客様との協創を通じて新しい価値を創出します。

プロジェクトマネージϟー
お客様に提案したプロジェクトの計画・実行・納入までのスケジュー
ルʗコストʗ品質の管理を担い、お客様とのંিや社内取りまと
めなどを通じて、プロジェクトを成ޭに導きます。

σータαイΤンテΟスト
業務上の課題解決に向け、OT、IT 両面からビッグデータの利
活用・分析環境を検討し、AI 活用などによるデータ分析からお
客様に課題解決アプローチを提案します。

地球温暖化に൐う気温上ঢを抑える努力が世界規模で進められています。特に温室効果ガスの排出量削減、カーボン
ニュートラルの実現が重要となっています。
私たちは、エネルギーマネジメントシステムの豊富な導入実績と設備管理における高度なノウハウを活かし、お客様の社会・
環境・経済の価値向上を図るため、再生可能エネルギーのීٴ促進、省エネルギー・カーボンニュートラルの実現に貢
献していきます。

ΧーϘンニュートϥルͷ実͢ݙߩʹݱるڥ؀ソリューション 

0©  Hitachi,  L td.  2 0 2 2 .  All rights  res erv ed.
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事業分野

募集職種

物流業界では、自動化や省力化に加え࿑働環境の改善や作業者の安全・݈߁のために、ロボット導入を検
討されるケースが増えています。日立では、このような物流センターでのさまざまな課題に対して、̏Ｄビジョン・̖ ・̞
ロボットコントローラーといった高度な独自技術により、ロボティクスSIをワンストップかつスϐーディに提供しま
す。
入出荷時のパレタイズ・デパレタイズ作業などの自動化に知能ロボットを適用するだけでなく、AG7 やマテハ
ン設備、製造設備まで拡大し、物流現場・製造現場のトータルエンジニアリングを実施。さらには物流現場・
製造現場で取ಘできるさまざまなデータを管理・制御システムと連携させ、現場状گに追従するフレキシブル
性を高め、お客様の DX 化に貢献します。

TOPICS ロϘテΟクスSI事業ͷ֦େ・ڧԽ

生産現場におけるさまざまな�̢データ（huMan（人）、Machine（設備）、Material（材料）、Method（方法））をデジタル化
して、ビッグデータとしてه録、各種 AI で分析し、従来の製造業の持つ「生産性向上」という課題を解決することを通じて
「働き方改革」「࿑働環境改善」などの社会的な課題に向けた最適化を図るためのお客様提案、コンサルティングを実施
します。

σータղੳソリューション 

特長的な技術

物流現場でのロボット導入には、さまざまな商品へ柔軟に対応できることが重要です。2021 年 � 月に業界トップクラスの高度な画像ೝࣝ技術を持つ Kyoto Robotics（現株ࣜ会社日立オートメーション 
Kyoto Robotics 事業本部）を日立グループにܴえ、自社開発の高精度̏ Ｄビジョンセンサー（目）とロボットコントローラー（೴）により、ロボットの知能化を進めています。

ʮ໨ʯとʮ೴ʯを࣋ͬた஌ೳロϘοトʹΑるύレタイζ / σύレタイζソリューション 

製造業では基幹システム（ERP）や製造実行システム（MES）、製造現場の FA 機器をネットワークでつな
げ、経営と工場の全体最適を実現するスマートな次世代ファクトリーをめざす動きが本֨化してきています。
また、生産性を向上させるためには、データ活用による製造現場制御の仕組みを整備することが必要不可欠
となっています。
「FactRiSM」では、お客様ごとにҟなる現場設備との通信や上Ґ ITシステムとの連携に柔軟に対応し、
製造の改善に必要な分析を可能にします。
また、デジタル化された現場 �M（※ 5）データを収集・活用することでモノづくりのトレーサビリティ・生産
性向上に貢献します。

※ 5 huMan（人）、Machine（設備）、Material（材料）、Method（方法）

$1S を実͢ݱる੡଄実行ソリューションʮ'actRiSM（ϑΝクトリζム）ʯ 

製造現場ではख़練者の技能伝ঝなどの課題に対して、業務手ॱのマニュアル化やシステム化・ॻྨの電子化による
データの整理などに取り組んできました。しかし、業務ノウハウの部分については属人化しており、どのように継ঝしてい
くかが課題となっています。
「WIGARES」はෳ数のシステムやファイルサーバー内にࢄ在する情報に対して、日立が開発した「構造化情報一元
管理技術」を活用することで、ࣝ別子を付与して構造化し、集約・஝積・共有・再利用ができるナレッジベースを構築
します。さらに、それらの情報同࢜の関係性を業務ベースで定ٛすることにより、ෳ数システムにまたがるෳࡶな業務ノ
ウハウのデジタル化を可能にします。
データを統合的に管理することで属人的な業務ノウハウをデジタル化するとともに、業務遂行に必要な情報をユーザー
に自動提供することでプラント操業自動化をめざし、事業価値の向上に貢献します。

※「WIGARES」は日立製作所の日本における登録商標です。

プϥントૢ業ࣗಈԽʹ͢ݙߩる情報Ұݩ管理プϥοトϑΥームʮWI(ARES（΢ΟΨレス）（˞）ʯ 

近年、気候変動により、さまざまな分野で社会・経済活動のリスクがݦ在化しており、その影響を最小限にするための対策をとることが急務となっています。産業分野においても温室効果ガスの削減は
大きな課題です。これまで主にコスト削減の؍点からʠ省エネʡに力を入れてきた企業も、今後は「クリーンなエネルギーで生産を行っているのか」というࢹ点でධ価されることになります。実際に、サプラ
イϠーに対して製造時の再エネ利用や CO₂ 削減を強く求めるグローバル企業もあらわれています。「EMilia」はお客様の実状に沿った「省エネ」「創エネ」「再エネ調達」「オフセット」という� つの取
り組みによって、カーボンニュートラルの実現に貢献します。

※「EMilia」は日立製作所の日本における登録商標です。

ΧーϘンニュートϥルͷ実͢ݙߩʹݱる統合ΤネルΪー・設උマネジメントαーϏスʮEMiMia（ΤϛリΞ）（˞）ʯ 

商品が֨納された୨を運Ϳ小型ແ人搬送ロボット 「Racrew（※）」や知能ロボットなどを活用し、গ人数でも運用できる物流センターの実現をめざします。また、AI やシミュレーション、現場データ活用により、
サプライチェーンの最適化、輸഑送の高度化を実現するとともに、設備システム・運用・建屋の一体設計で物流センター全体を高度化する取り組みを進めていきます。

※ 「Racrew」は株ࣜ会社日立インダストリアルプロダクツの日本における登録商標です。

σジタル࣌୅ʹお͚るロジステΟクスͷֵ৽ʮ࣍ੈ୅෺ྲྀソリューションʯ 
©  Hitachi,  L td.  2 0 2 2 .  All rights  res erv ed. 1

物流業界では、多種多様な商品をお客様へ迅速かつ確実に഑送することが求められる一方、࿑働人ޱ不଍
への対応や作業効率化が課題となっており、デジタル技術やロボティクスを活用した自動化・省力化の取り
組みが積極的に行われています。このような中、日立は小型ແ人搬送ロボット「Racrew」や制御システムなど
の技術（OT）、WMS（૔ݿ管理システム）や AIを活用した૔ݿ業務効率化サービスなどの ITを組み合わせて、
お客様の課題解決に向けた物流センターのラインシステムを計画・構築しています。
工業用間接資材の通信販ച最大手であるMonotaRO 様では、多種多様な商品在ݿの中から注จの品を
自動搬送するRacrewを導入いただくことで作業者のา行時間を削減し、従来のϐッキング作業にൺ΂て約
3ഒの効率化を実現しています。さらに制御システムで物流センター内の搬送設備を連係させることで、センター
全体の効率化と生産性向上に貢献しています。

近年、࿑働力不଍がݒ೦される中、訓練生がख़練技能者の高度なスキルをशಘするには数年のࡀ月がかか
ることから、短期間で効率よく技能をशಘできるようにすることが課題となっています。日立は画像解析技術を
はじめとするセンシング技術で現場の人による作業を効率化する先進のデジタル技術を多数保有しています。
今回総合設備エンジニアリング大手きんでんで課題となっていた、77k7 送電ケーブルにおける接続技能者の
早期ҭ成にデータ解析ソリューションを活用することで、定量的な技能ධ価（スコア化）や、改善す΂き動作
の可ࢹ化ができるようになりました。これにより、品質の安定化と製造・作業現場における早期人材ҭ成に
つなげていきます。

TOPICS 【MonotaRO】ࣗ ಈԽ・লྗԽを௥͠ٻた先ਐ෺ྲྀηンターをߏங

TOPICS 【͖ΜでΜ】σジタル技術を׆用͠た技ೳ܇࿅支ԉソリューション

製造業では、お客様に安全・安心な製品を供給するために、データを活用したトレーサビリティシステムを構
築し、品質管理体制の強化を図ることが重要となっています。
冷ౚ・空調用自動制御機器メーカー不ೋ工機の中国現地法人であるો州不ೋ工صにおいて日立は、製造
管理システム「FactRiSM」導入により製品トレーサビリティを強化するとともにこれまで導入してきた調達、生
産、販ച系の基幹・पลシステムを連係させ、製造現場とサプライチェーンをシームレスに連係する高効率
生産システムを構築しました。
これにより、リアルタイムに事業全体の進௙状گやボトルネックなどの見える化が図れ、市場ى点での迅速
な経営൑断と製造現場への反映を可能にしました。

TOPICS 【ોभෆೋص޻（ソシュ΢ϑジί΢Ω）】੡品トレーαϏリテΟとαプϥイνェーン連係を実ݱ

冷ౚ৯品などを低温で流通させるコールドチェーンでは冷ౚ૔ݿ内にある冷ౚ設備の安定稼働が不可欠であ
り、ख़練技術者が多くの時間を費やし、運転管理・設定操作を行っていました。日本最大規模の৯品分
野のコールドチェーンサービスを担い、冷ౚ૔ݿを国内で多数運営するニチレイロジグループにおいて日立は、
統合エネルギー・設備マネジメントサービス「EMilia（エミリア）」をベースに、冷ౚ設備の各種センサーから収
集したデータをクラウド環境に஝積、分析するIoTを活用した冷ౚ設備の運用・保全効率化ソリューションを
導入し、運転管理の効率化・環境負荷低減に貢献しています。

TOPICS 【ニνレイロジグループ】ྫྷ ౚ設උͷ運用・保શޮ཰Խを実ݱ
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水ڥ؀ソリューション

͖れいな水。

クリーンなڥ؀。

日立は1世紀近くにわたって、先進技術や製品信頼性に基づいた水環境

ソリューションを提供してきました。

世界的に水資源のׇރや水環境保全の水質ѱ化が問題ࢹされている

今、水循環システムと情報制御技術とを融合させて課題解決に貢献して

いきます。長年培ってきたシステム技術と水処理機械設備、電気設備、

計装設備、監ࢹ制御、情報処理などの要素技術および水処理プロセ

スに関するノウハウなどを融合し、「安全でおいしい水の供給」と「݈全な

水環境の形成」を可能にするソリューションを全国の上下水ಓ事業者に

提供しています。また、製品やシステムの提供だけでなく、サービス業務

を組み合わせたแ括ҕୗをはじめとした׭民連携（PPP（Public Private 

Partnership））も推進しています。さらに近年では、海外の水処理事情の

問題から、ASEAN 地域を中心としたプロジェクトの創生とソリューション

提供を行っています。上下水ಓのほかにも、ダムの制御、Տ઒流域管

理などの利水・治水事業、産業廃水処理設備、海水୶水化設備など、

水環境全般に関わる製品・システムを提供しています。

空気・水・エネルギー利用の最適化を実現するため、空調設備・産業プラ

ント設備・水処理設備に IoT 技術を活用することにより、お客様のさまざま

なニーズに合わせて企画・提案から構築までワンストップで提供しています。

また、近年多発する自વࡂ害に対しても安全・安心な社会を実現するため、

ಓ࿏ަ通システムや大気・放射線などの環境監ࢹシステム、ߓ࿷システ

ム、セキュリティ関連システムといった社会情報システム事業も推進しており、

レジリエンスを高める社会インフラの構築をめざしています。さらに、人々の

QoL 向上に寄与するため、再生医療に関しIoTを活用した高度医療のサー

ビス事業化を推進しています。また、脱炭素社会実現に向け、CO2排出

量削減に貢献する事業を推進し、お客様と社会に価値を提供しています。

WATER EN7IRONMENT SOLUTION

卒業学部学科系統

事業分野

所在地 お問い合わせ先

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

秋葉原地区 〒101-0021　東京都千代田区外神田一丁目5番1号　ॅ༑不動産秋葉原ファーストビル
人ࡒ統ׅ本部ɹ人事ۈ࿑本部ɹ
タレントΞクイジション部
rFcruit.inGra.kc@hitachi.com

事業領域

্Լ水道分野 
日本の上下水ಓは、戦後の高度経済成長や人ޱ増加に൐い、施設が大量に建設・拡ுされ、現在では高いීٴ率
とྑ޷な水質を実現しています。しかし、21世紀をܴえ、気候変動にىҼした߽Ӎ・ׇ水などによる水ಓ原水の水質ѱ
化、࿝ٺ化した施設の更新、人ޱ減গによる༧ࢉ縮小、ライフサイクルコストの低減、ख़練技術者の減গ、エネルギー
の省力化など、さまざまな課題に直面しています。また、世界に目を向けると、急激な人ޱ増加、環境のѱ化などにより、
上下水ಓにおける状گはさらにݫしいものとなっています。日立製作所は、水処理機械、電気、計装、制御、監ࢹ、
情報設備および AIを活用した最新の IT 技術を駆使して、お客様とともに技術と経験を培い、直面しているさまざまな課
題に対応した製品・システムを開発、提案、納入しています。

࣏水・ར水分野 
人 を々ߑ水から守るための「治水」。社会を५す「利水」。快適な฻らしを創造する「水ล環境」。
Տ઒はますます฻らしとの関わりを深めています。୆風などによる大Ӎのࡂ害から生活を守り、݈全
なる水循環を確保し、的確で効率的なՏ઒管理を行えるよう、各種 IT 技術を活かして快適な生活
環境の提供に寄与しています。

IoT αーϏスソリューション分野 

製品やシステムの提供だけでなく、顧客の事業運営にີ接に関わるサービス（維持管理・運営・保守・
ソリューション提供）事業を展開しています。例えば PFI 手法（公共施設などの建設・維持管理・
運営を、民間の資金・経営ノウハウ・技術的能力を活用し、国や地方公共ஂ体に代わって公共サー
ビスの提供を行う社会インフラ整備の手法）による事業を東京都のড়水場で実施しています。Ҿき
続き׭民連携により上下水ಓ事業の課題を解決す΂く෯޿い事業モデルを提案していきます。さら
に課題解決に貢献するソリューションを、IoTを活用して構築し、クラウドサービスとして提供してい
ます。この取り組みを拡大しながら、さまざまな分野の企業や上下水ಓ事業体と連携し、自社の෯
。い技術力を活かした新しいビジネスの構築にまい進しています޿

ࣾձ情報システム分野 

安全・安心な社会を実現するために、放射線監ࢹ・਒度情報・水門監ࢹ制御などの各種の環境
๷ࡂソリューションや、ೝ証技術・センシング技術・映像監ࢹによるセキュリティソリューション、デジ
タルサイネージを活用した情報提供ソリューションを෯޿い分野で展開しています。さらに、持続可
能な社会の実現のために資源循環分野に取り組んでいます。
また、ಓ࿏インフラ設備の保全管理、ߓ࿷内部オペレーションなどに、AI・IoTを活用して生産性
向上に資する次世代ソリューション開発も進めています。

産業੡଄業分野 

電子 / 半導体・医ༀ・化成品などの製造拠点における水・空気・電気などのユーティリティ設備
エンジニアリングおよび工場設備の運用・保全分野において、グリーン・デジタル技術を駆使したトー
タルシームレスソリューションで、お客様の課題を解決し、工場のスマート化実現に貢献しています。

特長的な技術

上水ಓ施設・下水ಓ施設向けに、除ਖ機や汚టかき寄せ機、Ζ過設備を中心とした機械設備の設計から施工
まで一貫して行っています。Ζ過設備の代ද的な納入品は、MBR（Membrane Bio Reactor）や、ユニット型のບ
Ζ過装置などです。

水ॲ理設උશൠ 

ペガサスは富ӫ養化対策として、下水・排水の஠素処理を行うプロセスです。生物反応૧をແࢎ素タンクと޷気タンク
に仕੾り、ඍ生物を特घなゲルの内部に高ೱ度にݻ定化したバイオキューブ（঳化ペレット）を޷気タンクにఴ加し঳化反
応を促進させることで、高速で処理を行います。

஠ૉॲ理プロηスʮϖΨαスʯ 

職種紹介

設計開発 システムΤンジニΞ 営業技術
技術を製品に反映し、世の中に新しい価値を提供していくことが
設計開発の役割です。

顧客業務を分析の上、最適なソフトウェアやハードウェアの検討、
システム設計を担います。

技術的な؍点から顧客の要望に応えます。多くの関係者とのハ
ブ的役割を担います。

その他
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上下水ಓ事業では、上下水ಓに求められる社会的要請、事業運営
強化策に対応するシステム全体を、お客様の要件に合わせて一から設
計・製作し、出荷後の現地試運転まで一貫した業務に取り組んでいま
す。AQUAMAX は、その中核となる監ࢹ制御システムです。スケーラ
ブルアーキテクチャ、シームレス化（場内 / 場外、情報系連携）、業務
支援型 HMIを基本コンセプトとしており、ஈ֊的増設、部分的更新
が可能な、高い信頼性と柔軟性を持ったシステムです。

 制御システム（A2UAMA9）ࢹ؂

水を安定供給するために欠かせないのが水運用計画技術です。近年、
施設全体の省エネ化が課題になっており、なる΂く一定量で取水・送
水したり、ෳ数のড়水場の水処理量バランスを適੾に分ࢄさせる「安
定供給」と、取水・送水ポンプのফ費エネルギーを抑制する「省エネ」
といったෳ数の目的を解決させるソリューション提案を展開しています。

水運用計ը技術 

下水処理場の活性汚ట法における঳化反応と脱஠反応をモデル化し
て制御ソフトウェアとして組み込み、リアルタイム制御を実行します。処
理中間点のアンモニアೱ度目標値をߟ しྀた঳化制御により、処理を
安定化して過മ気やമ気不଍を抑制し、水質を維持しつつブロワのফ
費電力の削減を図ります。

Լ水ॲ理制御技術

カメラを利用して、画像処理によってަ通量や車両速度の計測および
ौ滞・故ো車・逆૸車などのҟ常事৅検知を行います。ौ滞長の計
測やҟ常事৅（停止車両、低速車両、ආ૸車両、落下物）を自動的
に検知して、ドライバーの安全支援やಓ࿏管理者の負担を軽減します。

ը૾ॲ理Ԡ用技術

大気環境中の放射線量率・大気汚染物質や、Տ઒の水Ґ・Ӎ量等の環境測定データを、テレメータ設備でリアルタイムに収集し、޿域ネットワー
ク回線・ແ線回線を通じて、中ԝ監ہࢹで集中監ࢹします。
中ԝ監ہࢹでは、信頼性を確保したサーバ設備により、環境情報を2�時間365日監ࢹするとともに、一般にも公開することで、安心・安全な社
会の実現に貢献しています。

ソリューションࡂ๷ڥ؀

TOPICS ׭ຽ連ܞ（̥̥ ̥）で水ͷ安શ・ڧਟ・࣋ଓをΊ͟͢

新たなエネルギー源として注目されている水素は、地
球温暖化対策に有効なエネルギーであり、水素を
利活用して CO₂排出量を削減するサプライチェーン
の構築が求められています。こうした中、当社は福
島県࿘ߐ町で民生・産業向けの水素利用サプライ
チェーン構築および先進デジタル技術で電力需給
調整を行う実証事業を実施しています（2023年11
月現在）。本実証において、電力需給バランス制
御の精度向上を目的とした水素ࠞম発電機の導入、
データ計測とブロックチェーン技術を活用した送電電
力の水素エネルギー༝来証明の実証実験、小型シ
リンダーを利用した水素ॆర / ഑送の計画システム
の構築を行い、CO₂を排出しない脱炭素未来都市
づくりに貢献します。

TOPICS ୤୸ૉࣾձをΊͯ͟͠

水資源のઈ対量不଍や水質汚染進行などの水問題は地球規模で解決す΂き課題となってい
ます。その解決に向け、水環境ソリューションの海外展開を推進し、海外�0カ国以上で水
環境関連のプロジェクトに携わってきました。੓府、自治体およびグループ企業や海外拠点と
連携し、アジアベルト地ଳを中心としたプロジェクト発۷と創成を行っています。
日立は、パプアニューギニアで高品質な水インフラの提供によりඒしい海を取り໭す社会貢献
を達成しました。
下水処理場を整備することで、海の生態系がかつての豊ړ期の水準まで໭り、ړ業が復活し
ます。サンΰ঴が復活しඒしい海が໭ることで、؍光業のৼ興に寄与します。水系࣬ױのጶ
率が現在の21�7ˋから5ױ ま̀で下がることが期଴され、ॅ民の݈߁が促進されます。݈߁
が促進されることで、ॅ民の高ֹな医療費を抑制することができます。下水を処理することで、
持続可能な都市へ発展させる社会貢献を実現しました。
日立は社会イノベーション事業のグローバル展開を推進し、SDGs 達成と、人々の QoL 向上
に貢献していきます。

国内の上下水ಓは、࿝ٺ化施設の更新や施設管理の޿域化などの環境変化に対応し、安
定かつ効率的な上下水ಓサービスを提供するために、これまで自治体が行ってきたサービス
業務の民間ҕୗが進められており、さらに今後は、施設の維持管理だけでなく料金௃収や
水ಓメーターの検਑などのサービス業務を組み合わせたแ括ҕୗをはじめとした׭民連携（PPP

（Public Private Partnership））が推進されていくことが見込まれます。
日立グループでは、水環境ソリューション事業を「社会イノベーション事業」の注力分野とҐ置
付けています。今後、上下水ಓ施設の電気・機械設備の提供だけでなく、運営を含めたサー
ビス事業も拡大し、水環境の保全・改善に貢献していきます。

TOPICS グローバル水事業分野ɹύプΞニューΪニΞͷ水インϑϥ

近年、国内の上下水ಓ事業は、プラントの࿝ٺ化に൐う維持・更新の追加౤資や、人ޱ
減গにىҼする事業収入の減গなどにより、事業運営のさらなる効率化が求められています。
また、ख़練運転員・技術者の減গに൐いノウハウの継ঝが課題となっています。
日立は、上下水ಓ事業運営に関わる設備情報や運転情報、作業ه録、故ো・修理情報な
どのさまざまなデータを、IoTを活用してクラウド上に収集し、AI やアナリティクス、AR などの
先進のデジタル技術を活用することで、運用・保全業務の可ࢹ化・省力化・効率化やノウ
ハウの継ঝを支援するクラウドサービス「O&M 支援デジタルソリューション」を展開しています。
本サービスには日立のデジタルイノベーション「Lumada」を活用しており、今後、機能をॱ次
拡 しॆ、上下水ಓ事業全般の経営課題の解決に貢献する総合デジタルソリューションとして、
上下水ಓ事業体などに提供していきます。

TOPICS IoTを׆用͠た্Լ水道事業͚޲ͷクϥ΢υαーϏス

脱炭素目標達成に向け、省エネルギーおよびカーボンニュートラルに関わる製品・技術・サービスを提供し、お客様と社会に価値向上に貢献す΂く
取り組んでいます。
デンϤー（株）と共同開発した水素ࠞম発電機は、太陽光発電の༨৒電力より製造した水素と、廃৯༉等のバイオ燃料をࠞমすることができ、カー
ボンニュートラルな電力を供給し脱炭素社会に貢献します。

ΧーϘンニュートϥルソリューション
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職種紹介

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

研究開発

電気・電子・通信工学系

設計開発

情報工学系

システムエンジニア

化学系

生産技術

物理学系

品質保証

数学系

営業技術

経営工学系

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系 エネルギー・資源工学系 その他

設計開発
日立の技術力を製品に反映し、新製品とし
て結実させ世の中に新しい価値を提供して
いくことが、設計開発エンジニアの役割で
す。お客様のリクエストに基づく見積・製
品設計を行い、製品完成までのマネジメン

トを行います。

生産技術
生産技術エンジニアは、生産量の拡大・
生産効率の向上を技術面から実現させて
いく役割を担っています。海外生産拠点
計画（新設 & 能力増強）や最新設備導入、
生産プロセス改革による効率的な生産体
制を構築します。

品質保証
メーカーの最も重要なテーマの一つ、
Quality Assuranceを担うのが品質保証
エンジニアです。製品の信頼性の要とし
て、納入された製品・システムが所定の
機能・性能・耐久性などを確実にクリアし
ているかどうか、徹底的な技術検証を行
います。

営業技術
お客様のリクエストに対して、技術的知見
を通じて最適なソリューションを提供します。
設計・製造・生産技術・品質保証・スタッ
フ部門など、各分野のメンバーを巻き込み
ながら、お客様の対応を行う重要な役割を
担います。

人ࡒ統ׅ本部ɹ人事ۈ࿑本部ɹ
タレントΞクイジション部
powFr.FnFrHy.m[@hitachi.com

日立事業所 海岸工場 〒317-8511 茨城県日立市幸町三丁目1番1号
日立事業所 国分工場 〒316-8501 茨城県日立市国分町一丁目1番1号
日立事業所 臨海工場 〒319-1221 茨城県日立市大みか町五丁目2番2号
日立事業所 埠頭工場 〒319-1222 茨城県日立市久慈町四丁目5862番1号
東京地区 〒101-8608 東京都千代田区外神田一丁目18番13号 （秋葉原ダイビル）

電力 産業・流通 水 都市開発 鉄道 金融 公共 情報通信 ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

私たちエネルギーソリューションは、エネルギー資源の有効活用と環境負

荷の低減を高いレベルで両立する発電システム・送変電システムを世界

各地の社会に提供しています。各国の電力需要がますます多様化する中

で、これまで培った技術と知見を活かし、最高の技術と製品でお応えする

ことが私たちの使命です。今後も、世界各地の多様化するニーズにお応

えし、後世へ、持続可能な未来を残していくために、「先進エネルギー技

術で地球社会の未来を創るグローバルリーディングカンパニー」として貢献

していきます。

΁ɺ࣋ੈޙ ଓՄೳなະདྷをͯ͠࢒い た͘Ίʹ。

ENER(Y SOLUTION

ΤネルΪーソリューション 事業領域

分野ྗࢠݪ 水ྗ発電 / 水車・発電ػ分野

事業領域

ࣾ಺ IT システム分野 生産技術・޻৔設උ開発分野 ֩༥合・Ճ଎ث分野

その他

2011年3月の福島第一原子力発電所事故以来、国内の BWR 原子力発電所は停止しており、
再稼動のためには新規制基準への適合が要求されています。日立は、新規制規準審査支援、お
よび安全対策設備の技術開発・改造工事によりBWR 早期再稼動を支援しています。また、日
立は安全性、運転性、経済性の高い ABWRを国際共同開発し、これまで初号機である東京電
力ＨＤ（株）柏崎刈羽原子力発電所6・7号機をはじめ、中部電力（株）浜岡5号機、北陸電力（株）
志賀2号機を建設してきました。設計の最適化、標準化と豊富な建設経験に基づく高度な建設技
術を活用し、中国電力（株）島根3号機、電源開発（株）大間1号機、東京電力 HD（株）東通１号
機を建設中です。

設ݐن಺৽ࠃ

持続的な原子力エネルギーの活用のためには、使用済み燃料の貯蔵、再処理を行って原子力燃
料サイクルを完遂させることが必要不可欠です。再処理では、青森県六ヶ所村の商用使用済燃
料再処理工場（日本原燃（株））の建設・試運転に取り組んでいます。また、使用済み燃料の中
間貯蔵では、施設建設へ参画して搬送装置等を納入しているほか、輸送・貯蔵兼用金属キャス
クの開発、製造を行っています。さらには、資源の有効利用や放射性廃棄物の減容・有害度低
減等を実現する高速炉サイクルの開発を進めています。

೩ྉαイクルྗࢠݪ

原子力発電を導入・新規建設する国のニーズに応えるために、ABWRをベースに新たな安全メカ
ニズムを実装し、安全性、運転性、経済性をさらに高めた大型革新軽水炉 HI-ABWR、高い安
全性と経済性を維持しつつ立地地域の特性に応じた柔軟な構成を提供する小型軽水炉 BWRX-
300、金属燃料と空冷の受動的安全系設備により高い安全性を実現する小型高速炉 PRISMを
開発しています。また、水冷却炉でプルトニウムやマイナーアクチノニド（MA）などの超ウラン元素

（TRU）を燃料として再利用することを可能とする軽水冷却高速炉 RBWRも開発しています。

࣍ੈ୅ #WR おΑͼߴ଎࿍ͷ開発

福島第一原子力発電所の廃止措置を完了させるための技術課題の一つは、原子炉建屋内に残
存する核燃料の取り出しを実現することです。核燃料取り出しの実現に必要な、原子炉建屋内の
調査、除染、補修、環境整備等の作業を推進するために、さまざまな手法を検討しています。人
が容易に近づけない放射線環境下での作業については遠隔操作ロボットの活用が有効であり、核
燃料取り出しの作業に向けて、今後も遠隔操作ロボットや取り出し工法の開発を着実に進め、一
日も早い福島第一原子力発電所の廃止措置完了（福島復興）に貢献していきます。

資源エネルギー庁の廃炉・汚染水対策事業費補助金にて国際廃炉研究開発機構の業務として製作したもの

෱ౡୈҰྗࢠݪ発電所ͷഇࢭા置

将来のエネルギー問題を解決する小型軽水炉（BWRX-300）を、パートナー会社である米国 GE 
Hitachi Nuclear Energyをはじめとする国際協力により開発、推進しています。小型軽水炉は次
世代炉として注目されており、安全性を保ちながらの建設や発電コスト抑制を可能とし、市場競争
力の強化にもつながります。BWRX-300はカナダ・オンタリオ州の州営電力公社 Ontario Power 
Generation 社の炉型に選定され、2028年の建設完了をめざしてカナダでの建設許可申請も開始
しています。また、すでに実績があるABWR についても、GE Hitachi Nuclear Energyと連携
して拡販活動を展開しています。

海外展開

子力෼໺ݪ˔

使用済燃料

輸送貯蔵兼用乾式金属キャスク

六ヶ所再処理工場への納入実績例
（高レベル廃液濃縮缶）

MOX燃料

六ケ所再処理工場

MOX燃料工場

原子力発電所

燃料プール

乾式貯蔵施設燃料輸送

MOX燃料を使うプ
ルサーマル実施

地層処分施設
(最終処分場）

高レベル放射性廃
棄物 (ガラス固化体）

高レベル廃
液濃縮缶

加熱・冷却
コイル
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グリーンエナジー & モビリティセクターの IT 部門、通称 IT 推進部ではエネルギー事業に携わるさまざ
まな社内のニーズや課題に対して ITを活用した解決策をデザインし、グリーンエナジー & モビリティセ
クターの従業員が最大限の力を発揮できる環境を構築・実装します。例えば、ITを活用した事業経
営強化や業務合理化活動、情報セキュリティリスク対策による安全な職場環境づくり、働き方改革
による従業員のエンゲージメント向上活動を行っています。
日立グループは多くの人財をかかえるグローバル組織のため、グループ共通の課題からモノづくりを行
う事業部門の個別ニーズまで存在し、課題やニーズの影響範囲は大小さまざまで多岐にわたります。
そのため、日立グループの IT 部門は多くの関連組織と接点を持ちながら、施策を推進していくことが
必要不可欠です。IT 推進部では日立グループ全体の ITを統括しているIT デジタル統括本部との共
通施策の推進や、他のビジネスユニット（BU）との情報共有、グリーンエナジー & モビリティセクター
の BU に属する各部門への IT 施策の企画および実行によって、エネルギー事業の成長を支えてい
ます。

高品質の製品を迅速かつ低コストで製作するための生産設備開発や製造エンジニアリングツールの開発を行っています。IoT 技術を活用した自動化生産設備の自家開発（メカトロおよび電気・制御設計）
をはじめ、CAD、CAM などの要素技術を独自に組み合わせ、生産業務効率向上のための生産環境を構築しています。また、「モノづくり」による社会貢献には、継続的に生産性を向上させ、低コスト
化を図る必要があります。このために現状の生産・業務のあり方を改善し、より合理的かつ効率的なプロセスになるIE（Industry Engineering）を推進し、生産業務プロセスおよび制度の改革にも取り組
んでいます。
グローバル環境で競えるGX（Green Transformation）および DX（Digital Transformation）、さらには SX（Sustainability Transformation）実現に向けた「モノづくり」活動を行っています。

高い信頼性が要求される社会基盤である電力設備の生産には、生産工場の基盤設備（電気、水、通信など）や加工・運搬設備（工作機械、プレス、クレーンなど）が常に高精度かつ正常に稼働するこ
とが不可欠です。
私たちは、それら生産工場の基幹設備の開発・導入、管理・保全を万全な体制で実施しつつ、時代の潮流に合わせたグリーン化・デジタル化への対応により、環境価値とレジリエンスの向上をめざし
活動しています。

工場では生産により発生するCO₂削減に向けて、省エネルギー設備・再生可能エネルギー設備の導入やエネルギーマネジメントシステムの活用等のグリーン化を計画し、2030年のカーボンニュートラルの
実現をめざして推進しています。また、生産で発生するプラスチック等の廃棄物は、原材料や燃料として有効利用することで、埋立ゼロをめざしており、持続可能な資源循環および脱炭素社会の実現に
向けて活動しています。

૊৫ߏ଄

౓なʮϞϊͮ͘Γʯを支える生産技術おΑͼ生産設උͷ開発ߴ

生産ج൫設උͷグリーンԽおΑͼσジタルԽʹΑるڥ؀Ձ஋・レジリΤンスͷ্޲

生産޻৔ͷڥ؀Ձ஋޲ （্αーΩュϥーΤίϊϛーおΑͼΧーϘンニュートϥルͷਪਐ）

˔ࣾ಺ *5システム෼໺

˔生産技術・工৔設උ開発෼໺

IT 推進部では主に以下の3分野を中心に活動しています。
・デジタルトランスフォーメーションの推進
企業が競争力を上げるには急速に変化する事業環境に対して適した業務プロセスを構築することが重要です。この業務領域でグリーンエナジー & モビリティセクターのデジタルトランスフォーメーション（DX）を推
進します。例えば、営業支援ツールを導入し国内海外含めた顧客の一元管理をすることで、提案力・収益力を上げる活動を行っています。
ほかにもコロナ禍によって勤務形態の変化も求められてきており、コミュニケーションツールや活用ガイドラインを展開し、快適な在宅勤務環境を提供することで、従業員のモチベーションアップひいては生産性
向上に寄与しています。
・業務システムの運用・保守・効率化推進
事業は営業、設計、調達、製造、品証、物流、据付といったバリューチェーンで構成され、それらの各業務でITシステムが存在します。業務を滞りなく遂行するための ITシステムの運用・保守を行い IT の面でグリー
ンエナジー & モビリティセクターの事業継続に貢献しています。
ITシステムを運用・保守する一方で既存の ITシステムの移行や集約、廃止などの改革活動も行っています。これによって業務の標準化による作業時間の短縮や、ITコストの削減に寄与します。
・情報セキュリティガバナンスの推進
情報セキュリティリスクとしては外部からの標的型サイバー攻撃や内部の人的ミスによる情報漏洩などが挙げられます。これらのリスクにより企業経営を毀損され、場合によっては事業継続が困難になる場合も
あります。この業務領域でグリーンエナジー & モビリティセクターにおける各 BU およびグループ会社全体の規則や情報セキュリティ対策を統制しています。社内の情報セキュリティ規則に準拠した運営がされ
ているかの情報セキュリティ監査の実施や、IoT（※1）や SaaS（※2）を使ったこれからの業務の仕組みに沿ったルールづくりを行います。また、BCP（※3）訓練を企画し社内の情報セキュリティインシデントに
対する対応力を鍛える役割も担っています。このような活動によって、グリーンエナジー & モビリティセクターの事業継続に寄与しています。
※1 Internet of Things　※2 Software as a Service　※3 Business Continuity Planning

事಺༰࢓

άϦーンエφジー�ϞϏϦテΟηΫλーࣾ಺ *5システム෼໺ʹ͍ͭͯ

グリーンエナジー＆モビリティ部門では原子力・風力・太陽光発電システム、電力流通システムなど
の受注からアフターサービスに至る製品ライフサイクル全般を、一貫した品質保証体制のもとに提
供しています。
私たちは最先端の生産技術や製造エンジニアリング技術を積極的に取り入れ、さらにはサーキュラー
エコノミーとカーボンニュートラル達成に向け、生産工場の CO₂削減、廃棄物ゼロをめざしています。
どこで・だれがつくっても環境価値の高い、高品質な生産技術および生産設備を開発します。さら
に生産工場および生産業務プロセスのデジタル化を促進し、生産基盤設備のレジリエンス向上に
より、工場インフラを安定供給と生産効率向上に努めます。環境価値の高い、高品質・低コスト
な『モノづくり』を支えることで、お客様のご要望を実現します。
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「世界一のグリーン＆デジタルなモノづくり工場をつくる」

２

工場の安全性、環境性の向上、
DX化によるスマ－ト化、高効率化

１ エネルギ－ソリュ－ション、グリッド化、
エネマネ(EMS)による効率化、脱炭素

スマートファクトリ

スマ－トシティ

再エネ・エネルギ－ソリュ－ション

３

DX活用によるエネルギ－ソリュ－ションと
スマ－トファクトリ融合による事業貢献

デジタル化

プラネタリーバウンダリ ウェルビーングSociety People

革新的な最先端の「生産技術」で「グリーン＆デジタルな生産」を実現する

ウ ルビ ングラネタリーバウンダリ Societttty

原子力事業 再エネ・カーボンニュートラル事業送変電事業

臨海工場 国分工場 海岸工場

作業電子化、技能伝承

生産プロセス検証・デジタルツイン

生産技術・設備開発

カーボンニュートラルをめざす新エネルギー源の有力な候補の一つとして研究が進められ、昨今、
内閣府のフュージョンエネルギー・イノベーション戦略策定により注目を集めている核融合研究開
発に対し、国際協力の実験炉「ITER」や「JT-60SA」（現 量子科学技術研究開発機構（QST））、

「LHD」（核融合科学研究所（NIFS））などの実験装置の機器を設計・製作し、運転・保守のサ
ポートを行うことで最先端研究の推進に貢献しています。また現在オールジャパン体制で検討が進む

「原型炉」にも設計チームの一員として技術検討に参画するとともに、民間資金により早期発電を
めざすスタートアップとの連携も検討を進めています。

֩༥合実ݧ用ثػ 

核融合・加速器分野では、主に国家プロジェクトとして推進される核融合・加速器の研究開発用
実験装置の機器を設計・製作し、モノづくりの立場から持続可能社会に向けた科学の発展と、そ
の技術の社会実装に貢献しています。

֩༥合・Ճ଎ث分野 
粒子加速器の技術開発に取り組み、
先端科学の推進に貢献しています。
特に大型加速器計画（「J-PARC（※）」

（JAEA、KEK）や「Super-KEKB」（KEK）
など）に参画し、電磁石や加速空洞
などの主要機器の技術開発を実施し
ています。また、欧州原子核研究
機 構（CERN）の「LHC 高 輝 度アッ
プグレード」向けの超伝導磁石の製作

（KEK）にも携わっています。
※ J-PARC：国立研究開発法人日
本原子力研究開発機構（JAEA）およ
び大学共同利用機関法人。高エネ
ルギー加速器研究機構（KEK）の登
録商標です。

 ثػ用ڀݚΤネルΪー෺理ߴ

発電機や変圧器の製作によって培った電気機器製作の技術をベースに、研究黎明期の1950年
代から半世紀以上にわたり、各研究所・大学の指導の下、多数の核融合・加速器の研究開発
用実験装置を設計・製作しています。当初は、実験室の試験機器程度であった装置も、今では
発電プラントに匹敵するような規模になり、電気機器製作の基盤技術は、超伝導・極低温技術、
超高電圧技術、超高真空技術、大型構造物の製作技術などに展開し、さらにシステム技術を組
み合わせることで、総合電機メーカーとして、この分野の発展に貢献してきました。
また、研究開発部門と連携して、この分野に必要となる、任意形状・高精度磁場の設計・製作技術、
大電流イオン源・ビーム輸送技術、高温超伝導線材等の特長的技術の自社開発も進めています。
これらの技術は、磁気共鳴画像診断装置（MRI）や粒子線治療装置（PBT）等のヘルスケア事業
分野にも適用され、さらなる発展を遂げています（※）。
日立は、お客様である研究者の方々のアイデアを形にする先進性と深い経験に基づく信頼性を両
立させ、モノづくりの立場から、持続可能社会に向けた科学の発展と技術の社会実装に貢献する
ことを使命として活動しています。
※民生用超電導応用製品、放射線治療・先端医療システムに興味がある方は、日立ハイテクの
ページ（P58-61）もご参照ください。

研究用加速器（CERN LHC 高輝度化アップグレード向け超電導磁石（全長7ｍ））

核融合実験装置（上：LHDプラズマ真空容器の内部（写真提供：NIFS）/ 下：ITER 向け中性粒子ビーム入射装置
用電源試験設備）

Ϟϊͮ͘Γを௨͡た科学技術発展΁ͷݙߩ 

˔֩融߹・Ճ଎ث෼໺

発電と揚水により電力の発生と
貯蔵に寄与する揚水発電。経
済メリット追求のために高落差
化・高速化が進められています。
揚水発電技術の着実な積み重
ねとそれらの効果的な組み合わ
せにより、高落差揚水発電機
器の信頼性、安定性を確保し
ています。

 མࠩ༲水発電ߴ

可変速揚水発電は、その高速
で大容量の有効電力調整能力
により系統の安定化に寄与し、
また火力発電による電力調整
運転を低減できることから地球
温暖化ガスの排出量削減に貢
献する技術です。特に、再生
可能エネルギー電源の増加に
対し、大規模エネルギー貯蔵
設備としても注目を浴びており、
海外での新設計画や国内での既設設備の可変速化計画が進行しています。国内プロジェクトの納
入実績をもとに、関係部署と協力し、国内外の計画案件に取り組んでいます。

Մ変଎༲水発電 

水力発電の原動機である水車。
経験に裏打ちされた高信頼性
のもとで、水車の計画・開発・
設計・製作・据付・試運転を
行っています。新規発電所の
計画時点から参画することによ
り、地点に最適な水力発電所の実現に寄与しています。日立が取り組んでいる水力発電所は水資
源を有効活用するために発電所ごとの個別最適設計。技術者の英知の塊が環境に貢献しています。

水ྗ発電 
水車と直結して駆動され電力を発生する発電
機。単機出力数千 kW から数十万 kW の発
電機の開発・設計・製作・据付・試運転を行っ
ています。また水車駆動による発電機と水車
を逆転させてポンプとして駆動する電動機の
機能をあわせ持つ発電電動機や、回転速度
を変化させて運転可能な可変速発電電動機
の開発・設計も行っており、これらを揚水発
電所に納入しています。容量の増大・効率
の向上などの市場の要求に応え、また競争の
激しいグローバル市場で養われた技術力を活かし、日立の発電機は進化を続けています。

水ྗ発電ػɺ発電電ಈػ 

既存水力発電所のリパワリング。既存のダム設備を有効活用し発電効率を向上させるために、運転
開始後30年以上経過の発電所では新しい機器への更新が行われています。自社納入機のみならず、
他社機の特性改善にも果敢に取り組んでいます。既設設備と最新技術で開発した機器の融合によ
り、世界各地で新たな水力エネルギーが生み出されています。

特ੑվળ 

水車の運転を制御する調速機。機械と電気のハイブリッド制御装置で水車の最適運転をサポートしま
す。ほかの制御機器と連携し、安定的な電力供給の一翼を担っています。

水車制御装置

日立では、各種産業に用いられるポンプ、コンプレッサ、ファンを駆動する高圧大容量同期電動機を
顧客ニーズに合わせて供給し続けています。また水力用大容量縦軸同期発電電動機や産業用大容
量同期電動機の技術を応用した、事業用同期調相機や、核融合電源用の電動発電機（M-G セット）
の供給やメンテナンスにも力を注いでいます。

産業用େܕಉظ電ಈػおΑͼ関連ثػ

地点ごとに最適設計が行われる水力発電所。流体シミュレーション技術、
流体計測技術を駆使し最適形状を探求するとともに、高信頼性運転の確
立のための検証実験を行っています。発電所ごとの課題を発電所オーナー
と共有し、解析と実験で解決を図っています。

ྲྀମシϛュレーション・水ྗ実ݧ所 

˔水力発電・༲水発電 �水車ʢ水力λーϏンʣ・水力発電機෼໺ņ
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I$Tソリューション

%iHitaM Gor aMM. σジタルͷྗをɺ͢΂ͯͷ人たͪͷたΊʹ。
行੓΍ا業׆ಈɺࣾձを支えるインϑϥαーϏスなͲͷ෯޿い分野でɺ
σジタルʹΑる変ֵを΋たΒ͠ ɺࣾձʹ৽たなՁ஋をఏ͠ڙ· 。͢

近年世界は7UCAとݴわれる将来༧測の困難な時代にあるとݴわれてい

ます。そのような時代の中で、SDGs に代දされる社会課題を解決する

ためのイノベーションが世界中で求められています。Society 5�0で実現さ

れるよりྑ い社会に向けて、企業もこれらとา調を合わせるESG 重ࢹの

経営への期଴が高まる中、日立はプラネタリーバウンダリー、ウェルビーイ

ングを循環させる社会イノベーションを軸としたグローバルリーダーをめざし

ています。

私たちはこうした時代の変化やニーズ、人々の੠に対し、グローバルトップ

クラスのソリューションプロバイダーとなる΂く、人工知能（AI）やビッグデー

タを用いて効率化やศ利さを生み出す ITと、社会インフラなどを制御し

運用するOT、さらにさまざまなプロダクトをֻけ合わせ、時代の変化に柔

軟に対応し、世界のコンペティターにはない੾りޱで革新的なデジタルソ

リューションを社会に提供しています。

ICTソリューションでは、データとデジタル技術を核に、これまでの常ࣝに

ଊわれない新たなࢹ点で、ノウハウやアイデアを活用し、デジタル事業の

プラットフォームであるLumada 事業を軸とした「デジタル」の力で、世界

中の人々の QoL の向上と持続可能な社会を実現していきます。

企業、੓府・自治体、コミュニティ、そして生活者一人ひとりとʠ協創ʡし、

社会でイノベーションを実現するためには、प囲を巻き込みながらこれまで

にない新しい発૝と޿いࢹ野を持ち、柔軟性とコミュニケーション力を備え

た人財が必要です。ͥひ、日立が培ってきた経験と技術力、デジタルの

力を活用して、ともに社会の課題を解決し、一人ひとりが豊かに生きる社

会を実現していきましΐう。

IN'ORMATION � $OMMUNI$ATION TE$)NOLO(Y SOLUTION

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

所在地 お問い合わせ先

主な拠点 ഑属部署により勤務地がҟなります。
東京都、神ಸ઒県および支社
※顧客先常றの場合あり。

人ࡒ統ׅ本部ɹ人事ۈ࿑本部
タレントΞクイジション部
saiyou.joC.Ct@hitachi.com

職種紹介

システムエンジニアʢ̨̚ʣ�ˌ̍ʙ̒

システムエンジニアʢ4&ʣ 品質保証

設計開発

設計開発�ˌ̓

品質保証�ˌ̔ʙ̕

お客様のニーズに対し、コンサルティングからシステム構築、運用フォロー・保守まで技術的な面から総
合的なソリューションを提供します。社会や人々の฻らしに不可欠なITシステムやソリューションをお客様
とともに提供していきます。

「社会のニーズ」を先取り、世界中の開発拠点とີ 接に連携しながら、日立のIT事業の基盤となる製品の設計・
開発を担い、新しい価値を創出します。グローバルに競合力のあるサービス・プロダクトを開発することで、日
立グループと各業界のお客様による協創を加速し、デジタルソリューションを拡大させるプラットフォームとサービ
スを提供しています。

顧客提供ソリューション、サービス、プロダクトの開発プロジェクトにて、第三者ࢹ点にて検証を行い、品
質状گの分析、レポーティング、モニタリング、出荷൑定を行います。また、さまざまな業種のお客様シ
ステム、製品の共通的な品質ナレッジの提供や、稼働後・納品後の故োなどの品質トラブルデータの
収集・分析を行い、規 ・֨標準化、および自動化ツールの企画・開発を行い、トラブルの未વ・再発
๷止するなど、日立品質の確保に貢献しています。DXなど新事業領域における品質リスクをࣝ別し、
対応する施策の検討、品質マネジメントシステムへの反映も行います。

ICTソリューションでは、事業領域に対応した高いઐ門性を持った多様な人財が活༂しています。その一人ひとりが技術とナレッジをຏくとともに、お客様の最も近くで課題に対するソリューションを
提供するフロント機能と日立全社ԣ断で最新の技術により開発されたサービス・プロダクトを提供するプラットフォーム機能がີ接に連携することでマーケットインを追求し、グローバルに޿がる஥間と
�OneHitachi�でお客様や社会の課題に応える日立ならではのデジタルソリューションをつくり上げています。
ICTソリューションには、大きく分けるとシステムエンジニア（SE）・設計開発・品質保証の職種があります。さらにその̏ つの職種から顧客や技術をى点としたࡉかいジョブに分かれ、全部で以下ࡌهの通り、
9 つのマッチング分野があります。

˔֓ཁઆ໌

˔৬छ

˔マονンά෼໺

その他

��@4&ʢϑϩントエンジニアʣ
金融、公共、社会インフラ、産業・流通、ディフェンス（๷Ӵ）等、特定の業界のお客様に対し、社会
の次なるビジョン、ビジネスを実現するための大規模なソリューションを提供します。
お客様の経営課題・ビジネス課題解決に向け、システムにおけるコンサルティング、要件定ٛ、仕様
設計、構築、テスト、運用・保守までのシステムライフサイクルを一貫してマネジメントします。
仕事内容は、お客様への提案、プロジェクトマネジメントなど多岐にわたります。業界やお客様特有の課
題を深く理解したシステムエンジニアとして、アプリケーションの導入や開発に携わることもあります。

こんな方におすすめ：顧客とのコミュニケーションを通じた要件定 ・ٛ設計・開発・運用・保守まで一連
のシステム開発に取り組みたい。業界やお客様のかかえる課題を深く理解し、新しいビジネスやソリューショ
ンの創出をリードしたい。将来はプロジェクトマネージャーとして活༂したい。アプリケーション・プラットフォー
ム等の技術的なଆ面も理解しつつ、コンサルティングやプロジェクトマネジメントといった上流工程に携わ
りたい。
めざせるキャリア：ビジネスアナリスト、ITコンサルタント、データサイエンティスト、IT アーキテクト、プロジェ
クトマネージャー、アプリケーションスペシャリスト

��@4&ʢϓϥοトϑΥームエンジニアʣ
データ利活用・クラウド・セキュリティ・ミドルウェアなどの技術面に軸଍を置いて、お客様の DX 推進の
ためのプラットフォームに関するサービス・ソリューションを提供します。技術的な؍点からのコンサルティン
グに始まり、クラウドの環境構築や移行支援、IT 運用の最適化や運用開始後のコストガバナンスなど、
計画から運用まで、お客様とີ にコミュニケーションをとって対応します。業種・企業を問わない共通的な
技術開発に携わる仕事が多いですが、特定のお客様を担当し、お客様の PJを推進する場合もあります。

こんな方におすすめ：クラウド・ミドルウェア・セキュリティ・データ利活用などの技術面に軸଍をおいて、
お客様と関わりたい。さまざまな業種のお客様に共通的に利用されるシステムに興味がある。
めざせるキャリア：プロジェクトマネージャー、IT アーキテクト、ITスペシャリスト

��@4&ʢࣾ಺ηΩϡϦテΟاը・౷੍・技術ࢧԉʣ
デジタルシステム＆サービス（DSS）の社内セキュリティまとめとして、セキュリティ共通施策・目標の策定、
セキュリティプロセスや標準の策定・展開、実施状گのモニタリングとフォローアップを行います。また、セキュ
リティ技術 CoEとして、最新のセキュリティ動向やノウハウを஝積し、社内への情報展開、事業部門
の技術支援、セキュリティ人財のҭ成等も実施しています。

こんな方におすすめ：セキュリティ分野に興味がある。セキュリティ共通施策の策定、新たな攻撃や新技
術に関する知ࣝ修ಘに意ཉがある。
めざせるキャリア：情報セキュリティスペシャリスト、ITスペシャリスト（セキュリティ）

��@ 品質保証ʢ4*・σジλル෼໺ʣ
金融、公共、社会、産業・流通など、フロント事業のソリューションビジネスでѻう情報システムʗサービ
スの品質保証業務を行います。開発プロジェクトでは品質マネジメントのઐ門家としてSEと稼働までฒ
૸します。

こんな方におすすめ：IT 分野の品質管理、生産工学等に興味がある。信頼性の高いシステム、ソリュ
ーションを世の中に送り出すことによって社会の安心・安全に貢献したい。品質のプロフェッショナルとし
て事業に携わりたい。
めざせるキャリア：サービスプロフェッショナル、品質管理エキスパート

��@ ιϑト΢Σアエンジニア
日立の IT 事業の基盤となるソフトウェア製品（OS、ミドルソフトウェア、パッケージソフトウェア）やハードウェ
ア製品への組み込みソフトウェアの企画、仕様決定、設計開発を担い、日立の持つミドルウェア、データー
ベース、ネットワーク等のコア製品のモノづくりを行います。グローバルに競合力のあるサービス・プロダク

トを開発することで、日立グループと各業界のお客様による協創を加速し、デジタルソリューションを拡大
させるプラットフォームとサービスを提供しています。
۩体的には、サーバおよびストレージ装置に組み込まれるソフトウェア（Ծ૝化、データのಡみॻきの制御、
装置間のデータコϐー）やミドルウェア（運用管理製品、アプリケーション基盤製品等）の設計開発、オー
プンソースのサポートサービス提供、技術コンサルティングの提供、高信頼なクラウドサービスの環境構
築等を行っています。また、IoTプラットフォーム「Lumada」の提供により、お客様との課題共有やその分析・
見える化から、ビジネスモデルデザイン、ソリューションやサービスの提供に至るまで、一貫したお客様と
の協創を実現します。

こんな方におすすめ：IT 分野でのモノづくりに興味・関心がある。システム共通の基盤となる製品の設
計開発に興味がある。高度な技術力をຏきたい。社会基盤を支える高度なミドルウェア、ソフトウェアを
つくる仕事に携わりたい。
めざせるキャリア：ソフトウェアエンジニア、プロダクトマネージャー等

��@4&ʢアϓϦケーシϣンエンジニアʣ
金融、産業・流通、మಓ、公共等、各業界トップユーザーの大規模で高難易度かつ先進的なシステ
ムにおいて、最新技術を駆使したお客様のビジネスを実現する業務アプリケーション、システムの設計、
構築を行います。
特に技術・開発面に軸଍をおいて、大規模・高難易度なシステム・アプリケーションに携わります。実
際のアプリケーションの開発業務においては、要件設計の場面など、お客様と深くコミュニケーションをとっ
て仕事を進めていきます。

こんな方におすすめ：システム構築、アプリケーション開発など技術面に軸଍をおいて、お客様と関わり
たい。大規模プロジェクトのシステム開発・構築等に関わりたい。
めざせるキャリア：アプリケーションスペシャリスト、データサイエンティスト、IT アーキテクト、プロジェクトマネ
ージャー

��@4&ʢࣾ಺ *5౷੍・%9ਪਐʣ
デジタルシステム＆サービス（DSS）の社内 IT 部門の SEとして、業種問わず、DSS 事業特性にଈした
従業員向けの ITインフラ・業務システムの企画やサポート、社内 ITガバナンス、社内 DX の推進など
を行います。

こんな方におすすめ：ユーザーの੠を生でฉきたい。最新の IT 技術を現場で実ફ的に活用したい。
めざせるキャリア：ITスペシャリスト、データアナリスト、セキュリティスペシャリスト

��@4&ʢϓϩジΣΫトΨόφンススϖシϟϦストʣ
デジタルシステム＆サービス（DSS）内において、プロジェクトを成ޭに導くため、プロジェクトマネジメント制
度の策定・改善、見積・計画のଥ当性確保やリスク対策支援を実施します。また、プロジェクトの成 ・ޭ
ࣦഊ事例等のナレッジ収集・展開のシステム、プロフェッショナル人財ೝ定制度も整備しています。

こんな方におすすめ：さまざまな業種の PJ 経験や、先端技術のशಘなど෯޿い知見をಘたい。DSS
のビジネス全体に貢献できる制度、施策に取り組みたい。
めざせるキャリア：ビジネスエンジニアリング、社内 IT-サービス開発

��@ 品質保証ʢιϑト・ϋーυ΢Σア෼໺ʣ
クラウドサービス提供事業等でѻうサービスʗプロダクト（ミドルウェア）の品質保証業務を行います。検証
を通じて各製品を深く理解し、お客様サポートʗ保守サービスなども行います。

こんな方におすすめ：IT 分野の品質管理、生産工学等に興味がある。信頼性の高いソフトウェアを世
の中に送り出すことによって社会の安心・安全に貢献したい。品質のプロフェッショナルとして事業に携
わりたい。
めざせるキャリア：サービスプロフェッショナル、品質管理エキスパート
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*5 アーΩテΫト

σーλαΠエンテΟスト

品質؅理エΩスύート

αーϏスϓϩϑΣοシϣφル

情報ηΩϡϦテΟスϖシϟϦスト
システムの企画・開発・構築・運用の各工程において、情報セキュリティ対策を行い、十分に機能
するように維持・改善を実施します。また、情報マネジメントが適੾に実現される౔୆としての組織体
制の整備や組織内の各種ルール整備等に関する支援も行います。

ʲ主な仕事内容：マネジメントシステムの構築によるセキュリティ維持・改善 / 各システム構築工程に
おけるリスクධ価、セキュリティ要件の策定、モジュール設計・実装 / セキュリティインシデントの೺Ѳ・
原Ҽ究明・対策の実施ʳ

ビジネスおよび IT 上の課題分析によりソリューションの構成要件を定 しٛ、情報システム全体の品
質 	 整合性、一貫性等 
を保った IT アーキテクチャを設計します。

ʲ主な仕事内容：システム化の対৅および目的の決定、要求事߲の調査・分析による、要件の定
ٛ /システム方ࣜの設計、運用方਑・基準の策定の実施 /システム移行要件・方਑の明確化、
移行計画立案および実施方法の設計ʳ

顧客および自社の業務上の課題解決に向け、プロジェクトメンバーとして探究心を持ち、データサイ
エンティストのスキルセットを活用し、主に次の̏ つのステップを実行します。
・業務上の課題をデータサイエンスの課題に置き׵える
・データ分析により本質的課題を発見、解ऍする 
・ಘられた結果をもとに課題の解決策を提案する
ʲ主な仕事内容：顧客要望の೺Ѳおよびデータ利活用に向けた分析環境の構築 / 統計学、コンϐ
ュータサイエンス等を活用したデータ分析とビジネスアクション創出 / 分析結果フィードバックによる顧
客経営課題を解決するバリューの提供ʳ

ITソリューションならびにプロダクトビジネスにおける品質保証システムの確立・運用、品質管理、
信頼性確保・向上、基準に基づく検査の実施・結果ධ価を通じて、組織の品質マネジメントシステ
ムの維持管理を行います。Կをどう実行すればシステム品質を確保できるのかという知ࣝを持ち、プ
ロジェクトやシステム運用に実ફ・応用します。

ʲ主な仕事内容：システムサービスの企画・開発・保守における品質確保プロセスの計画・実行 /
プロダクト・プロセス両面からの品質検証・課題೺Ѳ・改善に向けたアクションプランの立案・実行ʳ

お客様の課題を解決するには ITシステムをつくってऴわりではなく、サービスとして継続的に改善しな
がらお客様に価値をಧけ続けることが求められています。サービスプロフェッショナルは、IT サービス
に関わるマネジメントスキルを通して、以下を推進しています。
・新たなサービス事業のビジネスモデルを企画し、日立の事業として立ち上げ
・お客様に最適な価値を提供するサービスを実現するためのサービス開発プロジェクトの取りまとめ
・お客様に信頼・安心されるサービスを提供できる体制・プロセスの構築と運用
・運用によりಘられたデータを分析し、課題のந出から新たなビジネスを検討
ʲ主な仕事内容：市場調査結果や顧客協創によるサービス事業の企画 / サービス提供開始に向け
た機能、性能、品質の設計と開発 / サービス提供状گのモニタリング結果から改善を推進ʳ

ϓϩジΣΫトマネージϟー
プロジェクトマネジメント関連技術・ビジネスマネジメント技術を活用し、プロジェクトの提案・立ち上げ・
計画・実行・監ࢹコントロール・ऴ結を実施します。

ʲ主な仕事内容：プロジェクトの計画作成、推進 	 進௙೺Ѳ・ズレの修復、リスクの༧測・回ආ・
対応計画策定 
 の実施 /スコープ・スケジュール・品質のバランス検討ʳ

ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・大規模なオンラインシステムの提案活動を担当し、システムの基幹部分の最適化やセキュリティ関
連の提案を実施しています。このキャリアのັ力は、PJ 全体を೺Ѳできることです。PJ 成൱の大き
なウェイトを઎め、੹任ײは大きいものですが、その分やりがいのある仕事です /	 社会システム分野　
主任 


アϓϦケーシϣンスϖシϟϦスト
業種ݻ有業務や൚用業務において、アプリケーション開発やパッケージ導入に関するઐ門技術（例
えば、アジャイル開発の手法など）を活用し、業務上の課題解決に係わるアプリケーションの設計、
開発、構築、導入、テストおよび保守を実施します。

ʲ主な仕事内容：アプリケーションの分析・設計・開発・実装 / 要求仕様に合わせたパッケージのカ
スタマイズ・機能設計・実装ʳ

ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・業務アプリケーションはお客様の業務の心ଁ部分であり、業務とシステムを結び付けるキーパーソ
ンとして成長できます。また、国内有数のシステムや大規模プロジェクトにおいて全工程に携わり、
日本のシステム開発の第一線で仕事ができます /	 アプリケーション開発　主任 

・൚用的な通信アプリケーションの開発を担当しています。全工程に携わることでモノをつくっている
実ײがあり、お客様からのダイレクトな反応やつくったシステムをීஈの生活で目にすることは、大き
なやりがいをײじます /	 社会システム分野　主任 


ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・研究者や海外の先端企業へ๚問し、最新のサイバー攻撃事例を研究しています。限られた༧ࢉ
の中で最も効果的な対策をお客様と検討し、日立が持つ多くの社会インフラシステムをサイバーセキュ
リティの؍点で守ることは日本の社会インフラを守ることにつながり、大きなやりがいをײじます /	サー
ビスプラットフォーム　主任 

・システムの稼働維持・改ྑ開発のマネジメント、次期提案 	 端຤ OS のण命を見据えたセキュリ
ティ強化の提案
を行っています。プロジェクトマネージャーとセキュリティスペシャリスト両方のࢹ点から、
お客様の課題を共有し、ともに解決できることがやりがいです /	 公共システム分野　主任 


ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・行੓における大規模システムの࡮新化を担当しています。高い品質と稼働日ݫ守を求められるた
め、ແ事稼働をܴ えたときの達成ײと、顧客からの信頼・ँײが私の活力です。また、研究所等
と連携して他社よりも෯޿いソリューションの提供ができます /	 公共システム分野　主任 

・いΖいΖな技術に興味があり、新技術を活用したサービスを自分の手で開発したいとࢥっていて、
提案から全てに関われることが୉ޣ味です。また、実際に使っているユーザーと対面できることで、「自
分が開発したサービスが使われている」と実ײできます /	 アプリケーション開発　担当 


空業界を担当しており、システム開発だけでなく提案活動も行っています。お客様の課題を、日ߤ・
立のさまざまな新技術を組み合わせて解決し、経営に貢献できるのがັ力です。自らが携わったシス
テムが数年後もお客様に使用され、日立への信頼ײにつながっていることを見ると、ۤ࿑して開発
したߕ൹があったとײじます /	 産業システム分野　課長 


ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・日立グループに対し、システム開発プロジェクトを管理するサービスを提供しています。プロジェクト運
営に大きく影響が出るサービスなので、決して気がൈけない仕事ですが、それだけ自分たちがグルー
プを支えている、ということがやりがいです。いかに開発工程を効率化するかʜʜを常にߟえてサー
ビスに反映しており、能動的な仕事の進め方が特長です /	サービスプラットフォーム　主任 


ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・AI	 人工知能 
を活用した PoC 推進を担当し、営業部門とともに要件定ٛや分析テーマの
設定支援を行ったり、フロント事業の SE へ AI に関する支援を行っています。仕事を通じて顧
客課題を解決し、顧客の業績に寄与することで、社会にインパクトの大きい貢献できる点がや
りがいです /	 金融システム分野　主任 


ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・金融業界のシステム開発にて、計画ʙテストの全工程に参画し、品質確保のための計画策
定・提ݴ、ධ価などマネージャーとして実施しています。एい世代から全工程に関わることがで
き、ときに先頭に立って品質の向上に貢献する「品質のプロ」です /	 品質保証 < 金融担当 >　
課長 


*5 ίンαルλント
顧客のビジネス戦略やビジョンの実現、課題解決、IT ౤資の経営൑断を支援するため、顧客の各
種戦略策定へのカウンセリング、提ݴ、助ݴを行います。

ʲ主な仕事内容：顧客の IT 戦略策定や実行推進、あるいは IT 戦略実現に向けたシステム構૝立
案・計画策定に関する提ݴ・助ݴʳ

ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・Lumadaを用いて顧客の課題を解決しています。実際にお客様と࿩をしながら、経営課題に
対しデータ利活用によるԾઆを立案し、社内他部門を巻き込んで将来のԣ展開もߟ しྀながら
アイデアをサービスとして形にしています。自分の持つキャリアや知見を活かし、顧客・社内・
パートナーそれͧれҟなる立場の価値؍ 	 利害関係 
をຬたすアイデアがはまったとき、大きな
達成ײとやりがいをײじます /	 産業システム分野　課長 


ʲྫࣄ঺հᶃʳ
೔ཱ͕͑ߟΔスマートシテΟ
日本ではগ子高ྸ化による社会課題が発生、新型コロナウイルスײ染঱の影響により市民の生活ス
タイル・価値؍が大きく変化しており、日本੓府はSociety 5�0、スマートシティ・スーパーシティ戦略の
中でICTやデータ利活用の推進を通して社会課題への対応をはかっています。このようなഎܠの中、
日立は「ひとの幸せやQoL の向上」を実現するためには、地域における「฻らす」「働く」「学Ϳ」「༡Ϳ」
といった人 の々生活シーンを通じて、「私が私らしく生きられる」社会を実現させる、ॅ 民に寄りそったスマー
トシティサービスを提供し続けることが大事であるとߟえています。日立はデータやサービスが連携するス
マートシティサービスを通じて、人に、そして環境を通して人の฻らしに貢献します。

˔公共システム

・公庁、自治体、社会保ো分野、研究׭
、ҭ機関など公共分野のお客様課題をڭ

「大規模プロジェクトのマネジメントをはじめ
としたノウハウ」と「AI や IoT 等の新たな
デジタルソリューション・モノづくり（設計・
開発）」を組み合せて౴えを導き、人々の
安心・安全でॅみྑい฻らしの実現に貢
献しています。

Γと੹೚を࣋ͪɺI$Tތʹ情報システムを୲͏͜とڞެ を௨ͯ͡๛かな
ࣾձͷ実͠ݙߩʹݱଓ͚るたΊʹɺݸ人と事業ͷܧଓ的な੒長をΊ͟͢

ΤネルΪー・ަ௨・௨৴なͲͷࣾձインϑϥ分野でͷソリューションఏ
ݙߩʹとࣾձインϑϥͷ発展ݱを௨ͯ͡ɺ安શ・安৺な฻Β͠ͷ実ڙ

˔ࣾձシステム

社会システム事業部は、社会インフラを支
えるエネルギー情報システム、మಓ情報シ
ステム、通信事業者向けシステムなどの
大規模システムの開発を担っています。ま
た ITとOT の融合によるナレッジを最先端
技術とともに Lumadaを通して社会インフラに適用し、日立の社会イノベーション事業をݗҾしていま
す。エネルギー情報システム分野では、電力自༝化をഎܠとした事業環境変化により電力会社だけ
ではないさまざまなステークϗルダーが市場に参入しており、ITとOT が担う役割はこれまで以上に重
要になっています。その中で、全国の電力会社の送഑電や料金請求等で培ってきたノウハウを活か
し、޿域機関をはじめとする自༝化された市場を支えるシステムと全国各地に電気をಧける送഑電໢
に対する高品質なシステムの提供により、電力市場と電力システムの૒方を安定的に支えています。
మಓ情報システム分野では、大規模データ処理能力と信頼性が求められる࠲੮༧約管理システム
や ICカード৐車݊システムをはじめとして、IoT の活用を含めた技術力でమಓインフラを支えています。
またమಓ事業者はサービスの向上、経営の効率化や新分野への事業拡大を推進しており、日立の
総合力を発揮し、మಓ事業者の事業協創パートナーとしてさまざまなニーズに対応したサービスを展

開しています。通信事業者向けシステムの分野では、技術革新が早く高度なサービス提供が求めら
れる中、数千万件の回線申込み・開通・料金請求を処理する大規模システムからウェブ・メール、
IoT 機器などの大規模なトラフィック処理を行う高速・高信頼リアルタイム処理基盤、ビッグデータ解
析や AI による人流分析のための新たなソリューションの提供まで、෯޿いサービスを提供しています。

ʲྫࣄ঺հʳ
)&ࣾιϦϡーシϣン׆༻ʹΑΓɺエネルギーの҆ఆݙߩʹڅڙ
ʮधڅௐ੔市৔システムʯ
需給調整市場は一般送഑電事業者が電力の需要と供給を一கさせ、停電や設備機器の支ো
を回ආすることにより安定供給を実現するための「調整力」を取Ҿする市場として、2021年�月に
開設されました。日立は、北米や欧州の需給調整市場への豊富なシステム導入実績を有する日
立エナジー社のソフトウェア「Market Management System」を活用し需給調整市場システムを
構築しました。当システムは市場の開設と同時に運用開始され、稼働後追加された新商品の取
Ҿにもਵ時対応し、エネルギーの安定供給と調整力確保のための費用低減に貢献しています。
日立と日立エナジーはこれからもOne Hitachiとしてີۓに協力し、最先端のソリューションを日本
とグローバル地域のお客様へಧけていきます。

ʲྫࣄ঺հᶄʳ
公共・ຽؒʹ͓͚Δෳ数の૭ޱαーϏスΛ生ݍ׆の਎ۙͳ৔ॴͰར༻Ͱ͖
Δʮ൚༻σジλル૭ޱʯ
গ子高ྸ化による働き手不଍などの影響で、自治体や民間の૭ޱ・有人ళฮの集約化が進むととも
に対面でのサービス提供が縮小し、デジタル化の೾が޿がっています。一方で、ґવとして、年ྸや
地域などによる「デジタルデバイド（情報֨差）」、オンライン申請などの利用の৳び೰み、૭ޱ対応業
務のひっഭなどの解ফに向けて、୭もが؆単に利用できるデジタルサービスの提供が求められています。
日立は、リモートでの公共・民間サービスの各種相ஊ・手続を可能にするデジタル૭ޱの開発を進め、
2021年12月から2022年3月までの福岡市でのPoC（※1）をはじめ、ෳ数の自治体にて試行を重ねて
きました。これまでに、ॅ 民や自治体職員などあわせて約300人が実証に参加し、「利用しやすい」や「わ
かりやすい」「新型コロナウイルスのײ染対策にも有効」など、参加者の8割以上からલ向きな回౴を
ಘるなどサービスの有用性を確ೝしました。実証結果をもとに、利用者・時間といった༧約情報の管
理や、マイナンバーカードを使った電子申請・本人確ೝなど、各種機能を強化し、今回、新たに「൚
用デジタル૭ޱ」として新サービスを販ച開始します。今後も、׭民手続ワンストップ化の促進に向け、
民間サービスとの連携機能のさらなる拡ॆやデータ連携基盤（都市 OS）との接続、デジタルイノベーシ
ョンを加速する日立のLumada（※2）ソリューションとの連携などにより、さらなるサービスの強化を進めて
いきます。
また、日立グループ全体で、デジタル技術を活用した自治体のDXを支援するサービスを提供し、地域
課題の解決やॅ民のQoL 向上、スマートシティの実現をめざしていきます。
※1 Proof of Concept の略で、「֓೦実証」という意味です。
※2 お客様のデータから価値を創出し、デジタルイノベーションを加速するための、日立の先進的なデ
ジタル技術を活用したソリューション・サービス・テクノロジーの総称です。

事業領域

ϑϩントࣄ業ɹࣾձ΍͓٬༷の՝୊・Ϗジϣンʹରͯ͠ɺ࠷લઢͰιϦϡーシϣンΛఏ͠ڙ·͢ɻ
˔金融システム

近年、気候変動リスクへの関心が世界的に高まる中、金融経済においても脱炭素化を८る対応が
急務となるなど、金融機関に求められる社会的役割が大きく変化しています。また、在宅勤務やキャッ
シュレス化が急速に進み、働き方や生活スタイルそのものが大きく変化したことで、従来の金融機関と
してのサービスに加え、より安全で迅速な新しい取り組みを実現するためDX 推進が求められています。
日立の金融システム部門では、金融機関へのシステムやサービスの提供をபとしながらも、働き方改

ʲྫࣄ঺հʳ
ʮ生ମೝ証౷߹ج൫αーϏスʯの׆༻Ͱɺ̓ શͰศརͳखͿΒͰのΩϟοシϡ
Ϩスܾ͕ࡁՄೳ ʂʹ
新型コロナウイルスײ染঱の拡大を受けて、国内外を問わずキャッシュレス決済のൺ率が高まっ
ている一方、不正利用のඃ害ֹも増加しており、よりݫ重な本人ೝ証の必要性が強まってい
ます。
そこで日立は、生体ೝ証を活用した本人ೝ証やキャッシュレス決済を安全に実現するクラウド
サービスとして「生体ೝ証統合基盤サービス」を開発しました。日立独自の技術である「公開
型生体ೝ証基盤 	PBI	 ※ 

」に、決済連携機能や施設での入ୀ場管理機能を付加すること
で、多用్に活用できる基盤サービスです。すでにҿ৯ళでの導入をはじめ、レジャー施設や
ドラッグストアでの実証実験など、෯޿い分野において手Ϳらでのೝ証・決済を実現しています。
今後は、さまざまな業界や業種へのさらなる付加価値の創出に取り組み、本サービスを活用し
た豊かな社会インフラ基盤づくりを推進していきます。
※ Public Biometric Infrastructure の略

૑でഓͬた技術΍ϊ΢ϋ΢とɺڠ٬とͷސ
σジタルソリューションͷ׆用でࣾձ՝୊ͷղܾʹऔΓ૊Ή

革や地域の活性化、高ྸ化社会といった社会課題に対し、金融機関をはじめ、さまざまな業種・業
界ともԣ断的につながり、多֯的な取り組みを推進しています。金融機関のお客様との協創で培って
きた技術やノウハウをもとに、IT の活用で社会インフラを支え、人々の QoLをよりศ利で豊かにするこ
とをめざしています。

˔Ίͤ͟ΔΩϟϦア
ϏジネスアφϦスト

担当顧客の経営要求や業界動向の೺Ѳ・分析等を通して、事業戦略の実現シナリオへの提ݴや
IT 戦略の策定・実行推進を行い、変化するビジネスに合わせ、戦略やシステムの継続的なධ価・
改善を行います。

ʲ主な仕事内容：顧客協創活動を通じた顧客の IT 戦略策定や実行推進支援 / ステークϗルダの
要求Ҿき出しと、分析、ධ価による業務・システムの要件定ٛ /IT 戦略実現に向けたシステム構
૝立案および計画策定 / 各種戦略およびシステムのධ価・改善ʳ

ʻࣾһ͕ޠΔࣄ࢓のັ力ʼ
・フィールドリサーチやワークショップなどNEXPERIENCE	 日立独自の協創方法࿦ 
 やデザイ
ンシンキングスキル等を通じて、お客様自਎では気づいていない問題点を整理し、その解決策
を提供することで、お客様の企業価値向上に携われることがやりがいです。提供したシステム
をお客様やその先のエンドユーザーに使ってもらうことで、「経験価値」という従来のシステムで
は提供できなかった価値を提供できることがັ力です /	 産業システム分野　主任 
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事業分野

募集職種

データドリブンな企業経営に必要不可欠なデータの収集から஝積・管理、継続的な活用までのデータマネ
ジメントを推進するための基本機能をサービスプラットフォーム（※）化し、選୒可能な形で提供するフルマネー
ジドなクラウドサービスです。また、日立がこれまでの協創案件で培ってきた数多くのユースケースから、DX
戦略および業務構૝の策定を支援し、その実装に必要なデータモデルを構築するとともに、適੾なセキュ
リティ対策やインフラ運用までを担うことで、お客様の DX 実現に貢献します。
※ 用్別に必要となるIT 基盤の標準的な構成をパッケージとしてまとめたもの。
はこちらࡉৄ
https�//www�hitachi�co�Kp/products/it/IoTM2M/list/hipf/

DX の推進には「組織や業界の࿮を超えてデジタルでつながること」「データを適੾に管理すること」「デー
タ分析した結果を現場にフィードバックすること」が重要です。データ活用を下支えするためにはクラウド活用
は必ਢで、お客様がめざすDX の࢟に合わせてクラウド活用の成ख़度をஈ֊的にステップアップさせる、
クラウドジャーニーへの継続的な取り組みが必要となります。
日立は、社会インフラを担う多様な分野へのミッションクリティカルなクラウドサービスの提供やパートナークラ
ウドとのີ接な連携実績など、豊富な経験でಘた知見と技術を活かし、お客様のクラウドジャーニー実現
に向けて計画策定から移行・構築、運用までしっかり൐૸します。上流検討を支援するクラウドコンサルティ
ングに始まり、クラウドの環境構築や移行支援、IT 運用の最適化や運用開始後のコストガバナンスなど、
計画から運用まで෯޿く対応します。
はこちらࡉৄ
https�//www�hitachi�co�Kp/products/it/harmonious/cloud/articles/dY@cloud@Kourney/indeY�html

日立のセキュリティ監ࢹセンター（SOC ※）の実績豊富なセキュリティエキスパートがお客様のシステムのセ
キュリティ運用をサポートします。
これまで、オンプレミスやプライベートクラウド環境を対৅として、日立グループ37万人が利用するIT 基盤や
大手金融機関、׭公庁などのお客様向けにセキュリティ監ࢹサービスを提供してきました。その実ફノウハウ
を最大限に活用し、今回新たにパブリッククラウド（Ama[on Web Services、A[ure）を対৅とするマネージ
ドセキュリティサービスを開始。パブリッククラウドとプライベートクラウドを組み合わせたハイブリッドクラウドや、オフィ
スワークとテレワークを組み合わせたハイブリッドワークなど、さまざまなシステムの安全・安心な運用を支援します。
※ Security Operation Center
はこちらࡉৄ
https�//www�hitachi�co�Kp/products/it/security/activities/mss/indeY�html

˔ϓϥοトϑΥームιϦϡーシϣンαーϏス
σジタル・トϥンスϑΥーメーションでϏジネスをՃ଎

%9 ͷ੒長αイクルをՃ଎͢る )itachi IntFMMiHFnt 1MatGorm

%9 ਪਐでඞཁෆՄܽなɺクϥ΢υジϟーニーを支えるαーϏス

マネージυηΩュリテΟαーϏス

೔ཱͷσジタルシステムˍαーϏスηクターͷσジタルトϥンス
ϑΥーメーションをݗҾ͠ ɺܦ営・事業おΑͼグループશମʹݙߩ

I$T ソリューションͷ֤プロジェクトをマネジメント制౓・
技術・人ࡒ・φレοジͷ໘で支えͯɺ੒ޭʹಋ͘

˔ࣾ಺ *5Πϊϕーシϣン ˔ϓϩジΣΫトマネジメント౷ׅ・ਪਐ

デジタルシステム＆サービスセクターの社内 ITとして、SI 事業やプラットフォーム事業のシステムエンジニア
や設計開発部門、その他全てのスタッフ部門の従業員向けの ITインフラ・業務システムの企画やサポー

トを行っています。IT 戦略の立案と実行を担い、事業現場におけるデータ分析や AI、RPA、IoT、コラボレー
ションツールなどのデジタルソリューションの活用を支援しているほか、提供施策の効果モニタリングやブラッ
シュアップ、従業員目線にたったユーザーサポートも提供。技術とコンサルティングスキルの両方を活用しな
がらエンドユーザーに近いポジションでデジタルシステム＆サービスセクターの事業運営と成長を支援し、社
内の働き方改革の推進にも貢献しています。

ICTソリューションの各プロジェクトには、お客様はҟなってもシステムインテグレーションに必要となる知ࣝや
ノウハウは共通するものが多くあります。プロジェクトを成ޭに導くため、最新のマネジメント技術の動向や成
ޭ PJ の分析からプロジェクトマネジメント制度を策定・改善、見積・計画のଥ当性やѱ化༧ஹに対する
第三者チェックを実施し、ガバナンス強化を行っています。また、国内外のプロジェクトへの参画からಘられ
た成 プޭロジェクトのナレッジをԣ展開する基盤、プロジェクトを支えるプロフェッショナル人財ೝ定制度も整
備。DX や協創型ビジネスなど、多種多様なプロジェクトを成ޭに導くため、先進的なプロジェクトへの参画
を通じたナレッジ֫ಘとԣ展開、制度化、生成 AI の活用など新たな施策の検討も行っています。

˔ϑϩントࣄ業ࢧԉ
プϥοトϑΥームج൫かΒクϥ΢υ・σジタルなͲͷ੒長領域
·でトータルでͷఏҊཱҊɺσジタルマーέテΟングʹΑるҊ
݅૑ग़なͲを௨ͯ͠ϑロント事業を支ԉ͠ɺ事業֦େʹݙߩ

クラウドサービスプラットフォームビジネスユニットの
ケイパビリティを集約した高い技術力、およびパー
トナー商材を活用し、最適な組み合わせでのプラッ
トフォームソリューション立案にてお客様のさまざま
な課題を解決しています。顧客提案対応、注力
商材の選定、デジタルマーケティングを活用した
新規領域開୓、案件創出を行っているほか、マー
ケットリサーチやリード分析を通じた市場 / 顧客
ニーズのચい出しなどにより日立のフロント事業を
支援。クラウド / デジタル /ミドルウェア / サーバ /ストレージに精通した知 とࣝ提案ノウハウをもって、
市場ニーズと日立のフロント事業および商材のマッチングサイクルを回すことで、日立の IT 事業拡大
に貢献しています。

プラットフォーム事業

お客さま

公共 社会 産業・流通 パートナ⾦融

市場のニーズに対して、最適なソリューションをフロントと共にお客さまへ提供

お客さまの課題解決協創

クラウド

ストレージ
ミドルウェア
デジタル

サーバ

フロント事業

…

パートナ
プロダクト・ソリューション

注⼒商材の選定顧客提案対応

マーケットリサーチ/リード分析

デジタルマーケティング

ニーズとプラットフォーム商材をマッチングし、
お客さまの課題を解決するソリューションを提案

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

+

顧客課題/
ニーズの把握

フロント事業⽀援

プラットフォームソリューションを
最適に組合せて提供

˔技術・੡品঺հϓϥοトϑΥームࣄ業ɹ೔ཱ͕࣋ͭ࠷৽の技術ʹΑΓϓϩμΫト΍そのϏジネスϞσルΛ開発͠ɺ೔
ཱάルーϓԣஅ的ʹ࠷దͳιϦϡーシϣンΛఏ͠ڙ·͢ɻ

˔アϓϦケーシϣンαーϏス
ࣾձインϑϥを支えるେن໛で先ਐ的な業務Ξプリέーショ
ン設計・開発おΑͼ先ਐ技術・ソリューションͷఏڙ

˔品質保証
ʮ品質ͷ೔ཱʯを支える品質ソリューション

アプリケーションのઐ門部門として、金融、産業・
流通、మಓ、公共等、各業界のフラッグシップユー
ザーに提供する、大規模で先進的な「業務アプリ
ケーション（※1）」の設計・開発・保守を行い、社
会になくてはならない重要なシステムを支えています。
また、よりྑ い社会の実現へ向けて長年のアプリ
ケーション開発で஝えたノウハウ・先進技術と近年の IT 動向に対応したナレッジを組み合わせること
により、Lumada（※2）事業の推進に力を入れています。近年の IT 動向に対応したナレッジについ
ては、特にデジタルエンジニアリングサービスをಘ意とする、Global Logic 社が有するデジタル技術
を活用した変革「DX（デジタルトランスフォーメーション）」や商品・サービスの価値を高める顧客体験

「CX（カスタマーエクスペリエンス）」を実現するサービス提供等中心に展開しています。
※1 お客様の業務活動の改革や、効率的な運用を実現するためのソフトウェアのこと。
※2 お客様のデータから価値を創出し、デジタルイノベーションを加速するための、日立の先進的な
デジタル技術を活用したソリューションʗサービスʗテクノロジーの総称。
　はこちらࡉৄ
https�//www�hitachi�co�Kp/products/it/lumada/indeY�html

①社会インフラを支える大規模で先進的な業務アプリケーションの設計開発・SIを推進
③協創型SIとLSHを主体としたデジタルとグローバルの強化による日立のLumada事業推進

事業概要

フロントBU

デリバリー

プラットフォームソリューションサービス

金融BU インダストリアルデジタルBU社会BU

1
アプリケーションサービス

Lumada
基盤 ITプロダクツ

2 デジタルとグローバルの強化によるLumada事業推進

アプリケーション開発・SI推進

お客さまのDX実現、社会イノベーションに貢献

GlobalLogic

1
2

産業分野金融分野 社会分野

Hitachi Vantara

˔σΟϑΣンスシステム
๷Ӵ・ۭߤӉ஦・ηΩュリテΟ分野を支える技術を࣠ʹɺ
ࣾձインϑϥ安શ保ো事業をਪਐ͠ɺ
安৺ͯ͠฻Βせるࣾձͷ実ݙߩʹݱ

ʲྫࣄ঺հʳ
ΠンテϦジΣンス情報ιϦϡーシϣン
国家安全保োを担う੓策決定者や自Ӵୂの指揮׭が、インターネット情報、Ӵ੕画像、通信
情報等各種情報を活用して、迅速で適੾な意ࢥ決定をするための情報収集と、それら収集情
報の分析を支援するソリューションを提供します。

౷੍ιϦϡーシϣンشࢦ
自Ӵୂ各組織の能力を最大に発揮させるため、各ڃ指揮׭の意ࢥ決定や、ڭҭ、訓練等を
支援するための最適なシステムの提案・開発に取り組んでいます。また、シミュレーション技術、
AI	 人工知能 
 技術を活用した情੎൑断・意ࢥ決定の効率化、データ解析・ந出技術などを用
いた情報の可ࢹ化にも取り組んでいます。

αΠόーηΩϡϦテΟιϦϡーシϣン
サイバー攻撃が日々 進化する中、常に最新動向に対応しಘるサイバーディフェンスおよびセキュア
なIT 基盤を実現するためのソリューションを展開しています。

ICT 分野以外の NCW 関連ソリューション、メカトロニクスソリューション、؋ఖ౥ࡌソリューション
は「ディフェンスシステムソリューション」フィールドでื集しています。

お客様のビジネス革新や業務品質・効率の向上を柔軟に実現する、IT 基盤製品܈を提供しています。
日立が、システムソフトウェアで長年培ったミッションクリティカル対応、高信頼化技術を継ঝし、最先端の
ITを駆使した෯޿い製品ラインアップで、オープン環境での基幹系業務の実現、時代やお客様のさまざ
まなニーズに応えています。
ビジネス環境のෳࡶ化や変化のスϐードに追ਵし、迅速・柔軟なITシステム運用を可能にする統合シス
テム運用管理「JP1」は、人にґ存しない IT 運用の実現をめざし、ෳࡶ化・多様化したシステムにおけるさ
まざまなデータとその関係性を統合的に管理します。操作や制御の一元化や機械学श 	AI
 の活用によっ
てIT 運用の自཯化を加速しビジネスに貢献するインテリジェントなIT 運用を支援します。
また、ビッグデータ処理でお客様のイノベーションを加速する高速データアクセス基盤「Hitachi Advanced 
Data Binder プラットフォーム」	 ※ 
 の超高速データベースエンジンの開発・提供などを通じて、変わり続
けるビジネス環境において、正確で迅速な意ࢥ決定を支えています。
※ Hitachi Advanced Data Binderプラットフォームは、内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超ڊ
大データベース時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と当֘エンジンを核とする戦略的社会サー
ビスの実証・ධ価」	 中心研究者：ت連઒ 東大特別ڭतʗ国立情報学研究所所長 
 の成果を利用して
います。
はこちらࡉৄ
https�//www�hitachi�co�Kp/Prod/comp/soft1/

ϛυル΢ェΞ

日立のディフェンスシステム事業では長年にわたる
๷Ӵ事業を通じて஝積してきた安全・安心に関わ
るさまざまな技術や経験を活かして、サイバー空間
など含めた社会インフラ全体に安全保োの範囲
を޿げて事業を推進しています。
私たちのपりには、サイバー攻撃、テロ、大規模
自વࡂ害などの地球規模で解決す΂き課題がࢁ
積しています。ディフェンスシステム事業部は日立グループの関係各社と連携してこれらの課題に௅戦
し、๷Ӵ事業で培った技術・経験とデジタルソリューションの力により、海底からߤ空Ӊ஦、サイバー
空間にわたる社会の安全・安心を支援するさまざまな製品、システム、ソリューションを提供しています。
一部の事業分野は「ディフェンスシステムソリューション」でื集しています。
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インテリジェンス情報
ソリューション

NCW関連
ソリューション

艦艇搭載
ソリューション

サイバーセキュリティ
ソリューション

指揮統制
ソリューション

メカトロニクス
ソリューション

さまざまな企業が DXを進める中、企業活動を通じ
てಘられるデータを効率的・効果的に஝積・利活
用することが企業の競争力強化や成長に不可欠
な要素になっています。
一方で、業務ごとにデジタル化やクラウド活用が進
むことで、データがサイロ化し統合的な分析や全体最適での意ࢥ決定の્害要Ҽとなっているほか、クラ
ウドシステムがཚ立することでデータを安全に管理することが困難になっています。多くのお客様では、DX
の全体像策定やデータを統合・分析するための基盤構築のノウハウ、セキュリティ対策や運用のスキル・
人財不଍が大きな課題になっています。
日立は、多くの業界でDX 推進のนとなるこれらの課題解決に向け、Lumada 事業として培ってきたデー
タ利活用の技術・ノウハウを結集し、インダストリ・クラウド（※）として提供していきます。
※特定の業種や業界に特化したサービスをパッケージ化して提供するクラウドソリューションで、業種別クラ
ウド、業界クラウドともݺばれる。
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BUILD
(デジタルツイン化)

OPERATE
(遠隔化・自動化)

MAINTAIN
(予兆診断)

PLAN
(デザイン思考)

解決方法を実装

お客さまの
経営課題を理解

IT・OT・
プロダクトで
解決方法創出

運用・保守して
次の課題へ

ユースケース
データモデル
金融業向け

ユースケース
データモデル
保険業向け

ユースケース
データモデル
自治体向け

ユースケース
データモデル
製造業向け

顧客協創 ドメイン
ナレッジ 顧客協創 ドメイン

ナレッジ 顧客協創 ドメイン
ナレッジ

१ーঅスプラॵトইज़ーム + ঁॖঈজॵドクラウドઈ৷ٔセय़গজテॕઈ৷

お客様のシステムライフサイクル全般にわたり、各カテΰリにおいてOSSを安心して活用していただけるよ
う、クラウドをはじめビッグデータ、データベースなど多くの企業システムに対応できる、さまざまなソリューション
を提供しています。また、OSSコミュニティや標準化活動に参加し、OSSと関連技術の発展とී に貢ٴ
献しています。
はこちらࡉৄ
https�//www�hitachi�co�Kp/products/it/oss/solution/indeY�html

OSS	 Φープンソースソϑト΢ェΞ 
 αーϏス

೔ཱͷσジタルシステムˍαーϏスηクターʹおいͯɺ֤事
業領域ͷηΩュリテΟをڧԽ͠事業֦େʹݙߩ

˔ηΩϡϦテΟϦスΫマネジメント

組織・システム・運用の面でセキュリティ強化と課題解決に貢献することをめざしています。セキュリティ
企画・統制・技術支援を行い、トータルでセキュリティリスクを軽減、セキュリティ強化を図ります。デ
ジタルシステム＆サービスセクターにおけるセキュリティ共通施策・目標の策定、セキュリティプロセス
や標準の策定、展開、実施状گのモニタリングとフォローアップを行います。また、最新のセキュリティ
動向やノウハウを஝積し、社内への情報展開、事業部門の技術支援、セキュリティ人財のҭ成等
も実施しています。

日立の品質のई度は、「お客様ຬ଍度」です。
日立グループの最も重要なテーマ「Quality 
First：品質第一」をモットーに、社会インフラ
を支える日立製品の品質に੹任とݖ限を持
ち、お客様の情報システムの安定稼働に貢
献するのが、品質保証部門のミッションです。
グローバルに金融、公共、社会、産業分
野のさまざまな業種や ITプロダクツ（ミドルウ
ェア、エンタープライズサーバ、メインフレー
ム等）へ対応し、開発工程から稼働後の運用保守にわたり、品質の番人としてお客様ࢹ点での品質
改善を推進します。また、サービス、デジタルソリューション・̖ な̞ど最新技術動向について積極的
に取り組み、各事業グループ・事業部門と連携した品質関連ソリューションを提供しています。

Լឋ
̬ᚰ

嵇崱ル崎崏崊嵣
嵉崌嵛崽嵔嵤嵈嵣
崐嵛崧嵤崿嵑崌崢

崝嵤崸

IoT嵣
崯ジ崧嵑崌
崤嵤崟嵏嵛

েਛAI嵣
ঽ৿৲ૼ୒

崗嵑崎崱
崝嵤崻崡

স੆嵣
঺ভ崌嵛崽嵑
崟崡崮嵈

ਓ঵
૴ৢ崟崡崮嵈

ICTソリューションでは、Lumadaを核に、持続的に成長するグローバルリーダー企業をめざし、さまざまなڭҭプログラムを設置しています。実際に海外で勤務し、現地のマーケット・ビジネスを経験する「海外
業務研修」や、本業で培ったスキルを活かして海外の社会的課題解決に取り組む「新興国ཹ職プログラム」等、多種多様な研修を通じて世界で活༂できるグローバルリーダーをҭ成しています。
また、2022 年 10 月より、LXP（Learning EYperience Platform/ 学श体験プラットフォーム）を導入し、自਎の キャリア、めざしたいジョブをى点に、自཯的に学Ϳことも支援しています。

TOPICS グローバルリーμーҭ੒

Lumada は、お客様のデータから価値を創出し、デジタルイノベーションを加速するための、日立の先進的なデジタル技術を活用したソリューションʗサービスʗテクノロジーの総称です。
お客様の持つさまざまなデータ、OT アセット	 現場から集めてきたマシンデータやώューマンデータ
 や IT アセット	ITシステム上のビジネスデータ
 等を、AI やアナリティクスといったデジタル技術
により収集、結合、分析することで、お客様の経営課題やデータから創出された価値を明確にします。そして解決に向けてこれまで培ってきたソリューションコアを活用し、新たな価値をスϐーディ
につくり上げ、最適なデジタルソリューションを提供します。日立は、さまざまな事業領域のお客様とともに、次の社会に向けた新しい価値を創出していきます。

TOPICS Lumadaと͸

೔ཱグループͷ先ਐ事ྫʹたͪͷ฻Β͠を支える産業・ྲྀ௨分野ͷお٬༷ࢲ
΍੡଄業とͯ͠ͷϊ΢ϋ΢を׆用͠た IT ソリューション・αーϏスをఏڙ

˔産業・流通システム ʲྫࣄ঺հʳ
ൢചݱ৔ͱ市৔Λͭͳ͙ "*धཁ༧ଌιϦϡーシϣンのల開
"*ʹΑΔधཁ༧ଌͰ発஫Λ࠷ద化͠ɺαϓϥΠνΣーン࠷ద化ʹݙߩ
ফ費者ニーズが多様化する一方、生産年ྸ人ޱの減গに൐う࿑働力不଍が課題となってい
る近年、国内の小ച業にとっては、需要変化へのଈ応と在ݿの適正化を両立し、ళฮのച
上・利益や運営効率を向上させることが課題となっています。従来発注業務は、ख़練担当者
が、商品ごとに過ڈの在ݿ・発注・販ച実績やఱ候・イベント情報などのෳࡶな৚件をྀߟ
して需要を༧測した上で、経験・ノウハウを基に一定の時間をかけて行うことが多く、デジタル
技術を活用した業務革新が求められています。
日立の Lumadaソリューション「Hitachi Digital Solution for Retail/ 需要༧測型自動発注
サービス」は、どの商品をどこにどのくらい௠ しྻたかなどの୨割に関する情報を入力した୨割シ
ステムと連携しながら、AI が高度な需要༧測を行い、それに基づく発注量を決定します。本シ
ステムを提供することで、発注作業負荷や、欠品率、在ݿ率の削減を実現しています。また、
日立の総合物流管理システムと組み合わせることで、自動発注と在ݿ管理の一元化を実現す
ることができます。需要量と入荷量を事લに༧測することで、トラック積ࡌ効率の向上やシス
テムでの഑車によるコスト削減、資源や排気ガスの抑制となり、Scope3排出量削減や৯品
ロスの削減にもつなげることが可能になります。日立がめざす、環境への貢献や社会の幸せを
実現することにつなげていくことができます。

主に、ීஈの生活の中でもなじみの深い、
電機、自動車、化学、医ༀ、৯品、化হ
品から精ີ、మ・ඇమなどの製造業のお客
様や、各種小ച業、Էച業、商社などの
流通業のお客様、新ฉ・出൛・ҹ࡮・メディ
アサービスなどのサービス業のお客様、మಓ、
空ߓ、陸運、海運業などの運輸業のお客
様に対して、日立グループの先進事例や製
造業としてのノウハウを活用したITソリューション・サービスを提供しています。
システムインテグレーションサービスやパッケージソリューション、クラウド型のソリューション・サービスを通
して生活ີ着企業であるお客様の企業価値を最大化することで、私たち自਎の฻らしを支えています。
また、市場、社会情੎の不確実性の急増に൐い、事業を取り巻く環境がෳࡶかつෳ合的に変化す
る状گ下で組織・企業間、さらに分野をӽえたトータルな課題解決を推進しています。



σΟϑェンスシステムソリューション

技術を௨ͯ͡安શ・安৺なࣾձͷ実͠ݙߩʹݱ·͢。
೔ཱグループͷॖਤと΋ݴえるଟ種ଟ༷なシステムͷ開発ʹऔΓ૊Μでい·͢。
ディフェンスシステム事業部は、๷Ӵ・ߤ空Ӊ஦・セキュリティ分野を支える技術を核に、๷Ӵ事業で培った技術と日立グループのデジタルソリューション

の技術で、さまざまな事態から私たちの生活と安全を守り、安心して฻らせる社会の実現に貢献します。

%E'ENSE SYSTEMS SOLUTION

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

職種紹介

設計開発
お客様のニーズや製品が使われる環境などをߟ しྀ、最先端かつさまざまな技術により、高品質なプロ
グラムやシステム、製品を開発します。製品の信頼度を高めるため、社内外において試験を行います。
納入後も定期検査など、サポートとともに、市場や国内外の技術動向、お客様のニーズを調査し、新
規事業の戦略を企画立案やよりྑ いシステム・製品の提案を行います。

システムΤンジニΞ
市場や国内外の技術動向、お客様のニーズを調査し、分析ධ価、新規事業の戦略を企画立案します。
また෯޿い知ࣝを活かし、お客様のニーズを設計開発部門にフィードバックしながら、適੾な製品、シ
ステムを提案します。

「ディフェンスシステムソリューション」の SE は、ディフェンスシステム事業部の装備システム本部にて
NCW 関連ソリューション、؋ఖ౥ࡌソリューション等に携わります。
※一方、ディフェンスシステム事業部の情報システム本部の SE は、インテリジェンス情報ソリューション・
指揮統制ソリューション・サイバーセキュリティソリューション等に携わります。情報システム本部の SE
に興味がある方は「ICTソリューション」のページ（P32-37）をごཡください。

品質保証
๷Ӵ事業に関わる製品・システムには高い信頼性、品質が求められます。開発初期ஈ֊から製品の
納入、納入後の問題解決まで、お客様のࢹ点に立って品質向上活動・ධ価・保証を行います。

事業領域

๷Ӵ・ۭߤӉ஦・ηΩュリテΟ分野を支える技術を֩ʹɺ安શ・安৺なࣾձͷ実͠ݙߩʹݱ·͢。
ディフェンスシステム事業部は長年にわたる๷Ӵ事業を通じ、安全・安心に関わるさまざまな技術、
経験を஝積してきました。この技術や経験を活かし、サイバー空間などを含めた社会インフラ全体に
安全保োの範囲を޿げ、グローバルなࢹ点で事業を推進していきます。
私たちのपりには、サイバー攻撃、テロ、大規模自વࡂ害などの地球規模で解決す΂き課題がࢁ積
しています。

ディフェンスシステム事業部は日立グループの関係各社と連携してこれらの課題に௅戦し、๷Ӵ事業
で培った技術・経験とデジタルソリューションの力により、海底からߤ空Ӊ஦、サイバー空間にわたる
社会の安全・安心を支援するさまざまな製品、システム、ソリューションを提供しています。
インテリジェンス情報ソリューション、指揮統制ソリューション、サイバーセキュリティソリューションは、

「ICTソリューション」フィールドでื集しています。

特長的な技術

航空機、艦艇、車両、無人機等と地上をつなぐ無線ネットワーク技術の開発、無線ネットワークで
つながれたモノやセンサーからの情報をビッグデータ解析やAI（人工知能）技術と組み合わせ、防
衛分野における新たなIoT 活用としてのデジタルソリューションを提供しています。
マルチネットワーク連接装置
有線・無線問わず異種通信ネットワークをシームレスに接続し、音声・映像・データ等あらゆる情
報の共有化を図ります。電話・業務用無線・トランシーバ等の多種多様な端末間通信を可能とす
るほか、各種表示端末やカメラ等を連接し情報共有手段として利用可能です。さらに拠点間接続
のための無線伝送装置を備え、災害時の公衆網寸断等の事態においても、自営網により組織間
の情報共有手段を確保します。
ドローン検知システム

国内外で多発するドローン関連事案を踏まえ、重要施
設警備向けソリューションとして電波探知等の各種セン
サーによるドローン検知システムを提供しています。
データリンク（防衛向け無線通信・情報共有システム）

音声・データ・映像等、作戦を遂行する上で必要な情報を、地
上と航空機の間で共有し、作戦能力向上に寄与します。

さまざまな艦艇に搭載される、情報処理システムや各種装備の制御・管制システムを構築していま
す。
潜水艦・護衛艦用情報処理システム/シミュレータ
ソーナーを用いたセンサー情報を統合処理し、目標の位置推定や運動解析、武器システムの管理、
制御などを行う艦船の頭脳と言えるシステムやその訓練装置を提供しています。
無人潜水艇（UUV）自律航行支援システム（AI（人工知能））
無人潜水艇（UUV）では、艦船の頭脳と言えるシステムをAI（人工知能）で自律化させる装置およ
び海洋環境・音場模擬によりUUV・センサの性能検証が可能となるシステムを提供しています。
ソーナーシステム
作戦の計画 /評価・状況監視・各種装置の管制を行う情報処理装置とセンサであるソーナーの
統合システムを提供しています。
センサは艦船からケーブルで牽引して使用するえい航体や船底に取り付ける機雷探知機であり、海
中の物体などを捜索可能であり、東日本大震災等の災害時の海中救難捜索にも貢献しているシス
テムです。

車両や橋梁等のメカトロニクス技術や特殊材料（高強度アルミや高張力鋼等）の加工技術、エレク
トロニクス技術とを融合し、防衛任務の確実な遂行、災害時のライフラインの早期復旧支援など、
信頼性の高いメカトロニクス製品を提供しています。また、ビークルの電動化や遠隔制御、および
IoTを活用した機能 /整備性の向上によるデジタルソリューションの推進も行っています。

各事業分野においてAI（人工知能）を活用したソリューションを開発・運用する際の共通基盤を提
供し、AI（人工知能）の導入・育成を支援します。

N$W（NFtwork $Fntric WarGarF）関連ソリューション 

 ソリューションࡌધ౥؋

メΧトロニクスソリューション 

統合ܕ AI ൫ج

所在地 お問い合わせ先

ԣ浜地区 〒2��-0817 神ಸ઒県ԣ浜市ށ௩区٢田町292番地

౔Ӝ地区 〒300-0013 茨城県౔Ӝ市神立町603番地

人ࡒ統ׅ本部ɹ人事ۈ࿑本部
タレントΞクイジション部
TEL : 080-9862-707�
saiyou.joC.Ct@hitachi.com

ϑΥトΞルバム

υϩーンݕ知システム
特定エリアに進入するドローンをマルチ
センサーで監ࢹ・検知・対処するシス
テムを提供します。

Ӵ੕ը૾ड信アンテφ
MaYar 社の World7iew Ӵ ੕を受
信するためのઐ用設備を運用してい
ます。

Ӵ੕ը૾の׆༻
Ӵ੕画像を加工して付加価値をつけ
ることで森ྛ面積の೺Ѳなどに活用
されます。

ԭೄ஍্ہ
MaYar 社が運用するWorld7iew Ӵ੕
を受信するための地上ہです。

ւ֎研म
日立現地法人における長期業務研
修や、ޠ学、จ化、श׳をഽでײ
じることを目的とした短期研修も行っ
ています。

ւ֎動޲ௐࠪ
最新の技術動向をಘるために、国
内外のカンファレンスに参加していま
す。

ࣾ಺研म
さまざまな社内研修を行っています。
職種や勤務地をӽえたަ流の場とし
ても޷ධです。

ࣾ಺Πϕント
ए手の社員が中心になって企画運
営する社内イベントを開࠵していま
す。

ԣ඿ࣄ業ॴ
2012 年に完成したԣ浜事業所は、
設計౩、システム製造౩があり、ਗ਼
。ある明るいオフィスですײܿ

ԣ඿ࣄ業ॴ設計౩
ԣ浜事業所設計౩は、環境に഑ྀ
した先進的な建物で、日立内エコオ
フィスとしてೝ定されました。

各種センサ
にて検知

ドローンの不法侵入

ドローン検知システム

その他
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インテリジェンス情報
ソリューション

NCW関連
ソリューション

艦艇搭載
ソリューション

サイバーセキュリティ
ソリューション

指揮統制
ソリューション

メカトロニクス
ソリューション

૟ւ͋؋Θ͡ܕ
ʢग़య � ւ্自ӴୂϗームϖージΑΓʣ
掃海艦の主装備品である機雷捜索用のソー
ナーとして、可変深度ソーナーシステムを製造
しています。

ܕ΋͕Έ؋Ӵޢ
ʢग़య � ւ্自ӴୂϗームϖージΑΓʣ
多目的護衛艦のもがみ型に対し、従来の護衛
艦と一線を画す機雷戦能力を担保する対機雷
戦ソーナーシステムを製造しています。

J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r0 3 8 0 3 9J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r

電ྗ

産業・ྲྀ ௨

水

౎ࢢ開発
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ࣾձインϑϥίントロールシステム

ࣾձインϑϥを支えるʮίントロールシステム	情報制御システム
ʯをఏ͠ڙɺ
ΑΓշదでศརな生׆ͷ実ݱとɺࣾ ձ՝୊ͷղܾʹ͠ݙߩ·͢。
私たち社会インフラコントロールシステムは、日々の生活に欠かせない電力・
エネルギー、交通、水環境、産業といった社会インフラシステムの根幹を
担う情報制御システムをグローバルに提供し、より快適で便利な社会生活
の実現と、SDGsに代表される社会課題の解決に貢献します。
社会の情勢が目まぐるしく変化する今、社会インフラシステムは、安定稼

働や効率化、利便性向上だけではなく、世の中の変化を速やかに捕捉・
分析し、柔軟に対応できることが求められます。
日立は、情報技術（IT）と制御・運用技術（OT）をソフトウェアやデジタル
でつなぎ、情報制御システムのDXを推進することにより、不確実性時
代の社会課題・経営課題に素早く適応できる社会インフラを実現します。

SO$IAL IN'RASTRU$TURE $ONTROL SYSTEMS

卒業学部学科系統

事業分野

所在地

設計開発

品質保証生産技術・IT システム

システムΤンジニΞ

募集職種

お問い合わせ先

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

マーケットの動向や社会的ニーズに応え、新技術を製品に反映し、世の中に新しい価値を提供します。

「品質こそ日立製品の本質」をテーマに、上流工程から製品・システムが所定の機能・性能・耐久
性などを確実にクリアしているかどうかを確認し、問題の発生を未然に防ぎます。

お客様のニーズを調査・分析し、最適なソフトウェアやハードウェアの検討、システム設計を通じてお
客様と一緒に課題解決まで導きます。

生産量の拡大・生産効率の向上を、技術面とITシステムの面から実現します。

人ࡒ統ׅ本部ɹ人事ۈ࿑本部
タレントΞクイジション部
rFcruit.jousFi.ko@hitachi.com

職種紹介

大みか事業所　〒319-1293 茨城県日立市大みか町五丁目2番1号

事業領域

新興国の経済発展に൐う電力インフラの開発ニーズが増大しています。一方で近年の地球温暖化の抑制機運の高まりを受け、世界
中で環境負荷低減・クリーンエネルギーへの取り組みが加速しています。こうした世界状گの中、日立の電力制御システム部門は、効
率的な電力エネルギー運用を実現するために再生可能エネルギー大量導入にも耐えうる電力系統の安定化プロジェクト、スマートコ
ミュニティプロジェクトに参画し実績を上げています。
また、日立グループに加わった日立エナジー社とも連携して系統・送഑電・発電の一貫した電力制御システムのビジネスを社会に提供
し、電力エネルギーに関する社会課題の解決に向けたグローバル展開を加速していきます。
発電制御システム部門においても、世界各地の発電所の設備更新プロジェクトや性能強化に向けた取り組みに参画するとともに、粒
子線治療装置のグローバル展開など原子力技術に基づく制御ソリューションも海外へ展開しています。

TOPICS 電ྗシステムͷ海外展開

長年にわたって培ってきた制御技術とIT 技術を融合して、安全・安心で環境にやさしい発電制御システムを開発・提供しています。CCS（ೋࢎ化
炭素回収・貯蔵）技術や水素・アンモニアࠞম / ઐম技術の導入により環境負荷を低減した火力発電や、運転中に CO2を排出しない原子力発
電の推進を通して、地球温暖化につながるCO2を削減しカーボンニュートラルな社会の実現に貢献します。また、໷間等の༨৒電力を有効活用し
た揚水発電などとの組み合わせにより、電力の効率的な運用を可能にしています。これらの制御技術と運用・保全をサポートするIT 技術を組み合
わせたソリューションを活用した発電制御システムを提供しています。

発電制御ソリューション

電気は原子力・火力などの大規模で集中された発電所や風力・太陽光のような分ࢄされた発電所で生み出されŊ ビルや工場、
一般家ఉなどのফ費者にಧけられます。この電気を送りಧけることを電力流通といいます。発電から送電、電圧を変׵する変電
所をհし、市֗地に電気を送る഑電に至るまでの電気を2� 時間 365 日、安全かつ安定に、そして効率よくಧけるための電力
流通ソリューションを提供します。
カーボンニュートラルの実現に向けて、国内外のエネルギー事情は大きな変革期をܴえています。զ々は、自਎の強みである高度
な OTと先進の IT、高信頼のプロダクトをֻけ合わすことにより、電力の޿域運用や高度な系統安定化を実現する監ࢹ制御・
保ޢ制御システム、パワーエレクトロニクスを応用した直流送電設備、系統用஝電஑システムなど、最新のソリューションを国内
外へ展開し、次世代のエネルギー社会へ大きく貢献しています。

電ྗྲྀ௨ソリューション

˔電力・エネルギーシステム෼໺ʢ発電 �電力流通ʣ

˔水環境システム෼໺

日立の水事業への取り組みは、100 年以上のྺ࢙を持ち、水源保全・上下水ಓ・Ӎ水排水・水再生など෯޿い分野に貢献し
てきました。日立全体としても、創業以来の「༏れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する」という企業理೦をܝげ、
ライフラインを支えるために信頼性・安定性・安全性を重ࢹした製品やシステムを開発・納入しています。今日までに全国 2100
以上のড়水場、下水処理場関連施設に、電気設備や監ࢹ制御システムを納入してきました。
日立は、お客様との長年にわたる協力関係からಘた豊富な実績と経験に加え、自社の持つ最新技術を活かし、IT（※ 1）̫  OT

（※ 2）  ̫プロダクトの融合による効率的で効果的なソリューションを提案しています。地域ごとの特௃とニーズに合わせた水環
境ソリューションを提供することで、安全・安心で持続可能な水環境の実現に取り組んでいます。

※ 1 Information Technology（情報技術）
※ 2 Operation Technology（制御・運用技術）

水ڥ؀ソリューション

水ಓ施設の࿝ٺ化、人材不଍などの課題に対し、日立は、安全・安心な水ಓ水供給の持続に向け、長年培ってきた OTとITを
活用した運転・保全管理支援システムを提供しています。
※）഑置されたෳ数の施設の運転データと保全データを収集し、水質や水量のシミュレーション、統計処理、AIࢄ域に分޿ 3）な
どを活用して、運転管理や施設の保全業務を支援します。

※ 3 Artip cial Intelligence（人工知能）
ˎIoT-GW：Internet of Things Gateway（データ集഑信）

TOPICS 運స・保શ管理支ԉシステム

その他

「時ࠁද通りに電車が来る」という� 当たりલ �を支え、実現し
ているのがྻ車運行管理システムです。日本の全ての新幹線の
みならず୆࿷高速మಓのほか、ट都ݍ・中京地区・京ࡕ神地
区をはじめとする日本の大多数の在来線をカバーするྻ車運行
管理システムの開発・改ྑを通して、世界にތるమಓシステム
を支え続けています。安全かつ快適で利ศ性の高いྻ車運行
を実現するために、మಓ信号設備やྻ車間隔の自動制御を実
行し、かつཱྀ客向けにӺに設置している案内දࣔ器やԻ੠案
内装置に対しリアルタイムにྻ車情報を഑信するなど、2� 時間
365日稼働する高度で信頼性の高いシステムを提供しています。

「ྻ車内を情報ステーションにʂ」さまざまな利用者がྻ車を安心
して利用できるように映像による車内の情報サービスを提供して
います。高ྸ者や৭ऑ者にも഑ しྀたユニバーサルデザインで
利用者にわかりやすい案内දࣔを実現しています。さらに、ෳ
数の画面を連動させたり独立させたりと、多様な映像ࠂ޿に対
応したデジタルサイネージを提供しています。
ट都ݍではࢁ手線ほかで日々活༂しています。関੢ݍや۝州
。にもॱ次拡大中ですݍ

ຖ日ීஈ通りに「電気を使って電車が૸る」ことを支え、実現し
ているのがమಓ電力管理システムです。全国各地のమಓ会社が
所有する電力設備が 2� 時間 365日、100� 確実に稼働する
ことを保証する高信頼性の電力管理システムを開発しています。さ
らに、停電などのҟ常を検知した場合に迅速に送電や復چ手ஈ
を提供する復چ支援や、安全に保守点検を行うためにスケジュー
ルに従って自動で停電・送電を行う計画ٳ送電制御など、日々
のྻ車の安定૸行に貢献するシステムを提供しています。2050
年の CO₂ 排出量「実質ゼロ」を目標としたమಓ事業者の経営
目標に貢献するため、మಓ電力管理システムにとどまらず、エネ
ルギー・ྻ車運行などの最適運用に寄与する次世代మಓシステ
ムの実現に向けて活動
しています。మಓ業界
における持続可能な発
展を推進するため、環
境変化に適応し、新た
な価値を創造・提供す
ることをめざしています。

ྻ車運行管理システム 車্情報දࣔシステム 鉄道電ྗ管理システム

˔鉄道システム෼໺
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私たちは国内No�1シェアのమಓソリューションベンダです。日本のమಓにおける最大の特௃である「定時運行」は、
ྻ車運行管理システムをൈきにはޠれません。世界の経済発展に൐い、人と物の移動を支える社会インフラは
ඇ常に重要で、中でもమಓは高速・大量輸送手ஈとして新興国だけでなく先進国でも再注目されています。多く
のమಓ技術を有する日立は、オーストラリア、୆࿷など海外でのビジネス展開を始めています。高速మಓの市場
では、日立の車両、信号システム、ྻ車運行管理システムで「新幹線」の輸出をめざしています。在来線の分
野では、車両ビジネスで構築したビジネスチャネルを利用し、さらなるシェア拡大に向けて活動中です。また、日本
੓府は新興国の経済発展を支援す΂くODAを通じて各国のమಓシステム整備を支援しています。日立は༏れた
మಓ技術によって協力していますが、その中でも私たちの提供するྻ車運行管理システムは高度なమಓ運営のた
めに欠かせません。私たちは地域ごとのニーズに合ったྻ車運行管理システムの展開を今後も継続していきます。

TOPICS ྻ車運行管理システムͷ海外展開

電ػ制御Ԡ用システムʙ鉄߯システムʙ ύϫーΤレクトロニクスԠ用システムʙϞータυϥイϒシステムʙ
高度な情報と制御の融合システム、地球環境に༏
しい省エネルギー化技術を活かした、最適మ߯プラン
ト制御システム開発により、グローバルな産業発展
に貢献しています。
日立では、産業の基幹材料としてなくてはならないమ
やಔ、アルミなどのඇమ金属をつくりだす製మ所に、
制御システムや電機品を提供しています。మは常に
新しい素材特性、品質が求められ、మ߭原料が最ऴ製品になるまでには数多くの製造プロセスが
必要です。各製造プロセスに最適な情報、制御、ドライブ技術を開発＆融合させて、常に最先端
の品質を求めるお客様のニーズに応えています。パワーエレクトロニクス技術を駆使したަ流可変速
モータドライブシステム、高速・大容量のシステム制御装置、ネットワーク装置と最新の制御技術を
駆使して、1 設備で300 ʙ �00 ୆あるモータを同期制御するシステムを構築することで、高品質な
మ߯製品の生産に貢献しています。近年では映像とデータを駆使した保守性の向上も求められてい
ます。いずれの技術も、最ऴ製品の品質にີ接であり、最新Ӷ技術の開発を日々進めています。

మ߯システムでは、パワーエレクトロニクスを応
用したモータドライブシステム（インバータードライ
ブシステム）が圧Ԇ機を駆動しています。モータ
ドライブシステムの開発には、パワーエレクトロ
ニクス技術はもちΖんのこと、制御工学、電磁
気学、伝೤工学、力学、機械工学などの技
術に加え、近年の IoTソリューションのニーズ
に応えるためのデータ統計・分析技術、ネットワー
ク構築技術など、さまざまな技術力を駆使する
必要があります。

˔産業੍ޚシステム෼໺

世界トップクラスの高性能かつ省資源・省エネルギーのమ߯プラント制御システム・ドライブシステムを世界中に提供しています。
グローバルなమ߯メーカーに対し、システムを納入し続けて数々の実績を積み重ねており、現在の海外プロジェクトച上高ൺ率は
約 50� です。システム計画や企画立案プレゼン・要件仕様決定打ち合わせ・システム開発・オンサイト実証テストの各フェーズで、
日常的にグローバルな場面での活༂機会があります。
入社数年目には、お客様と決定した仕様を実現するためのシステム開発を行い、最ऴ的にサイトでお客様と一ॹに、開発したシス
テムのパフォーマンス実証テストを経て、プロジェクトをまとめ上げるキーパーソンとなることが期଴されています。

TOPICS 鉄 ・߯産業システムͷ海外ೲೖ事ྫ

North America &
South America
23 Plants
CGL, Steckel Mill, …

Total over 500 plants
Europe
17 Plants
Sendzimir Mill, CRM, …

Africa
16 Plants
TCM, CAL, …

Japan
250 Plants
Hot, Cold, Line, …

Korea
49 Plants
PL/TCM, CAL, Line, …

China
68 Plants
PL/TCM, CAL, Line, …

Taiwan Region
31 Plants
PL/TCM, CAL, Line, …

South Asia &
West Asia
39 Plants
CRM, Sendzimir Mill, …

Southeast Asia & 
Oceania
16 Plants
PL/TCM, CRM, …

一部納入サイト数変更あるため、下図に差し換えたく。

˔σジλルιϦϡーシϣン・੍ ϓϥοトϑΥーム෼໺ޚ

電力・鉄道などの社会インフラに核として使用されるコンポーネント（ハード・基本ソフト群） およびソリューションシステムを設計開発しています。社会インフラシステムには24時間 365日稼働できる高信頼性・
タフネス性が要求されますが、日立では、CAD/CAMを用いた設計・製造・品質保証だけでなく、3D設計情報を活用したデジタルデータによる生産改革システムを工場内に構築することで、高品質・高効
率なモノづくりを実現、世界経済フォーラムから世界の先進工場「Lighthouse」に日本企業で初めて選出されています。先端技術を駆使し、コンポーネントから、フォールトトレラント（※）システム、および無線
応用システムなどのシステムまで手がけています。
※フォールトトレラント：仮にシステムの一部が故障しても、全体の機能が停止しないような仕組み

情報制御ソリューション

少子高齢化の影響による労働人口の減少や高齢化に伴うノウハウの継承が昨今問題となっています。
日立大みか工場で培ったDXノウハウを社会・公共インフラ分野向けに適用し、業務分析からシステムインテグレーションまで一気通貫のサービスを提供します。

ΞυバイβリαーϏス・ࣗ ಈԽインテグレーション

近年サイバー攻撃はますます巧妙化し、リモートワークの増加に伴い、そのリスクは増大しています。
さらに製造現場においては、現場設備や IoT 機器が外部ネットワークへ接続するケースも増えており、これまでとは違ったアプローチでセキュリティを確保する必要があります。
こうした背景から、製造現場の通信ログ監視をするシステムを構築し、危険な振舞いを感知した際には、製造現場のネットワーク通信を一斉遮断するなど、工場の高いセキュリティを実現しています。
変化するIT 環境に対応するため、より効率的かつ信頼性のあるシステムを導入・開発し高いレベルで工場のセキュリティを確保しています。

ஙߏかΒकる情報システムͷܸ߈৔をαイバー޻

˔Ϟϊͮ͘Γʢ生産技術・生産システムʣ・情報システム෼໺

ଟ༷Խ͢る੡品ニーζʹԠえるϋーυ設計とϞϊͮ͘Γ技術 Τίσβイン（ΧーϘンϑοトプリントೝ証౳）ͷଅਐと੡品ڥ؀๏ن制΁ͷରԠ
重要な社会インフラを支える制御盤や電子機器は、さまざまな製品分野と多様化する製品ニーズ
によって、多品種গ量生産となっています。これらの製品に対して分野をԣ断し信頼されるハード
設計を行い、変化のগないモノづくりの実現をめざして日々改革を進めています。
一方で、DX（デジタライゼーション）技術・コア技術の開発にも注力し、製品の Quality（品質）、
Cost（コスト）、Delivery（納期）、の向上を追ٴしています。この中で培った知見・ノウハウを
自社の革新のみならず、サービスとしてお客様に提供することにより、社会全体の課題解決をめざ
しています。

カーボンニュートラル達成に向けた取り組みが本֨化してきた昨今、製品の環境への影響を最小
限に抑えるため、エコデザインが重要な要素となっています。
エコデザインは、製品のण命全体を通じてリソースの効率的な使用を促進し、廃棄物を減গさせる
ことを目的としています。特に、原材料調達から廃棄・リサイクルに至るまでのライフサイクル全体
を通して排出されるೋࢎ化炭素（CO₂）排出量に着目した「カーボンフットプリント」は、今後多
くの国・地域で取り入れられるとߟえられているため、第三者ೝ証の取ಘを促進し、世の中へ発
信しています。
また、製品に含まれる化学物質に関する環境法規制も強化されてきています。法規制を९守する
ためには、サプライチェーンを通じて、製品を構成するす΂ての部品に含まれる化学物質を調査、
೺Ѳし、ې止される有害物質の排除を推進しています。

֤分野ʹお͚る制御システムͷ品質保証׆ಈ
品質保証部門は、「日立ブランドの信頼」を守る品質の番人であり、常にお客様の立場に立ち、上流工程から信頼性、性能、保
守性などの؍点から製品をチェックするだけでなく、全ての部門と連携し、品質の確保とさらなる向上に取り組んでいます。電力・エ
ネルギー、水環境、మಓ、産業など社会を支える制御システム製品に対して、自分たちが培ってきたオペレーションテクノロジー（OT）
や先進的な検査技術を取り入れることで、お客様に安心と信頼を日々 提供し続けています。

Ϟϊͮ͘Γʹ関わる֤部໳と連͠ܞた品質保証׆ಈ
社会インフラを支える制御システム製品は高品質、高信頼性が要求されています。それらは、365日・2�時間の使用を૝定したハードウェ
ア・ソフトウェア、維持保守サービスを含めた全てのライフサイクルをߟ しྀたシステム設計により実現されています。研究開発から設計、
製造、保守サービスに至る全ての部門と連携し、制御システム製品の高品質を支えるため品質保証活動に取り組んでいます。

੡品ධՁ
品質保証部門として、製品製作の最上流のஈ֊からプロジェクトに関わり、常にお客様の立場に立って製品をධ価します。ハードウェ
アおよびこれらを構成する部品やコンポーネントの信頼性確ೝに加え、システムの出荷検査、システムの改修（ハードウェア改修、ソ
フトウェア改修）の場内試験を実施して合൱൑定を行い、お客様に納入するલに֨ݫな出荷൑定を行います。

੡品ݧࢼ
試験のஈ֊では、実際の製品に৮れながら最ऴ的に全体システムの品質をつくり上げています。また、ハードウェアとソフトウェアを
一体化したプロダクトの製品ධ価も実施し、「トータルの品質保証」を実現しています。

運సࢼ地ݱ
工場から出荷した製品をお客様へ納入した後、実際にプラント実機と接続して試運転を実施します。試運転を通じて、お客様の
運用に合うように調整を行います。զ々の活༂の場は、国内はもとより、アジア、欧米各国など世界中に޿がっています。

৽事業ʹ͚޲た品質保証׆ಈ
IoT、DX 時代の౸来により、データ利活用による新しいサービスの創出に向けた製品提供が求められています。AI やデジタル
ソリューション、ロボティクスなどを活用し、お客様との協創による新しい品質保証に௅戦しています。

システム品質保証෼໺ޚ੍˔

企業の社会的੹任とए年エンジニアのҭ成のため、ೆ極ӽౙୂへメンバーを೿ݣしています。ೆ極؍測ધ「しらせ」にもզ々の製品が౥ࡌされています。

TOPICS ੈքで׆༂͢る品質保証部

制御システムの安定稼働に加えて事業変革に向けたDX活動を支える、制御システムのセキュリティをライフサイクル全般でサポートしています。重要インフラをはじめとする制御システムで次のソリューションを
提供しています。
・DX活動まで見据えて標準規格やガイドラインに基づきセキュリティの導入を支援するコンサルティング
・制御システムと情報システムの技術・ノウハウを組み合わせ、セキュリティスキルを育成するサイバー防衛訓練
・制御システムへのセキュリティ施策を提案・構築するシステムインテグレーションサービス
・制御システムのセキュリティ運用を見守るセキュリティ監視・分析支援サービス
国際標準化活動や産学官活動などの社会貢献とあわせて、OT（Operational Technology）・IT 統合の知見を活かし、お客様の制御・IoTシステムのセキュリティを強化していきます。

SDGsやESG投資への対応など、企業は環境に対する社会的責任が求められ、解決に向けて積極的に取り組むことが期待されています。
日立では、製品・生産活動を環境視点で「見える化」することにより、お客様にて分析・対策・公開を容易に行える環境情報管理ソリューションを提供します。

制御システムͷ%9׆ಈを支えるηΩュリテΟͷಋೖ支ԉ

お٬༷ͷܦڥ؀営をʮݟえるԽʯ͠ ɺ分ੳ・վળを支ԉ͢るڥ؀情報管理ソリューション

日本科学技術連ໍ主࠵のソフトウェア品質シンポジウム（SQiPシンポジウム）などの社外発දを積極的に行っています。2019 年、2022 年には品質保証部のメンバーが「『SQiP Best Paper/
Report E⒎ ective Award』（実ફ的で、現場で品質向上にす͙ に役立つもの）」を受৆しました。

TOPICS ࣾ外発දʹ΋ੵۃ的ʹࢀՃ
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ITσジタル統ׅ本部

ITとσジタルͷ׆用で೔ཱͷ੒長ྗとऩӹྗをߴΊɺࣾ ձイϊϕーションͷ実͢ݙߩʹݱる。

IT デジタル統括本部は、日立グループ全世界30万人以上のユーザーへ、

ITソリューションを提供することで日立の成長を支えています。日立グルー

プがグローバルレベルの社会イノベーションを実現するためには、グループ

全体の経営をサポートする、IT の力が欠かせません。特に、最近は IT に

よるイノベーションと新たな価値創造に期଴が高まっており、IoT 時代のイ

ノベーションパートナーをめざす日立グループにおいて、データアナリティク

スを活用し、グループ内の協創とシナジーを加速させ、事業を変革するこ

とが重要になっています。

私たちのミッションは、ᶃ日立がかかえる経営・事業・業務の課題やニー

ズを発見し、テクノロジーとデータを駆使して、課題解決や価値創造へ導

くこと、ᶄ IT の高度化とデジタルトランスフォーメーションを全社推進し、

全体最適な共通プラットフォームを提供することです。そのため、各事業・

各業務の課題を個別に೺ѲしながらITソリューションを提供するアカウント

対応がメインの部門と、ITソリューション・サービスの開発と運用がメイン

の部門に分かれ、相ޓに連携しながらITとデジタルの活用推進に取り組

んでいます。

IT STRATE(Y � %I(ITAL INTE(RATION %I7ISION

卒業学部学科系統

事業分野

職種紹介

ࣾ಺ IT・ηΩュリテΟ（システムΤンジニΞ）

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

IT デジタル統括本部には、大別して以下5つの領域があります。
選ߟ参加લにر望領域をおฉきし、入社後഑属時の参ߟ情報とさせていただきます。
・デジタルトランスフォーメーション推進
・経営情報システムの設計、開発、運用
・基盤プラットフォームサービスの企画、運用、提供
・グローバル ITインフラの設計、構築、運用
・ITソリューション提案、導入支援

所在地 お問い合わせ先

東京地区　〒101-8608　東京都千代田区外神田一丁目18番13号（秋葉原ダイビル）
઒崎地区　〒212-0058　神ಸ઒県઒崎市幸区ࣛ島田一丁目1番2号（日立システムプラザ新઒崎）

人ࡒ統ׅ本部
人事ۈ࿑本部  タレントΞクイジション部
rFcruit.corporatF.RW@hitachi.com

事業領域

特長的な技術

日立グループのグローバルITインフラを、戦略から展開まで横断的にマネジメントしています。グロー
バルコミュニケーションを促進し、社員の多様な働き方を支えるITインフラを提供しています。
＜主な領域・サービス＞
・ネットワーク  ・セキュリティ
・コラボレーションツール（メール、チャット、Web 会議システム等）
・クライアントデバイス（PC、スマートデバイス、仮想環境等）

日立グループのデジタルトランスフォーメーションを推進し、事業競争力強化への貢献をめざしています。
＜主な領域・サービス＞
・データアナリティクス支援 ・RPAサービスの提供
・IoT 化支援 ・Lumadaの社内環境整備

σジタルトϥンスϑΥーメーションਪਐ

グループグローバル約700社（連結子会社）、従業員約30万人という巨大組織の ITを統制して
いるITデジタル統括本部。各ビジネスユニットおよびグループ各社の独立性を尊重しながらも、
ますます求められるITデジタル技術による事業成長への貢献とITコストの削減・セキュリティリス
クへの対応を推進すべく、グループ全体を俯瞰した共通施策の実現も必要です。この事業セグメ
ントごとの迅速な判断と、共通施策の実現を両立するため、日立グループの IT 部門は、組織を
2階層で構成しています。
具体的には、ITデジタル統括本部が日立グループ全体を統制し、それぞれのビジネスユニット・
グループ会社の IT 部門と連携し、施策を展開しています。
また、ヨーロッパ・アメリカ・中国・インド・シンガポールに IT 統括責任者を設置し、グローバル
なIT 共通施策の実現を進めています。

ࣾ಺IT部໳ͷ૊৫ߏ଄

経営戦略上の意思決定に必要な高度な経営基幹システムの提供等を通じて、高付加価値・高
効率なコーポレート業務に貢献すべく、各コーポレート部門の業務改革を支援しています。
グループ共通の基幹システム・ERPを設計・提供することで、日立グループの経営情報の見え
る化を推進し、経営・事業運営の支援を行っています。
＜主な領域・サービス＞
・経営基幹システム（財務、調達、営業、人財システム等）

営情報システムͷ設計・開発・運用ܦ

ここでは、日立製作所の各ビジネスユニットやグループ各社の特徴やそれぞれの課題に合わせ、
ITデジタル統括本部が持っているさまざまなソリューションを提案・導入支援していきます。
ITデジタル統括本部の顔としてフロントに立ち、ユーザーと最も近い立場で業務を行うため、「ア
カウントSE」と呼ばれる部門です。

日立グループ共通プラットフォームに関するサービスの企画・運用・提供を通じて、日立グループ
の経営情報の見える化を推進し、経営・事業運営の支援を行っています。
＜主な領域・サービス＞
・日立グループ共通プラットフォーム（ERP・財務会計システム）

ITソリューションఏҊ・ಋೖ支ԉ

ڙըɺ運用ɺఏا൫プϥοトϑΥームαーϏスͷج

グローバルITインϑϥͷ設計・ߏங・運用

生成 AI の活用は業務をܶ的に変える可能性がある一方で、情報流出・漏えいなどのリスクが૝定されます。そのため、日立では生成 AI の仕様を理解し、社内規程の下に申請・ঝೝの手
続きを経た上で利用するようにप知徹底しています。
さらに、生成 AI のઐ門家とビジネス部門が集結し活用を推進するCoE 活動に参画し、生成 AI 活用による社内業務の品質と生産性の向上に貢献していきます。

TOPICS 生੒AIͷ׆用ɹ೔ཱ͸業務ͷ品質と生産ੑͷ্޲をΊ͟͠ɺ࠷৽ITテクϊロジーで͋る生੒AIͷ׆用をਪਐ

日立製作所

ITデジタル統括本部CIO

・・・

グローバル5
地域

IT部門

IT部門

IT部門
・・・

子会社

IT部門

IT部門

IT部門

・・・
子会社

IT部門

IT部門

IT部門

・・・

子会社

IT部門

IT部門

IT部門

・・・

子会社

※BU：ビジネスユニット(事業部)

BU
(日立製作所内)

IT部門

BU
(日立製作所内)

IT部門

グループ会社
AAAA

IT部門

グループ会社
AAAA

IT部門

˔ IT σジタル統ׅ本部と೔ཱグループ

˔主ཁ�分野 事業領域

その他

最新 ITテクノロジーに常に目を向け、それらを積極的に活用することで、ITインフラの俊敏性・効
率性・堅ろう性を高めるとともに、企業変革とグローバル事業拡大に貢献します。
2024日立グループ IT 中期計画では、5分野に着目し、日立グループでの適用検討を推進してい
ます。
また、生成 AIなどの注目すべき最新 ITテクノロジーに対して、リスクを踏まえた業務への活用を検
討しています。

❶ IT for Sustainability
環境データの集約・可視化の促進やCO₂ 排出量が少ないデバイスやサービスの導入により、日
立グループのカーボンニュートラル実現を支えるITサービスを提供します。
クラウド化を推進するとともに、日立全体としての使用電力量削減の可視化を進めています。
❷ Work-style Transformation
グローバル協業の促進と従業員エンゲージメントの向上を実現するために、次世代の働き方改革と
オペレーション改革によるQoL 向上をめざします。

2023 年度では、問い合わせの自動化、コミュニケーションデータからのエンゲージメント分析などに
取り組んでいます。
❸ Democratization of DX
一般従業員によるデジタルリテラシー向上を促す基盤環境の構築と人財育成を通して、DXの民
主化による従業員一人ひとりのエンパワーメントを実現します。
従業員がDXを進めるための基盤・ツールの展開と人財育成を推進しています。
❹ Edge & Cloud Computing
「クラウドファースト」と「アセットライト」を前提に、ハイブリッドクラウドやエッジの活用など、先端
技術の迅速な適用を進めます。
生産・製造、研究・開発環境からクラウドリソースをセキュアに活用できるIT 環境 /サービスの提
供を推進しています。
❺ Trust & Resiliency
ゼロトラストをベースとしたサイバー攻撃への自動対処や、セキュリティ運用の自動化により、安心・
安全なデータ流通を支えるセキュリティプラットフォームを提供します。
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Ϟϊͮ Γ͘ઓུ本部

೔ཱグループશମͷグローバルなϞϊͮ Γ͘ྗڧԽをਪਐ。
日立グループが社会イノベーション事業をワールドワイドに展開していく、ま

た環境負荷低減等の新たな事業課題に対応する上で、グローバルなモノ

づくり力強化（設計・開発技術、製造技術力、サプライチェーンマネジメン

ト等）がますます重要となっています。

モノづくり戦略本部は、コーポレート部門として日立グループԣ断的なモノ

づくり戦略の策定・展開等を担うプロフェッショナルなグローバルエンジニ

ア集ஂとして、主に以下の活動を行っています。

（1） モノづくり拠点共通の重要課題（デジタル活用、グリーン対応、現場

力強化）に対応する戦略の策定と展開による、事業部門のモノづくり

改革のݗҾ

（2） 日立が保有する༹接、ர造、加工をはじめとするモノづくり基盤技術

の高度化

（3）将来のモノづくりを担う人財（エンジニア）のҭ成

（�）日立グループ内のアセット（資産）の有効活用

MONO;U,URI STRATE(Y %I7ISION

所在地 お問い合わせ先

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

職種紹介

੡଄・生産技術（೔ཱグループϞϊͮ͘ΓઓུͷཱҊと実行）
・日立グループのモノづくり戦略策定
・事業部門におけるモノづくり改革の支援
・モノづくり人財ҭ成施策の推進

本社地区
〒101-8608 東京都千代田区外神田一丁目１̔ 番１̏ 号（秋葉原ダイビル）

人ࡒ統ׅ本部
人事ۈ࿑本部 タレントΞクイジション部
rFcruit.corporatF.RW@hitachi.com

事業領域

日立グループの強みは、ITとOT、多岐にわたるプロダクツを保有していることです。社内の研究
所や IT 部門と連携し、IoT、AI 等の世界最先端のデジタル技術を駆使し、モノづくりDXに取
り組んでいます。
①設計・開発の高度化
販売から保守までの製品ライフサイクルのデジタル情報を活用し、高度なシミュレーションで設計
段階から生産性・品質の向上と環境負荷低減を図ります。
②サプライチェーンマネジメントの高度化
世界の需要変動やリスクに対応するため、部品・材料の調達から製造、検査、販売、保守サー
ビスまで、E2E（End to End）でデジタルデータを用い高効率化を図ります。
③製造の高度化
製造に関わる人（huMan）、設備（Machine）、材料（Material）、方法（Method）の 4M
データをデジタル化します。さらに、見える化や分析を行うことで、製造現場の改善活動を効率的
に行い、飛躍的な生産性向上と製造品質の安定、向上を図ります。

脱炭素社会の実現、高度循環社会の実現はワールドワイドでの社会課題となっています。日立グ
ループでも重要課題と位置付けて取り組んでおり、モノづくり分野としては以下の取り組みを行っ
ています。
①カーボンニュートラルの実現に向けたCO₂ 排出量削減
2050 年のカーボンニュートラルの実現に向けて、製品・サービスが発生するCO₂や工場・オフィ
スで発生するCO₂の削減が必要です。そのため、デジタル技術によるCO₂ 排出量やエネルギー
使用量の見える化を図るとともに代替エネルギーへの転換等のCO₂ 低減施策を促進しています。
②サーキュラーエコノミーの実現に向けた廃棄物ゼロ化
サーキュラーエコノミーの実現には、3R（Reduce, Reuse, Recycle）の取り組みが不可欠です。
そのため、環境にやさしい製品づくりのためのエコデザインの適用、廃プラスチックの再利用化な
どに取り組んでいます。

モノづくりの高度化には、これまで日立が培ってきた、溶接、鋳造、加工をはじめとする、モノづく
り基盤技術やノウハウの活用が不可欠です。
熟練技術者が保有していた優れた技術やノウハウを次世代へ継承、発展させるには、デジタルの
融合と将来を担う人財育成が重要となっています。
①モノづくり基盤技術の強化
社内の研究所と連携し、AI（人工知能）等の先進技術を用いて基盤技術のデジタル化を進め、
高度化を図っています。また、近年はグリーンにも注目し、環境負荷低減技術の開発も進めてい
ます。
②モノづくり人財の育成
将来のモノづくりを担う人財の育成も大きな課題で、例えば IE（Industrial Engineering）スキ
ルレベルに応じた認定制度の導入による、生産改革を牽引する上級技能者の育成や、日立グルー
プ内の多様な生産技術を身に付けるための社内ローテーション制度による若手・中堅エンジニア
の育成を推進しています。

σジタルʹΑるϞϊͮ͘Γͷߴ౓Խ（%9: %iHitaM TransGormation）

Ϟϊͮ͘ΓʹΑるڥ؀ෛՙܰݮ（(9: (rFFn TransGormation）

Խڧ৔ྗͷݱ

コーポレートの立場でモノづくり戦略立案・実行の役割を果たすためには、日立グループ事業部門の理解が不可欠であり、入社後̎ ʙ̏ 年程度は日立グループ内の事業所で実शをしていただく
༧定です。
その上で、コーポレートとしての業務を開始し、̤̟ を̩通じて日立グループのモノづくりリーダーへとҭ成していきます。

TOPICS ҭ計ըڭ

その他
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஌的ࡒ産部໳

営ઓܦ ・ུ事業ઓུʹ合わせた஌ࡒઓུ。 ೔ཱͷ事業と஌ࡒͷਐԽ（グローバルԽ）。
日立は、知的財産活動を重要な事業戦略の一つとҐ置付けており、日

立グループ行動規範において、知的財産およびブランドの保ޢに関する

基本方਑を定めています。202�中期経営計画では、「IP driven Social 

Innovation」をミッションとし、「知財を活用して社会課題解決とDX/GX

事業成長を実現するグローバルリーダー」をビジョンに定めました。グリーン、

デジタル、イノベーションを軸に、知的財産の保ޢや活用を通じて、社会

イノベーション事業のさらなる進化と成長を実現します。

2022年度に「知的財産本部」を「グローバル知的財産統括本部」と໊称

変更し、海外グループ会社との連携強化等、知的財産活動のさらなるグ

ローバル展開を推進しています。

さらに、知的財産に関する日立グループの࢘ྩౝの役割を担う「CIPO」

（Chief Intellectual Property O⒏  cer）を新設し、あわせて、CIPO の

戦略策定や実行を支える組織として「グローバル知的財産統括本部」内

に「CIPO オフィス」を新設しました。CIPO には、社外から経験豊かな

Stephen Manettaをܴえ、グローバル知財マネジメント（海外グループ会

社を含め、グローバルな知財の保ޢ強化および活用促進）の体制強化を

加速しています。

INTELLE$TUAL 1RO1ERTY %I7ISION

卒業学部学科系統

事業分野

所在地 お問い合わせ先

事業領域

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

職種紹介

஌的ࡒ産マネジメント
知財に関するઐ門知ࣝ・スキルをベースに、日立製作所および日立グループの知財戦略ひいては事業戦略を推進します。
戦略の推進にあたっては、発明者や事業部門とのコミュニケーションを通じて、必要な施策（発明のݖ利化を含む）を自らߟえ、提案・実行していきます。
さらに近年は、事業環境の変化に൐って知財部門に求められる役割も変化しているため、新しいニーズや課題へ対応する力が求められています。

日立は、「競争知財戦略」「協創知財戦略」および「IP for society」の三本பからなる知的財産戦略を策定・実行しています。これらの活動がೝめられ、ྩ࿨̎ 年度知
財ޭ࿑৆経済産業大ਉ৆を受৆しました（2020 年 6 月）。

知財ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ

目標設定

知財マスタプラン

知
財
戦
略
策
定

権利活用 他社知財
リスク対策

事業戦略

知財ポートフォリオ管理

知財ﾎﾟﾘｼｰ

戦
略
実
行

ಈ׆ࡒ૪஌ڝ
一つ目の活動である競争知財戦略は、競争戦略（Competition）としての知的財産戦略であり、
特許ݖを中心とした知的財産ݖの取ಘ・活用をしています。事業に応じてカスタマイズした「知財
マスタプラン」を策定し、強化を図っています。
知財マスタプランの策定・実行に際しては、

（1）知財戦略の策定ஈ֊で事業戦略を೺Ѳし、事業経営に求められている知財の役割を知財活
動の目標として定めること

（2）事業経営から求められている知財の役割を適੾なタイミングで果たせるよう、事業のマイルストン
と同期する知財活動のマイルストンを策定すること

（3）事業部門（経営幹部）と知財部門が一体となって、知財活動の PDCA（Plan
 Do
 Check
 
Act）を回すことが特に重要となります。

これらの活動は、（公社）発明協会఼の全国発明දজの連続受৆（Ըࣀ発明৆、内閣総理大ਉ
৆等の上Ґ৆も含む）、クラリベイト社の「TOP100 Global Innovators」の12年連続受৆、にも
つながっています。

ʲ主な知財活動（例）r知財情報解析（IPランドスケープ、ベンチマークなど）、知財戦略の立案、
知財 / 知財ݖの確保、他社の知財ݖによる事業リスクの低減、知財活用の提案・実行等

,3�3ROLF\�/LEUDU\�IRU�/XPDGD

顧客知財尊重ポリシー 知財留意事項

協創契約支援 �������件�年

顧客と価値検証�3R&�3R9�されたソリューションコア

)*,3%*,3

データ 学習用
データ 学習 学習済

モデル $,生成物 価値
創出

人工知能

3R&：3URRI�RI�&RQFHSW 3R9：3URRI�RI�9DOXH )*,3：)RUHJURXQG�,3 $,：$UWLILFLDO�,QWHOOLJHQFH 
社内向けのもので社外に提供・販売するものではない

データ

情報

著作権
営業秘密等

知的
財産権
�特許等�

知的財産の領域拡大

,3�3ROLF\�/LEUDU\�IRU�/XPDGD

顧客知財尊重ポリシー 知財留意事項

協創契約支援 �������件�年

顧客と価値検証�3R&�3R9�されたソリューションコア

)*,3%*,3

データ 学習用
データ 学習 学習済

モデル $,生成物 価値
創出

人工知能

3R&：3URRI�RI�&RQFHSW 3R9：3URRI�RI�9DOXH )*,3：)RUHJURXQG�,3 $,：$UWLILFLDO�,QWHOOLJHQFH 
社内向けのもので社外に提供・販売するものではない

データ

情報

著作権
営業秘密等

知的
財産権
�特許等�

知的財産の領域拡大
ಈ׆ࡒ૑஌ڠ

I1 Gor sociFty

ೋつ目の活動である協創知財戦略は、協創戦略（Collaboration）としての知的財産戦略です。
お客様やパートナーとの協創が拡大する中、知的財産の対৅を特許などの知的財産ݖ・ஶ作ݖ
や営業ൿີに限らず、情報やデータを含む情報財にまで拡大し、パートナーシップやエコシステム
構築を促進します。
例えば、人工知能（AI）を用いた協創の過程で生まれる知財については、その取りѻいをお客様と
相ஊしてܖ約で柔軟に取り決めることが重要です。グローバル知的財産統括本部では、ຖ年多
数の協創ܖ約支援に関わり、お客様の知財をଚ重し、Win-Win な関係を構築可能な知財の࿮
組みを提案・策定しています。

ʲ主な知財活動（例）r知財 / 知財ݖの確保、ܖ約支援、顧客候補・事業機会の探ࡧ、顧客とのパー
トナーシップ促進・エコシステム構築に向けた知財ポリシーの策定等

東京地区 〒100-8280 東京都千代田区ؙの内一丁目6番6号（日本生命ؙの内ビル内）
উ田地区 〒312-003� 茨城県ひたちなか市ງ832ޱ番地2号（日立システムプラザউ田内）
ԣ浜地区 〒2��-0817 神ಸ઒県ԣ浜市ށ௩区٢田町292番地（ԣ浜研究所内）

人ࡒ統ׅ本部
人事ۈ࿑本部ɹタレントΞクイジション部
rFcruit.corporatF.RW@hitachi.com

˔知的財産ઓུ

�3URGXFW�2	0�27

日立

,3�IRU�+LWDFKL

日立

国際
機関

顧客 パートナー

,3�IRU�VRFLHW\

政府
機関

標準化
機関 大学 ・・・

日立

顧客 パートナー

,3�IRU�FXVWRPHU�SDUWQHU

知財マスタプラン

協創知財活動

競争力強化

守りの知財戦略

競争力強化

守りの知財戦略
�&RPSHWLWLRQ� &ORVH パートナーシップ促進

攻めの知財戦略

パートナーシップ促進

攻めの知財戦略
�&ROODERUDWLRQ� 2SHQ

未来社会のデザイン
社会規範を維持・進化
未来社会のデザイン

新時代の知財戦略 2SHQ
,7��6,�

,R7��'LJLWDO�6ROXWLRQ�

三つ目の活動であるIP for society では、社会課題解決に貢献する知的財産活動に戦略的に取
り組んでおり、公共性の高い特定分野の知的財産を社会規範の維持・進化へ活用しています。
社外ஂ体（੓府、自治体、大学、国連機関、国際的な標準化ஂ体など）と知的財産を通じて連携し、
SDGs 達成に向けた事業への貢献を進めています。
۩体的には、国連機関である世界知的所有ݖ機関（WIPO：World Intellectual Property 
Organi[ation）が運営する環境関連技術のීٴとイノベーションを促進するためのマーケットプ
レイス「WIPO GREEN」にパートナー企業として参画しました（2020年1月）。その後、「WIPO 
GREEN」コアメンバーに選出され、WIPO GREENコアҕ員会に参加しています（世界で選ばれ
た企業 / ஂ体のみ（2023年11月時点で8人））。

ʲ主な知財活動（例）rビジネスモデルやソリューションの検討、オープンクローズ戦略や知財開放ポ
リシーの提案・実行等

環境価値向上に資する知的財産を活用したソリューションの創出に取り組んでいます。
2021年度にグローバル知的財産統括本部に「環境知財強化センタ」を新設し、知的財産面から環境価値向上に貢献するための施策の検討を開始しました。例えば、環境価値向上に資する知的財
産活動の実績をナレッジとして஝積・活用することで日立の事業（特に環境価値）を最大化す΂く、ガイドラインを作成し、社内に展開しました。また、気候変動問題の解決に寄与する風力発電技術を
WIPO GREEN に登録しました。
さらに、コラボレーションを通じて環境知財の実装を加速することでイノベーションを巻きىこしたい、という૝いをWIPO GREENと共有し、動画メッセージとして発信しています。

ʲ:ouTube 動画  rHitachi Brand Channel：環境に貢献する知的財産
https�//www�youtube�com/watch v�8-Ic7YKaEw�

「日立 環境 知財」と検ࡧしていただくと、上هの活動を含めて、環境価値向上に関する日立のさまざまな知財活動の情報がද さࣔれます。ͥひごཡください。

˔環境Ձ஋の૑ग़ʹ͚ͨ޲知的財産׆動

ˎ社内向けのもので社外に提供・販ചするものではない

その他
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 ೔ཱインμストリΞルプロμクπ（ג）

ࣾձイϊϕーション事業を支えるΩープロμクπをグローバルʹఏڙ。
日立インダストリアルプロダクツは 2019 年 �月に、日立グループの大型産

業機器事業を担う会社として日立製作所から分社独立し、新たにスタートしま

した。オーダーメイドの大型産業機器分野において「日立のモノづくり」を主

導するとともに、日立の社会イノベーション事業で重要な役割を担う、モノづく

りのプロ集ஂです。

中 / 大型モータ、ແ停電電源装置・インバーターなどのパワーエレクトロニク

ス製品、圧縮機、ポンプ、試験装置、物流システムといった、社会を支えるキー

プロダクトをグローバルに展開しています。

日立グループが成長のキーワードとしている「デジタル・グリーン・イノベーション」

を軸に、社会イノベーション事業のさらなる進化と成長をめざして、日立インダ

ストリアルプロダクツの௅戦が始まっています。世界にまだない解決策をつくる、

不可能を可能にしていく、そんなワクワクするような௅戦を一ॹにしませんか。

)ITA$)I IN%USTRIAL 1RO%U$TS
 LT%.

卒業学部学科系統

事業分野

所在地 お問い合わせ先

職種紹介

設計開発 生産技術

品質管理 保क管理

管理営業技術޻ࢪ

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

その他

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

進化する技術を製品に反映し、世の中に新しい価値を提供していくことが設計開発を担当するエンジ
ニアの役割です。それͧれの分野ごとにモータやインバーター、圧縮機、ポンプなど産業機器の開
発から製品化までを担います。

生産量の拡大、生産効率の向上を技術面から実現させていく役割を担っています。高度なモノづくり
技術により、最適生産・製品開発を۩現化します。

納入された製品・システムが所定の機能、性能、耐久性などを確実にクリアしているか、徹底的な
技術検証を行い、事業リスクレビューによるロスコスト低減の先手管理を担います。

既納設備に関して、各種診断技術を適用し、ྼ化状態の早期検知や機能維持、༧๷保全、長ण
命化、および省エネ、省力化に向けた機能アップ、メンテナンス業務の役割を担います。

設計・計画に基づいて機器を現地に搬入・据付する上で、工事の計画、材料の調達、工事業者
との調整、顧客とのંি、スケジュール管理、作業の監ಜ等プロジェクトの取りまとめを行います。 

顧客の要望に対して、技術的知見を通じてソリューションを提案し、設計、製造、生産技術、品質保証、
スタッフ部門など、各分野の方を巻き込みながら、顧客への対応を行う重要な役割を担います。

本社 〒101-0021 東京都千代田区外神田一丁目5番1号（ॅ༑不動産秋葉原ファーストビル）

日立事業所 〒317-0056 茨城県日立市നۜ町一丁目1番1号

大みか事業所 〒319-1293 茨城県日立市大みか町五丁目2番1号

౔Ӝ事業所 〒300-0013 茨城県౔Ӝ市神立町603番地

人事اը部 人事ڭҭグループ
用୲౰࠾
TEL : 029-832-8102
ipu-saiyou.Hyoumu.hW@hitachi.com

先୺技術ʹ֤ͮ͘ج 種電ثػؾをఏ͠ڙɺお٬༷ͷ事業展開ʹͯ͠ݙߩい·͢。
ドライブシステム本部は、各種電気機器の設計開発から製作、アフター
サービスも含めた事業を展開しており、日立地区にある生産本部と東京
地区にある事業計画部門から構成されています。日立製作所の創業製
品でもあり100 年を超えるྺ࢙のある電動機の事業を、最新の材料技

術やテクノロジーを駆使しຏきをかけ、国内外を問わず෯޿い顧客ニー
ズに対応する製品を世界に送り出すことで、お客様や社会、環境の価
値向上に貢献しています。

事業領域

˔υϥΠϒシステム෼໺

ΤネルΪーͷޮ཰的׆用を実͢ݱるύϫーΤレクトロニクスԠ用੡品ʹΑΓɺ͋ ΒΏる分野
で࣋ଓՄೳなࣾձを実͠ݱ·͢。
CO2削減やエネルギーの効率的活用にはパワーエレクトロニクスは欠か
せない技術であり、持続可能な社会を支えるキーコンポーネントとしてあ
らΏる製品分野でパワーエレクトロニクス応用製品が活༂しています。
2�時間365日ઈえ間なく稼動する各種重要設備に対して安定した電力
を供給するUPS（ແ停電電源装置）や、大型ファン ŋ ポンプ ŋコンプレッ
サといった産業機器や߭ࢁ用超大型ダンプトラックを電気駆動するため
のモータドライブインバーター、スマートグリッド・஝電システム・再生可
能エネルギー発電などのための系統連系インバーターなど෯޿い分野で

最先端技術を適用した製品を開発・提供しています。高電圧・大電力
をѻうもの、電力系統の挙動に対応した高度な制御技術を必要とする
もの、஝電஑システムのように新しい技術を使うものなど多岐にわたる
課題を、半導体デバイス利用技術、高電圧ઈԑ技術、電力系統、伝
೤、材料、各種シミュレーションなど、෯޿い技術を駆使して製品開発
を進めています。
省エネルギー化や再生可能エネルギー利用拡大など、エネルギーの有
効活用の面で社会を支える製品 ŋシステムを開発 ŋ 提供していきます。

˔ύϫーエϨΫトϩニΫス෼໺

Ұൠ産業電ಈػ・電ྗ・෩ྗ発電分野 ϞϏリテΟ分野 

人々の生活や産業活動の高度化に൐い、電気はますます欠か
せないものになっています。特に自વࡂ害によるライフラインへの
影響はਙ大で、安定した電源確保が不可欠です。日立の自家
発電設備は、社会インフラの一端を担う重要な設備として、不測
の停電や自વࡂ害などのඇ常時に信頼性の高い電源を供給しま
す。ඇ常用自家発電設備のほかにも、工場・施設の省エネお
よび CO2 削減を目的として、コ・ジェネレーション発電システムな
どの高効率の常用発電設備を提供します。電気・機械・制御、
プロジェクト管理系のエンジニアが活༂しており、これらの分野の
人財を求めています。

分ࢄ電ݯ・ࣗՈ発電分野 

日立製作所の創業製品である電動機は、100 年を超える伝統
に支えられた設計・製造技術により進化を遂げてきました。結果、
日立の電動機は、社会基盤を支えるキーデバイスとして、発電・
産業・ަ通などに適用範囲を޿げ、さまざまな用్で利用されて
います。さらには、近年の IoT やデジタル技術の進化を取り込み、
デジタルイノベーションを加速する日立のソリューション Lumada
を適用することにより、製品の実稼働情報を分析し、機器のަ
時期を༧測する診断技術の開発も行ってきました。プロダクト׵
とデジタル技術の融合により、設計から運用・保守までのライフ
サイクル全体を対৅に、今後もお客様のニーズに合わせた新た
な価値を提供していきます。

新幹線に代දされる高速మಓ車両用電動機は、高効率、小型・
軽量、省保守化のニーズに応える΂く、最先端シミュレーション
および解析技術、最新の材料技術を駆使し製品化を実現してい
ます。環境に対する世界的な意ࣝの高まりから、మಓ事業は今
後も成長分野とҐ置付け、次世代の電動機の設計開発にも取
り組んでいます。産業用やమಓ車両用電動機で長年培われた
技術、知見はマイニングダンプトラック用の発電機や૸行モータ
にも応用されています。高い૸行性能に加え、ݫしい環境下に
も耐え世界各国で安定稼働を続けています。モビリティ分野では、
̨̚ ̜౤資の高まりによる電動化がいっそう加速します。日立はこ
れまでのグローバル市場で養われた技術力、高い信頼性を෢器
に新たな電動化にも積極的に௅戦し続けていきます。

ੈքதͷ͞·͟·な৔所でະདྷͷࣾձͮ Γ͘ʹͯ͠ݙߩい·͢。
機械システムʗメカトロニクス分野では、主に水、空気、ガスをコントロー
ルする圧縮機、ポンプ、送風機などの産業機械の研究、設計・開発、
製作を行っています。また、さまざまなプラントにおいて、ロジスティクス
を支援する物流関連システムを製作しています。そのほかにも、次世代
向け製品として、๷ࡂ・省エネ関連製品やࡂ害対策として試験機の研

究、設計、製作なども行っています。これらは、社会、産業のためにな
くてはならないものばかりです。機械システムʗメカトロニクス分野は、そ
の活༂のフィールドを、国内はもとより、޿く海外に拡大しています。私
たちは、長年積み重ねてきた研究開発や技術の伝ঝに努め、世界中
のさまざまな場所で未来の社会づくりをお手伝いしています。

˔機械システムʗメΧトϩニΫス෼໺

国際的に脱炭素化の機運が高まる中、燃料・原料、発電、給電、ফ費など社会のあらΏる産業活動において、日立インダストリアルプロダクツ
は環境価値を創造する企業として、「環境負荷を軽減する製品・サービスの提供」でカーボンニュートラル社会の実現に取り組みます。
例えば世界の資源۷࠾市場で活༂するダンプトラック。当社はモータ・インバーターによる電気駆動システムを提供することで、車体の૸行・制御
性能の向上や電動化によるCO₂ 削減などの環境性能の向上に貢献しています。そして CCS（※）用 CO₂ 圧縮機。CCS は工場や発電所など
から排出されるCO₂を大気放ࢄするલに回収し、地下へ貯ཹする技術です。CCS はブルー水素やブルーアンモニア生産時に発生するCO₂を地
下に貯ཹする目的でも利用されます。分཭・回収した CO₂を地中に圧入する圧縮機は CO₂ の排出削減に貢献します。

※ Carbon dioYide Capture and Storage：ೋࢎ化炭素回収貯ཹ

TOPICS ೔ཱインμストリΞルプロμクπͷڥ؀Ձ஋૑଄΁ͷऔΓ૊Έ
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電ྗ

産業・ྲྀ ௨

水

౎ࢢ開発

鉄道

ۚ༥

ڞެ

情報௨৴

ϔルスέΞ

Ո電

ࣗಈ車

電ࢠ装置

開発ڀݚ

設計開発

システム
ΤンジニΞ

生産技術

品質保証

営業技術

஌的ࡒ産
マネジメント

ͦͷଞ

事業分野

募集職種

情報社会を支えるために、一ॠたりとも停止
することが許されない情報・通信システムを
安定稼働させるための電源設備として、ແ停
電電源装置（UPS）が޿く導入されています。
UPS の重要性は年々高まっているとともに、
ユーザーのニーズは高度に多岐に拡大してお
り、2�時間365日の連続給電信頼性を実現
するシステム構成や、低ランニングコスト（経済性・省エネ性）、小型・軽量化、拡ு性、省力化といっ
たものが要求されています。UNIPARA（ユニパラ）の技術はデータセンター向け UPS の標準技術となっ
ています。小容量から大容量システムまで、用్に応じた最適なUPSシステムを提供するために、市
場ニーズに応じた製品開発、お客様ຖのシステム計画、製品の設計 ŋ 生産を一貫して行っています。

ແఀ電電ݯ装置（U1S） 
高圧モータを直接駆動する高圧ダイレクトインバーターを提
供しています。高圧ダイレクトインバーターは、多重変圧
器と多ஈ直ྻ接続したインバーターによって、高い変׵効
率で可変प೾数の正ݭ೾ަ流電圧を出力できるもので、
設備の制御性向上や省エネルギー化に貢献しています。
新素材 ŋ 新工法の適用や、電磁界解析や೤流解析等
の多岐にわたるシミュレーション技術を駆使した合理的な
構造 ŋ 装置構成によって、小型 ŋ 軽量化のニーズに応
えています。
今後も、高機能・高性能・高信頼性などユーザーニーズ
にあったドライブシステムの開発を進めていきます。

産業用ߴѹϞータυϥイϒインバーター 

2�時間、365日、ٳむことなく稼働する社会システム（水処理システム、ަ通システム、通信システムなど）や、最先端の半導体製造装置や医療機器に࠾用され
ているコンϐュータやコントローラーは、長期安定稼働と長期供給が求められています。また、近年のサプライチェーンのグローバル化や、IoTを活用したモノづくり・サー
ビスの革新には、単なる制御機能だけでなくセンサーなどからのリアルタイムデータを収集し、情報システムと連携するエッジコンϐューティングが求められています。
これらのニーズに応える製品として、長期稼働を支援するRAS 機能（Reliability
Availability
Serviceability）を౥ࡌした産業用コンϐュータ「HF-Wシリーズ」、
またこの産業用コンϐュータに PLC 機能を統合することで、設備（OT）と情報（IT）とのシームレスな連携を実現し、リアルタイムデータの収集機能、データ解析、
エッジ処理を行うIoT 対応産業用コントローラー「HF-W/IoTシリーズ」の開発、設計を行っています。

産業用ίンϐュータɺ産業用ίントローϥー

日本の国౔は、ࢁが多く海に囲まれています。国内のインフラ
を整備するためには、都市や町をつな͙ ためのトンネルが必要と
なってきます。トンネル内では通行車両から発生する排気ガスを
排出する׵気設備向けの大型軸流׵気ファンやジェットファンな
どが使われています。そのほかにも、火力発電所や製మ所向
けの大型軸流・遠心ファン、下水処理場向けのターボブロワ、
新幹線の車内׵気用遠心ファン、原子力׵気空調用遠心ファ
ン、自動車実験風洞用大形軸流ファンなどがあります。高度な
技術が要求される送風機は、単品受注生産品のため、設計、
製作、施工、アフターサービスまでを一貫体制で行っています。

ૹ෩ػ 

モノづくり技術では、開発製品を۩現化するための技術の革新
が求められています。߯材をさまざまな形に変えるために、機械
加工、接合・༹接、組立といった技術に関してモノづくり技術
の研究・開発を行い、より高品質で信頼性のある製品をつくり
続けています。羽根車を製造するモノづくり技術に関しては業界
トップレベルです。౔Ӝ事業所では、モノづくり技術開発によ
り世界一の最先端機械工場をめざしています。

Ϟϊͮ͘Γ技術 

お客様の要求にグローバルかつタイムリーに対応するため、国内・海外の研究機関と連携して研究開発を行っています。大型ポンプおよび圧縮機の流体性能やロータダイナミクスなどの信頼性に関する技術
開発により高性能化、低コスト化をめざします。

 開発ڀݚ

水不଍の問題は、世界のさまざまな地域で深ࠁ化しています。それ
らを解ফするためのプロジェクトが多く立ち上げられ、ポンプの需要
も৳び率を上げています。当事業本部では大型機種のポンプがメ
インとなり、上下水場、排水機場といった国内公共分野から、原
子力、火力といった発電所向けのポンプまで取りѻっています。ま
た海外展開として、世界の大型プロジェクトにも参画し、数多くの
ポンプを納めています。エジプト・アラブ共࿨国では、࠭യ地ଳを
྘の大地に変える大型プロジェクトの中核をなす、世界最大ڃのト
シュカポンプ場の基本設計からシステムエンジニアリング、主ポンプ、
電動機、制御システムの設計、製作、据付までを行いました。最
大ຖඵ33�トン、ຖ日、東京ドーム23ഋ分の水がエジプトの大地
を५しており、पล地域では、ポンプ場の用水を利用して、トマトや
メロン、タマネギ、ϐーマンなどの࠿培がスタートしています。

ϙンプ 

FPSO（Floating Production Storage and O⒐  oading）とは、
ધഫ上に設けたプラントで、海底から原༉、ఱવガスなどを回収、
貯蔵、積出する石༉プラットフォームの一種です。FPSO に設
置される圧縮機には、高いు出圧力に加え、サイズの小型化、
ৼ動へのྀߟなどさまざまな性能が求められます。当社の圧縮
機は、最新の技術をもってこれらの要求に応えており、グローバ
ルな FPSOプロジェクトに参画しています。

（写真提供：三Ҫ海༸開発株ࣜ会社）

プロηスѹॖػ
քͷੈ͕ػたѹॖ͠࢖ۦ৽技術を࠷
ΤネルΪーෆ଍ʹݙߩ
ʙ '1SO プロジェクト΁ͷࢀըʙ 

動的に、੩的に地਒動を再現。構造物、建築物の耐਒性を
設計ஈ֊で的確に೺Ѳできます。長手方向ʶ1m のロングスト
ロークがあり、長प期の地਒動を再現し、يಓ・୆車・車両な
どの地਒的における挙動を解明することによって、脱線๷止策
などの研究開発に貢献しています。

地਒シϛュレータ
長पظ地਒ಈʹରԠ͠た実ݧシステム 

エドモンストンポンプ場は、カリフォルニア北部水源から約
1
100km ཭れたೆカリフォルニア地域に送水するための最重
要設備となるポンプ場です。カリフォルニア北部からೆ部に送
水するためには、テハチャϐࢁ地（最高ๆ2
�00m）を通過する
全長約16km、標高差約600m の送水トンネル（最大送水量
ຖඵ約120m�）が使われており、揚程約600m の世界最大ڃ
のポンプ1�୆が現在稼働しています。1୆あたりのポンプ出力は
8万അ力で、これはジャンボジェット機のഅ力に相当します。エド
モンストンポンプ場はカリフォルニアで最も電力ফ費量が多い設
備の一つでしたが、今回の世界最高レベルの高効率ポンプ導
入により、電力ফ費量を大෯に削減し、省エネルギー化に貢献
しています。また、適正な強度設計と適੾な材料選定により、
設備の信頼性を高め、安定した水供給が可能になりました。

ϙンプ
8 ສഅྗͷϙンプ͕安ఆͯ͠
水をڅڙ
ʙΤυϞンストンϙンプ৔ʙ 

「探さない」「าかない」をめざし、ϐッキングの新しい࢟を஀生さ
せました。Racrew が縦ԣແਚに૸りまわり、ラックごと自動搬
送することにより、集品作業の省人化を図ることができます。

෺ྲྀシステム
খܕ௿চࣜແ人ൖૹ車ʮRacrFwʯ 

持続可能な社会の実現向けて、世界中で脱 CO₂・代ସエネル
ギーの技術革新に向けた動きが加速しています。
当社は、CCS（Carbon dioYide Capture and Storage）のプ
ロセスで分཭・回収されるCO₂や、燃ম時に CO₂を排出せず
石炭火力発電の代ସ燃料として期଴されているアンモニアなど、
さまざまな気体（ガス）を圧縮・輸送する圧縮機を世界各地の各
種プラントに納入することで、環境価値創造に貢献しています。
また、圧縮機はプラントの心ଁ部として30年以上にわたり使用
されます。近年では、プラントの長期運用で変化するお客様の
さまざまなニーズに対応するため、圧縮機の改造など、ソリュー
ション事業にも積極的に取り組んでいます。

プロηスѹॖػ 

物流システムは、主にメーカーの工場、物流センターで用いら
れるシステムで、商品の管理や作業者の荷役業務をサポートす
るために使われています。当社では、ϐッキングの新しい形を実
現した小型・低চࣜແ人搬送車「Racrew」や、商品やデータ
管理をする「HITLOMANS」、荷役業務を支援する「リムソータ」
を中心とした製品展開をしています。また、同業メーカーの設備
を含めたトータルシステムの提案や、エンジニアリングから製品
の構築、納入、アフターサービスまで一貫したサービス展開を行っ
ています。

෺ྲྀシステム 

試験機事業は、構造物、高Սڮ、原子力機器などの地਒時
の挙動解明や、世界最高ๆをめざす新幹線の研究開発を支援
する動的力学試験システムの開発・設計・製作を行うものです。
地਒ࡂ害の軽減や新幹線の૸行安全性向上などを通じて、社
会の安全・安心を支えています。また、東日本大਒ࡂの地਒
で高૚の建物にඃ害をもたらした、長प期地਒動に対応した実
験システムを開発し展開をしています。

 ػݧࢼ

特長的な技術

ަ流可変速ドライブシステムは、パワーエレクト
ロニクスおよび制御技術の進า・発展により
性能がඈ༂的に向上し、మ߯プラントへの適
用も定着しています。ަ流可変速化による高
応౴化・高効率化・界磁制御範囲の拡大に
よって、生産性・品質のඈ༂的な向上、省保
守化、省エネルギー化などの成果が多くのプラ
ントで達成されています。日立では、圧Ԇ機駆
動用としての豊富な経験と実績をもとに、高度
な解析技術と最新の生産設備、品質管理のも
と、高性能・高品質・高信頼性のަ流可変
速電動機を製作し供給しています。

鉄߯用ަྲྀՄ変଎電ಈػ 

近年の省エネルギー化の要求からమಓ車両に
おいてもফ費電力量を低減する技術の開発が
進んでいます。మಓ車両においてফ費電力量
を低減するためには、力行（加速）時のফ費電
力量の低減、回生（ブレーキ）時の回生電力量
の増加が重要であり、これらを実現するために
は、మಓ車両を駆動するための電動機の高効
率化が有効です。మಓ事業製品を෯޿く持つ
日立グループの強みを活かした製品開発や実
際にమಓ車両に౥ࡌ૸行するフィールド試験を
行い、世界トップクラスの高効率Ӭ久磁石同
期電動機を製品化し市場に供給しています。

鉄道車両用Ӭ࣓ٱੴಉظ電ಈػ

ڃで۷削される߭石運搬用の300ʙ500tࢁ߭
（車両総質量）の超大型ダンプトラックは制御
性、高効率化のため電気駆動になっています。
エンジン駆動で発電した電力でインバーター制
御電動機によりトラックを駆動します。その発電
機、電動機を開発および製品化しています。

௒େܕμンプトϥοクۦಈ用発電ػɺ電ಈػ 

日立では、各種産業に用いられるコンプレッサ、
ポンプ、ファンを駆動する高圧大容量電動機
や、మಓ車両用の電動機を日立創業以来、
供給し続けており、時代とともに変化するニー
ズに合わせた開発を行っています。開発߲目は、
温度、ৼ動、૽Իなど多岐にわたるため、チー
ムワークを結集して各種のシミュレーションを駆
使しながら開発を行っています。

֤種産業用電ಈػ 

˔υϥΠϒシステム෼໺

˔ύϫーエϨΫトϩニΫス෼໺

˔機械システムʗメΧトϩニΫス෼໺

ट都高速中ԝ環状新॓線（ࢁ手トンネル）は、東京のࢁ手通り
の地下30mを૸る全長約11km の地下トンネルです。このࢁ
手トンネルの開通により、ަ通が分ࢄし、都心へのアクセスが
スムーズになりました。当社ではࢁ手トンネルに׵気設備と9つ
の׵気所の׵気自動制御設備を納入しています。׵気設備の
送風機により、地下30mのトンネル内へ新઱な空気を送り込み、
通行車両から発生する排気ガスを排風機によって地上�0m の
排気ౝから排出し、トンネル内の快適で安全な૸行環境をつく
り出しています。

ૹ෩ػ
ट౎ݍͷྲྀれを変える
தԝ؀ঢ়৽॓ઢ 

などで使用さࢁ߭
れる大型ダンプト
ラックでは、省エ
ネ・省力化を目的
に、電気駆動化
が進められていま
す。高電圧大容量インバーターを適用した電気駆動シ
ステムを提供して、制御性能が高い電気駆動ダンプト
ラックを実現しています。基本的な૸行に加えて、車
体制御までをߟえた高度なモータドライブ制御や、高温・
低温・高地・高ৼ動などのݫしい環境৚件に適応さ
せるためのインバーター装置の実装設計といった技術
課題をࠀ෰しながら、さらなる大容量化、制御の高度
化、新たな用్への適用など、開発を進めています。
電動機 ŋ 発電機とインバーターの組み合わせで、ユー
ザーにとってより高い機能や負荷価値を提供することを
追ٴしています。

μンプトϥοクۦಈ用Ϟータυϥイϒインバーター 
資 源 の ๡し
い日本では、
地球環境問
題対策の大
きなபとして、
太陽光発電
システムや風力発電システム等の再生可能エネルギー発電の
導入を加速させています。太陽光パネルの直流電力や風車
の回転速度に応じたप೾数のަ流電力を電力系統に送電す
る装置（PCS）を提供しています。環境৚件に応じて発電電
力が変動する再生可能エネルギー発電の導入量が増えると、
電力系統の安定性に与える影響が大きくなります。このため、
それらの両立を図るための性能要求や技術指਑がٞ࿦ ŋ 制
定されていますが、最適な形でそれらに対応す΂く、社内研
究所や海外グループ会社、さらには社外の研究・開発組織
との協業による技術開発や提案で、安定した電力供給とさら
なる自વエネルギー活用の促進に貢献しています。

 装置׵生ՄೳΤネルΪー発電用電ྗ変࠶
カーボンニュートラル社会の実現に向けて、
世界中で内燃機関車から電気自動車（E7）
への転׵が進んでいます。しかし、現状で
は高速ಓ࿏のサービスエリア、パーキングエ
リアでॆ電ौ滞がස発するなど、ॆ電イン
フラの増設が急務です。今後、大容量バッテリーを౥ࡌした E7 や大型
商業 E7 の増加が見込まれる中、これらの急速ॆ電ニーズに対応できるॆ
電器が求められています。日立インダストリアルプロダクツの大容量・超急
速ॆ電マルチポートE7 チャージャは、それらの要求をຬたしつつ、E7を
஝電஑として活用できる72X（※）にも対応し、電力安定化にも貢献します。
当社の大容量 ŋ 超急速ॆ電マルチポートE7 チャージャは、日中次世代の
ॆ電規֨ CHAdeMO3�1（ChaoJi2）に準拠した急速ॆ電コネクタ౥ࡌの
急速ॆ電器です。1୆の電源部に最大20ポートのスタンド（利用者端຤）を
同時に接続・ॆ電でき、従来製品では対応していなかった超急速ॆ電や
72X が可能になりました。
※ 7ehicle To X （ X � Grid
 Building
 etc� ）

電気自動車の஝電஑の電力を送഑電系統やビルに給電する機能 

େ༰ྔ ŋ ௒ٸ଎ॆ電マルνϙート E7 νϟージϟ 

下図の縦横比は、概ね、オリジナルと同じ。

系統連系技術

エネルギマネジメント

V2X (充放電)

大容量

マルチポート
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事業分野

募集職種

J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r0 5 4 0 5 5J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r

日立グローバルライフソリューションズ株式会社（以下、
日立GLS）は、家電と空調事業を事業の柱とし、家電品、
空調機器、設備機器等の販売、エンジニアリング・保
守サービスの提供に加え、デジタル技術を活用したプロ
ダクト・ソリューションの提供にも注力しています。
より良い社会の実現に向けて、これまで培ってきた事業
基盤と日立グループの総合力、デジタル技術を活用した
イノベーションを通じて、「360°ハピネス ひとりひとりに、
笑顔のある暮らしを」という想いのもと、「暮らしの充実」
「医療の高度化、充実」「循環型社会」そして「低環境負
荷」の4分野を中心に生活者のQoL向上に貢献するラ
イフソリューションの創出、さらにグローバルアライアン
スの強化による日立ブランド製品の海外販売とライフソ
リューション事業の海外展開を加速していきます。

)ITA$)I (LO#AL LI'E SOLUTIONS
 IN$.

卒業学部学科系統

事業分野

所在地 お問い合わせ先

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

その他

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

本社  〒105-8410　東京都港区西新橋二丁目15番12号（日立愛宕別館）

多賀事業所 〒316-8502　茨城県日立市東多賀町一丁目1番1号

栃木事業所 〒329-4493　栃木県栃木市大平町富田800番地

人事اը部 ࠾用・ڭҭグループ
TEL : 070-3�39-07�0
rFcruit.nFwHrad.op@hitachi-HMs.
com

特長的な技術

コネクテッド家電を活用し、毎日の食材管理を手軽にラクに。当社の冷蔵庫は、本体上部に設置
した「冷蔵庫カメラ」が、冷蔵室のドアを開けた際に自動で冷蔵室の棚と左右ドアポケットにある
食材を撮影します。撮影した画像は「日立冷蔵庫コンシェルジュアプリ」から確認できます。これ
により、買い物中に冷蔵室の中身を思い出したいときなどに、スマートフォンでチェックできるので、
買い忘れや、すでに買ってある食材の二重購入を減らし、毎日の食材管理を手軽にラクに行えるよ
うサポートします。
また、電子商取引（EC）の伸長や内食需要の増加といった社会環境の変化に着目し、おうち時
間の充実につながる製品として開発した「スマートストッカー」は、ストック管理したい食品を登録す

ると、庫内の2段目と5段目に搭載した重量センサーで、
重さを検知しストック状況をスマホに表示します。また、食
品が少なくなってきたら「ホーム画面」に通知し、お知ら
せします。なお、事前によく使用する購入先を登録すれば、
アプリの「購入する」ボタンから登録したECサイトに移
動し、スムーズに買い物することができます。フードサプラ
イヤーとの協創により、便利な食材ストック管理ソリューショ
ンの開発を推進しています。

೔ཱグローバルϥイϑソリューションζ（ג）

お٬༷ͷ2oL͢ݙߩʹ্޲るϥイϑソリューションΧンύニー΁。

職種紹介

【設計・開発（ハード・ソフト）】
進化する技術を反映し、製品として結実させ世の中に新しい価値
を提供していくことが、設計開発の役割。日立の技術力をバック
ボーンに、時々刻 と々変化するマーケット動向や社会的ニーズを捉
え、データ分析やデジタル技術等を駆使し、機器やシステムの企
画・開発から製品化までを手がけます。

【製造・生産技術】
生産量の拡大・生産効率の向上を技術面から実現させていく役
割を担っています。IT 技術等も駆使して、生産効率拡大のため
の生産技術の開発・実用化を追求し、製品のコストパフォーマン
スを高めています。

【品質保証】
「品質の番人」として製品生産の最終関門を守っているのが、品
質保証です。「品質こそ日立製品の本質」をテーマに品質保証技
術の開発・実用化を推進することもその仕事の一部。生産工程に
おける不具合の原因究明と対策、お客様に安心・安全にお使い
いただける製品に至るまで、厳密なチェックを実施しています。

【空調ソリューションエンジニア（技術営業・サービスエンジニア）】
お客様のさまざまな課題やニーズを先取りし、製品知識や構造等の技術的知見を通じてソリューション
を提案していくことがソリューションエンジニアの役割。
社内外の各関連部門を巻き込みながら、安心・快適なご利用をサポートしていきます。

【ITソリューションエンジニア（デジタルサービス設計、システム運用）】
［デジタルサービス設計］サービス提供の目的に合わせたアプリケーションの開発、実装および保守（更
新）を行います。関連部署と連携し、サービス改善、商品へのフィードバックなどを行います。
［システム運用］社内業務の効率化のための、ITシステム戦略の立案、システム企画を行い、実装
を取りまとめます。

プロμクトΤンジニΞ

ソリューションΤンジニΞ

近年、デジタル技術の進歩を背景とした生活サービスの急成長に加え、共働き世帯の増加や高齢
者人口の増加などの社会構造の変化からもライフスタイルの多様化が進んでいます。当社の洗濯
機はこれらがもたらす生活課題に対して、省手間、時短、仕上がり、省エネといったお客様の生活課
題の解決に貢献しています。
冷蔵庫やエコキュートなどで培ったヒートポンプ技術を新たに採用した「らくはや風アイロン」は、高速
風と大風量を組み合わせ、「仕上がりの良さ」はそのままに、従来より「時短・省エネ」を実現しました。
また、昨年開発した「らくメンテ」は、乾燥フィルターをなくし、「洗濯槽自動おそうじ」「乾燥経路自動お
そうじ」「ドアパッキン自動おそうじ」の3つの自動おそうじと「大容量糸くずフィルター」でお手入れの
手間を軽減します。今回ヒートポンプの搭載に伴い、除湿し温風をつくる熱交換器を乾燥経路に追
加し「乾燥経路自動おそうじ」で熱交換器の自動洗浄も追加しました。高濃度洗剤液を衣類の奥ま
で素早く浸透させ、大流量で洗い流して汚れをすっきり落とす「ナイアガラ洗浄」では、下段シャワー
を追加し、少ない水で、より高濃度になった洗剤液をしっかりと衣類にかけることができ、衣類全体へ
の浸透を促進することができ、高い洗浄力はそのままに、スピーディに洗い上げることを実現しました。
さらにコネクテッド家電の機能を活用し、手持ちの洗剤・柔軟剤の残量が少なくなったら自動で再注

文できる洗剤・柔軟剤 自動再注文サービスや、洗濯コンシェル
ジュアプリと連携し、天気予報からの洗濯アドバイスや、衣類の
種類・シーンから運転するコースをお勧めするコンシェルジュ機
能といったサポートの機能があります。それに加え、ユーザーの
好みに合わせて洗い方を学習するわがや流AIコースや、洗濯の
コースを増やせるダウンロードコースなど、家電の機能を好みに
合わせてパーソナライズすることが可能です。生活者との生活
接点におけるライフデータを収集することのできるコネクテッド家
電により、ライフデータを分析し、複数の製品・サービスと組み合
わせていくことで、新たなライフソリューションを提供し、QoL向上
の実現に向けて取り組んでいます。

※1 衣類の量や種類、使用環境により、運転時間が異なります。
※2 衣類の量や種類、使用環境、お客様の契約内容により、電気代・水道代が異なります。

空調事業において、当社では主に空調・冷凍機器の販売・サービスエンジニアリング事業を展開して
おり、設置いただいた機器が安定稼働し安心してご利用いただくことが大事であると捉えています。そ
のアフターサービス事業の一環として取り組んでいるものが「exiida遠隔監視・予兆診断」です。お
客様にご設置いただいた機器に対して遠隔監視によって運転状態の24時間監視を行い、故障発
生時にはすぐに連絡を行います。故障時の情報を確認した上で訪問することで突発的な故障に対す
る迅速な修理対応を図ることが可能となります。
また、予兆診断においては正常運転時の冷凍サイクルのデータをもとに機械学習を実施。学習した
運転データと現在データを比較することにより異常の兆候を捉え分析し、お客様へ連絡を行い予防
保全の実施につなげます。2022年8月に改正・施行されたフロン排出抑制法では、機器の常時監
視システムが、これまでの目視による簡易点検の代替として位置付けられることになり、当社は予兆

診断技術を用いることで法対応しています。これにより機器の管理
者における「簡易点検」業務の作業負担の軽減に貢献していきま
す。
同じ「exiidaソリューション」である「exiida遠隔監視・稼働音診断」
は、スクリュー圧縮機を搭載した冷凍機やチラーユニットの圧縮機稼働音を計測し、圧縮機軸受部
の摩耗損傷による異音を検出します。機器の状態基準による保全をサポートしています。
さらに、現在の生活環境下ますます換気の重要性が高まる中、「exiida空気質管理サポート」を展
開。室内に設置したセンサーで空気質の「見える化」を行います。計測したCO₂濃度を基準に換気
機器を制御。適切なタイミングで換気量を制御（増減）することで空調負荷の適正化と省エネにつな
げる運用、さらに換気作業に対する省人化が期待されています。

当社はこれまで培ってきた空気の質としての温度・湿度・清浄度・室圧を高精度に制御する技術を応用
し、再生医療分野での細胞加工施設の空調ソリューションを提供しています。細胞加工に関わる機器
と空調機の遠隔監視、さらには室内の製造装置を含めた施設全体を総合的にコーディネートし、お客
様へ環境価値と経済価値を実現するものとなっています。当社では再生医療との産業化のグローバ
ル展開に対応すべく、新発想の次世代型モジュールCPCを開発しました。GCTP準拠などの豊富な
オプションで社会のQoL向上を実現しており、従来のダンパでの風量制御ではなくFFUモータでの回
転速度制御で線形に風量調整を行うことにより調製室などの室圧を維持でき、低風量でも制御可能
なため、消費電力も低減できます。また、細胞培養加工施設に必要な設備・装置を「見る」「触れる」「シ
ミュレーションする」ことができる「再生医療イノベーションセンタ」を東京 日本橋に開設し、さまざまな企
業や大学などの連携を進めています。
さらに沖縄県を拠点に再生医療事業を展開する由風BIOメディカル（以下、由風BIO）との協創を通じ
て、最新式の細胞培養加工施設/Cell Processing Center（以下、CPC）とバリューチェーン統合管
理プラットフォームを活用した再生細胞薬の製造・供給を開始しました。
由風BIOが自社工場内に導入した日立GLSの「次世代モジュール型CPC」は、グローバル基準の品質
を確保でき、豊富な導入実績があります。また、患者や細胞、細胞から製造した製品などの情報を、細胞
の採取から患者への投与までのサプライチェーン全体で一元管理する日立のLumada（※1）ソリュー

ション「再生医療等製品バリューチェーン統合管理プ
ラットフォーム/Hitachi Value Chain Traceability 
service for Regenerative Medicine（以下、HVCT 
RM）」は、病院や物流企業などのステークホルダーが
クラウド上でスムーズに情報連携できるため、製品のトレーサビリティを確保し、取り違いを防ぎます。な
お、本件は薬機法（※2）の領域において実績のある日立のHVCT RMを再生医療等安全性確保法
（※3）の領域に適応する国内初（※4）の取り組みとなります。
これらの活用により、由風BIOは再生医療における安心・安全な製造と流通を実現します。

※1 お客様のデータから価値を創出し、デジタルイノベーションを加速するための、日立の先進的なデジ
タル技術を活用したソリューション・サービス・テクノロジーの総称。
※2「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」を指す。
※3「再生医療等の安全性の確保等に関する法律」を指す。
※4 2023年5月時点。対象範囲は、国内において「再生医療等の安全性の確保等に関する法律」
に基づいて運用されている細胞培養加工施設。
＊商品について、詳しくは当社Webをご覧ください。

ௐソリューション΍ִ཭用ӄѹクリーンϒース΁ͷ৽展開ۭ͚޲設ࢪ生ҩྍ࠶

͞·͟·なσータ΍ϊ΢ϋ΢を׆用͠ɺۭௐͷ৽たなՁ஋を૑଄͢るʮFYiidaʯ

スマートϑΥンとͭな͕Γɺ৯品ͷνェοク΍ストοク管理͕で͖るίネクテουՈ電ͷྫྷଂݿ

事業領域

日立GLSは、デジタルとグリーンの観点からイノベーションを推進し、デジタル技術を活用したソリューション事業の拡大と循環型
モノづくり企業への変革を進めています。
これまでは、” 製品 ”というと”ハードウェア ”を指していましたが、これからは、そこに ”アプリケーション ”や ” 遠隔監視 ”といった
デジタルが加わり、製品そのものは環境に配慮したものが求められていきます。
家電事業においては、当社は優れた製品をつくりお客様にお届けすることで価値を提供していますが、さらに付加価値を高め、デジ
タルとの親和性を高めることが、日立GLSに期待されていることと考えています。
空調ソリューション事業については、グリーン＆クリーンを提供し社会課題解決に貢献することをめざしています。グリーンにおいては、
省エネ化を実現するためのエネルギーソリューションや、安心して空調を利用してもらうためのファシリティソリューションを日立グルー
プ内の連携によって推進、またクリーンでは、再生医療分野などにおいて求められる空気の質や温度・湿度を管理するヘルスケアソ
リューションを提供することで、社会課題解決に貢献しています。

R-HXCC62S

スマートストッカー（R-KC11R）

͖れいな্͕࢓Γ͸ͦͷ··ʹɺώートϙンプ৽౥ࡌで࣌୹（˞ 1）・লΤネ（˞ 2）
υϥムࣜચ୕ס૩ػʮϏοグυϥムʯ#%-ST9130+
#%-S9120+

ビッグドラム（BD-STX130J）洗濯コンシェルジュアプリ

TOPICS ࢲたͪͷΊ͟͢΋ͷ

日立GLSは「ひとりひとりに、笑顔のある暮らしを。人と社会にやさしい明日を。私たちは、未来を拓くイノベーションで世界中にハピネスをお届けします。」というパーパスを掲げています。
社会における存在意義であるこのパーパスを、従業員一人ひとりの会社生活において、そして企業としての経営や事業戦略において、全ての判断の拠りどころとし、また、
これを起点としてSDGs 時代に対応した革新的な製品・サービスの開発や、アライアンスパートナーとの協創を通じた社会価値や顧客価値を創出することで、私たちは社会
やお客様から選ばれ続ける企業となることをめざしています。

日立GLSは、｢そこで日立！｣をキーワードとした、俳優・芦田愛菜さんが出演するテレビCMを放送しており、第7弾として、きれいな仕上がりはそのままに、ヒートポンプ
新搭載で時短（※1）・省エネ（※2）となるドラム式洗濯乾燥機｢そこで日立！（『らく はや きれい』しかも省エネ！）篇」を2023年10月4日（水）に公開しました。「特長
的な技術」に掲載した新しい日立の技術を、「らく はや きれい しかも省エネ！」をキーワードに、ご家族との絶妙な掛け合いで新製品の魅力を一つひとつテンポよく
紹介し、最後にはご家族も大満足の様子、芦田さんが素敵な笑顔とキュートなポーズで締めくくるCMとなっています。「日立 ドラム式洗濯乾燥機 新製品および新CM発表会」のPRイベントに出演
され、発表会の中で芦田さんは「洗濯は毎日のことなので、メンテナンスが楽になるというのはとても楽に感じると思いますし、風アイロンの機能や省エネなどうれしいことが多く、本当にすごいなと思いま
す！」と、日立 ドラム式洗濯乾燥機 新製品の魅力を熱く語ってくださいました。
※1 衣類の量や種類、使用環境により、運転時間が異なる。 ※2 ヒートポンプ式による。

TOPICS ѶాѪ͞ࡊΜͷΩュートなϙーζʹ஫໨ʂɹňͦ͜で೔ཱʂïh Β  ͘͸΍ ͖ れいʱ͠ か΋লΤネʂðรŉをެ開

＊商品について、詳しくは当社Webをご覧ください。



J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r0 5 6 0 5 7

開発ڀݚ

設計開発

システム
ΤンジニΞ

生産技術

品質保証

営業技術

஌的ࡒ産
マネジメント

ͦͷଞ

電ྗ

産業・ྲྀ ௨

水

౎ࢢ開発

鉄道

ۚ༥

ڞެ

情報௨৴

ϔルスέΞ

Ո電

ࣗಈ車

電ࢠ装置

事業分野

募集職種

೔ཱνϟネルソリューションζ（ג）

グローバルʹɺۚ ༥分野をத৺と͠ たࣾձインϑϥを支え·͢。
日立チャネルソリューションズは、金融機関向けに ATM をはじ
めとした機器やサービスを提供する高い技術力と開発、製造、販
売体制を有した総合力のある会社です。金融機関における自動化、
効率化のニーズが高まり、FinTech などの新たな動きの中、私た
ちは独自のコア技術と提案力を活かし、グローバルな展開を行っ
ています。
そして、高い信頼性の製品・サービスを実現するのは当社のコア

技術である〝センシング、ハンドリング、セキュリティ技術〞です。
世界のお客様に最適なソリューションを提供すべく、メカトロニ
クス・ロボティクス・エレクトロニクス・ファームウェア・ソフ
トウェアなど、さまざまな分野のエンジニアが活躍しています。
今後も、金融分野を中心に、インフラを含めた社会のさまざまな
シーンで、先進の技術を駆使した製品・システムを通じ、安心・安全・
快適な社会づくりに貢献していきます。

)ITA$)I $)ANNEL SOLUTIONS
$OR1.

所在地 お問い合わせ先

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

その他

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

旭本社 〒488-8501　愛知県尾張旭市晴丘町池上1番地

東京本社 〒141-8576　東京都品川区大崎一丁目6番3号 （大崎ニューシティ3号館7階）

人事総務部ɹ人ڭ・海外՝
TEL : 0�61-�3-6132
saiyou_maiM@hitachi-ch.com

事業領域

銀行やコンビニエンスストア、鉄道といった私たちの暮らしに最も身近で、欠かすことのできない社
会インフラにおいて、当社のATMをはじめとした多くの製品が、国内だけでなく、経済発展の著し
いASEANを中心とした世界各国でリーディングポジションを獲得しています。特にATMの心臓
部分となるキーモジュールは世界50以上の国・地域の通貨に対応します。

ソリューション事業と呼ばれる新たな製品やサービスの創出を推し進めています。ATM等の設計開
発で得た技術力はもちろん、金融ドメインの知見を活用し、お客様の求める価値を製品やその運用
などを含めたソリューションサービスで実現するために、提供価値を立証し、お客様に認めていただ
くビジネスモデルです。だれもが安心して利用できる環境、「人が中心」の心地良い社会をめざして、
私たちは、「安心・安全・快適」なサービスを、お客様とともに創造していきます。

൫事業ج ソリューション事業

職種紹介

設計開発 品質保証 システムΤンジニΞ
インフラを含めた社会のさまざまなシーンを支える製品の設計開発
を担当します。
世界のお客様に最適なソリューションを提供すべく、メカトロニク
ス、ロボティクス、エレクトロニクス、ファームウェア、ソフトウェ
アなど、多岐にわたる分野のエンジニアが活躍しています。

お客様に対し、高品質で信頼性の高い製品を提供するために、
製品を品質面から支えます。
製品の開発初期から納入後のサポートまでハード、ソフトの両面
から品質向上に携わる重要な職種です。

会社のお客様窓口として、当社のコア技術やソリューション力を
活かして、それぞれのニーズに合わせたシステムやサービスの企
画・提案を行います。

COVID-19感染拡大の中、日立グループではお客様や取引先、そしてグループでグローバルに働く従業員および家族をはじめとする、全ての
ステークホルダーの皆様の安全・健康を第一に考え、感染拡大防止に向けた施策を実行しています。今回開発した空中入力装置では、内蔵
した液晶ディスプレイを使って空中に大きなボタンを表示し、空中で「押す」「めくる」という動作を行うことができ、利用者に対して簡単で自然な
操作感を実現し、感染リスク低減にも効果的なソリューションを実現しました。

TOPICS ʮ৮れない৽࣌୅ʯۭ தೖྗ装置ʹΑるɺタονレスソリューションͷ展開ʂ

重要な社会インフラである金融機関は継続的にサービスを維持するため、窓口や支店においてさまざまな感染防止対策を実施されている一方、
紙幣の除菌については膨大な量を扱うため除菌処理に時間がかかるほか、セキュリティ面において保管や管理が厳格なため、効果的な対策が
確立されていない状況でした。そんな中、日立チャネルソリューションズは除菌効果の高いとされる波長260nm付近の強力な紫外線（UV-C）を
一枚一枚の紙幣両面へ照射することで、高い除菌効果を発揮する紙幣除菌装置を開発しました。

TOPICS ʮ1分でࢴฎ1
000ຕをআەʯࢴฎを安৺・安શʹ࢖用ͯ͠΋Β͏たΊʹʂ

昨今、オフィスや店舗などでは、ソーシャルディスタンスの徹底、パーテーションやシールドの利用、アルコール消毒など、接触や消毒、飛沫拡
散を防止するさまざまな対策がとられています。今回開発した除菌脱臭機は、空気中のウイルスなどを水や二酸化炭素などの無害な物質に分解・
除去し、クリーンな空気を送り出す装置です。軽量・コンパクトかつ静音設計で、オフィスのデスク周りといったパーソナルスペースや、お客様
と接する機会が多い店舗、公共施設などの窓口での利用に適しています。

TOPICS ʮআە୤षػʯܰ ・ྔίンύクトな設計でʠ͋なたͷʡۭ を៉ྷʹ͠·͢ʂؾ

特長的な技術

世界各国の多種多様な流通紙幣を、高速・高精度で搬送し、
高度な真偽判別を行うための独自のセンシング技術を有していま
す。また紙幣だけでなく、カード・通帳・帳票などの媒体の識
別に加えて、帳票上の手書き文字やバーコードなどを高速・高
精度に認識・処理します。

ATMや窓口での本人確認において、偽造やなりすましが極
めて困難な指静脈パターン認証技術を開発。情報化社会に
おけるセキュリティインフラの一つとなった、この指静脈認証
技術を、さらにグローバルな領域・新しい市場分野へ展開す
るための開発をしています。

グローバルニーズに応える独自の高速搬送処理技術です。各
国・地域の多様な種類・大きさ・材質の紙幣に対応した、高
度な紙幣分離機構や搬送機構を実現し、信頼性の高い安定
搬送を可能にしました。

ηンシング技術 ηΩュリテΟ技術ϋンυリング技術 

お客様により使いやすく、心地良く、便利に
安心してご利用いただくために、磨き抜かれた
機能やデザインに加え、新プラットフォームによ
る開発期間短縮により、非接触の社会ニーズ
に対応した空中入力装置搭載 ATMをいち早
く開発しました。

指をかざすだけで、本人かどうかを瞬時に判
定する高セキュリティな本人認証装置です。
紛失・盗難・偽造などの危険を事前に防ぐた
め、指の中を走る各人固有の静脈パターンを
透過光で読取り、画像処理して認証します。

金融機関の窓口で利用される高機能・高信
頼のシステムです。勘定系業務取引はもとよ
り新規業務や情報系業務との連携をオールイ
ンワンに処理できます。

処方される薬の種類や量が多い傾向にある高
齢者などの、薬の飲みすぎや飲み忘れ防止の
ため、あらかじめ薬をセットし、設定した時間に音
声案内と画面表示で服薬をお知らせし、利用者
が薬を取り出すことができる装置です。

ಈऔҾ装置（ATM）ࣗۚݱ ੩຺ೝ証装置ࢦ 営業ళシステム ෰ༀ支ԉロϘ

人口減少による人手不足や新常態となる社会環境の変化に対し、金融機関では店舗業務のサー
ビス改革が求められています。当社は、画像認識技術と人工知能（AI）を活かし、セルフ化による
業務の効率化とコンサルティング強化を実現する店舗業務改革 "ブランチトランスフォーメーション"
の提供を通じて金融機関の価値創造と社会課題解決に貢献します。

多岐にわたる業界に存在する無人化ニーズに応えるソリューションとし
て、ATMの製品開発で培ってきたメカトロニクスの技術を応用して、
ロボットを開発しています。墨出しロボや服薬支援ロボなど、注力分野
をインダストリー/ヘルスケアにおき、お客様との協創を通じて顧客課
題の把握とノウハウの習得を図り、開発と事業展開を推進しています。

ళฮ業務վֵソリューション

৽ロϘοト事業

海外では主に、スリランカの決済関連子会社のソフトウェア群を活かし、
現金・非現金取引のニーズに対応できるペイメントチャネルソリューション
事業のグローバル展開を加速させています。また、ASEAN地域を中心に、
金融機関の顧客窓口となるATMサービスを役務として設備、運用、サ
ポートを一体化し提供するマネージドサービス事業を展開しています。

海外ʹお͚るソリューションఏڙをՃ଎・֦େ
˔ιϦϡーシϣンྫࣄ

業֓ཁࣄ˔
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೔ཱϋイテク（ג）

。͢·先୺分野でお٬༷ͷඈ༂と੒長をおख఻い͠࠷たͪ͸ɺࢲ
2001年、（株）日立製作所の計測器グループ・半導体製造装置グループ、
およびハイテク関連専門商社の日製産業（株）が事業統合し、"開発から製
造・販売・サービス"の一貫体制を確立しました。当社は、「ナノテクノロジ
ーソリューション」「アナリティカルソリューション」「コアテクノロジーソリューシ
ョン」「バリューチェーンソリューション」の4つの事業セグメントにおいて、グロ

ーバルトップとなる事業を創出し、ワールドワイドに顧客価値を高めていくこと
で、企業価値の最大化をめざしています。当社が提供する技術・製品群は
あらゆる技術領域の集大成です。機械、電気、電子、情報、物理、化学、
生物などさまざまなバックグラウンドを持つエンジニアが活躍できるフィールドが
あり、好奇心とモノづくりの意欲に溢れる方を積極的に受け入れています。

)ITA$)I )I()-TE$) $OR1ORATION

卒業学部学科系統

事業分野

所在地

募集職種

お問い合わせ先

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

その他

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

品質保証
品質保証は顧客に届ける製品およびシステムの
最終的な責任を持ちます。自社の製品の機能・
品質・信頼性を担保するため、設計や製造と連
携しながら試作品の認定および製品の出荷試験
を実施します。

営業技術
顧客に対し、弊社製品のユーザーサポートおよ
びトレーニング、デモンストレーションを行います。
また、顧客のニーズを汲み取りながら、アプリケー
ションの開発を担当します。

生産技術
自社工場の製造ラインの設計・運用・保守およ
び効率化のためのさまざまな仕組みづくりを行い
ます。製造現場のモノづくりを支える、製品・分
野横断的な技術の開発やファシリティマネジメント
を行います。

設計開発・ڀݚ
研究開発および設計開発の分野は電子線・イオ
ンビーム応用製品、半導体計測・検査システム、
ライフサイエンス製品、バイオ関連装置（ここま
で全て那珂地区）、半導体製造用プラズマエッ
チング装置（笠戸地区）があります。設計職には
機構系、電気・回路系、情報・ソフトウェア系、
分析系の4系統があります。

那珂地区 〒312-8504　茨城県ひたちなか市市毛882番地
那珂地区マリンサイト 〒312-8504　茨城県ひたちなか市新光町552-53
笠戸地区 〒744-0002　山口県下松市東豊井794番地
青梅地区 〒198-0023　東京都青梅市今井三丁目7番19号
柏の葉地区 〒277-0871　千葉県柏市若柴226番地44中央141街区1 KOIL TERRACE
日立地区 〒317-0073　茨城県日立市幸町三丁目1番1号
虎ノ門地区（本社） 〒105-6409　東京都港区虎ノ門一丁目17番1号 虎ノ門ヒルズビジネスタワー

人ࡒ開発部ɹ৽卒࠾用୲౰
TEL : 070-4922-6069
saiyou.FnHinFFr.ak@hitachi-
hiHhtFch.com

職種紹介

事業領域

さらなる微細化や省電力などのニーズに応える電子デバイス製
造の最前線に、半導体計測・検査装置において、独自の製
品ラインナップで対応しています。主力製品は世界トップシェ
アの測長SEMなど半導体メーカーとの共同研究開発などによ
り、世界トップレベルのソリューションをお届けしています。
・測長 SEM
・ウェーハ表面検査装置など

【臨床検査用装置】世界で初めて生化学分析装置に免疫分析機能を統合した臨床検査用自動
分析装置。当社の自動分析装置は、検査の効率性や測定精度、メンテナンス性などの向上を
通して、臨床検査の普及と診断支援に貢献してきました。今や世界中で人々の健康管理やさま
ざまな疾患の早期発見に不可欠となっています。
【遺伝子検査装置】科学の進歩が目覚ましい現代においても、未だ明らかになっていないことが多
いDNA。当社のバイオ分析技術は、バイオテクノロジーの飛躍的な発展に貢献し、テイラーメイ
ド医療・創薬といった新しい世界を切り拓いていきます。
・生化学自動分析装置
・検体前処理システム
・DNAシーケンサーなど
・検体検査装置
・デジタルヘルスケア
・スマートラボソリューション
＊（株）日立製作所の検体検査装置、デジタルヘルスケアの各事業は、2024年4月1日付で（株）
日立ハイテクへ統合（承継）予定です。

日立がこれまで培ってきた加速器要素技術とプラント制御技術に基づき、国内外のお客様とと
もにがん治療の先進的な技術を開発し、治療システムとして提供しています。特に、放射線を
用いたがん治療の中でも先進的な治療の一つである粒子線治療システムや、PET（Positron
Emission Tomography）検査に関わる医療機関への支援サービスなどの製品やソリューション
で、ヘルスケアが直面する課題にイノベーションで応えていきます。また、国を越えた各種プロジェ
クトにおいて、超電導の実験装置や超電導磁石を設計・製作し、医療機器などの民生向けにも
技術を応用しており、モノづくりの立場から科学技術の発展にも貢献しています。
・粒子線治療システム
・PET 支援サービス
・超電導応用機器
＊（株）日立製作所の粒子線治療システム、PET 支援サービス、超電導応用機器の各事業は、
2024年4月1日付で（株）日立ハイテクへ統合（承継）予定です。

環境や産業などの広範な分野で活躍する先端解析装置。当
社のSEMや TEMなど電子顕微鏡は、新素材・材料の開
発や、バイオテクノロジー研究など最先端科学技術の発展に
貢献しています。
・電子顕微鏡 (SEM、TEM)
・集束イオンビーム加工観察装置など

൒ಋମ計ଌ・ࠪݕ装置分野 電ݦࢠඍڸ分野

私たちの生活に欠かせない存在である半導体。さまざまな分野
の機器制御において重要な役割を果たす半導体技術の革新
は、私たちの暮らしをより安全で快適なものにすると同時に、各
種システムの効率化、小型化そして地球環境への負担軽減を
も実現します。また、あらゆるモノがインターネットにつながるIoT
やAIの普及、ビッグデータやクラウドの活用により、半導体が
担う役割はますます大きくなっています。当社の半導体製造装
置「エッチング装置」はそういった半導体製造工程に欠かせない
装置であり、最先端の技術でこれからの暮らしに貢献します。
・エッチング装置

൒ಋମ੡଄装置分野

「ハイテクプロセスをシンプルに」を企業のビ
ジョンとする日立ハイテク。海外25の国と
地域に拠点を持ち、海外の売上高は全体
の70%を超える割合に上っています。海外
に広がる拠点を持つということは世界の最先
端技術に触れる機会が多いということ、お
客様を身近に感じられるということ、世界の
ニーズをいち早くつかめるということを意味し
ます。これらを活かしグローバル社会の価値
創造に貢献していきます。

TOPICS ֦େ͢るグローバルࢢ৔΁

各製品分野を横断する職種として、デジタルエンジニアリングを推進し開発設計プロセスを改革す
る分野、製品における組み込み制御システムの開発を行う共通設計分野、新事業の要素試作、
製品の要素・量産試作や生産設備の試作開発を行う分野、そして各製品の製造に関する加工
技術や自動化技術の開発、生産ラインの設計と合理化などを行う分野が連携しながら、設計か
らモノづくりまでの安定した企業基盤を築き上げています。

事業開発部門では、根源的な顧客課題を発掘して、ソリューションの開発・事業化を推進してい
ます。日立ハイテクの「見る測る分析する」技術にデータ分析・AI 等を活用して、既存事業の強
化と新事業の創生を進めています。技術開発部門では、将来的な事業創生を図るべく、日立ハ
イテクグループ全体で強化すべき基盤技術の強化、先行技術の開発促進、および技術戦略の
検討を進めています。

専門商社として培ってきたグローバルな顧客基盤やビジネス創出力を活かした「フロント力・課題
解決力」を活用し、協創パートナーと連携することで、モノづくりにおける一連のバリューチェーン（企
画、研究開発、設計、製造、保守など）や調達、製造、販売におけるサプライチェーンでのお
客様の課題解決に貢献していきます。

設計・੡଄ソリューション分野

঎ࣾ事業分野

ίーϙレートʹお͚る事業開発・技術開発部分野

ϔルスέΞ਍அ分野（ମ外਍அࠪݕ装置・σジタルなͲ） ϔルスέΞ࣏ྍ分野（์ࣹઢ࣏ྍ・先୺ҩྍシステムなͲ）
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特長的な技術

電子顕微鏡や各種評価・解析装置に応用されている電子線技術、分光分析の基礎となる超微細
加工技術、電子線やイオンビームを応用した高密度エネルギー加工技術、半導体ウェーハ上のパター
ン認識や微小欠陥の検出・分類処理に活用される画像処理技術、回折格子を組み込んだ血液自
動分析装置などに活用されているセンシング技術、タンパク質の分子構造解析や糖鎖分析などに用
いられている質量分析技術など、製品開発や医療関係の最前線で欠かせない製品づくりに、日立ハ

イテクの電子線や光学をテーマにしたコア技術による製品が活躍しています。また、微細化に加えて
材料や構造の多様化が進む次世代 LSI 加工を、日立ハイテクのプラズマ制御技術が支えています。
日立ハイテクを代表するこれらのコア技術は、開発に携わる研究者たちや技術者たちにとって欠くこと
ができない世界トップレベルの技術として高く評価されています。

ଟ࠼なϑΟールυʹ͕޿る電ࢠઢ・ޫ学・プϥζマ制御技術

日立の測長 SEM史上、最高の分解能、測長精度、再現性を達成したCG6300。基本性能
の向上はもちろん、生産性向上のため、高精度プロセスモニターとオフラインレシピ対応を実現し
ました。お客様の信頼に応え、日立ハイテクが自信を持ってお届けする測長SEM。世界トップシェ
アは、常に次世代を見つめ、新たな技術に取り組んでいる証です。

HT7800シリーズは、バイオメディカルからソフトマテリアル、ナノテクノロジーまで、幅広い分野
の要求に簡単操作で応える120kV 透過電子顕微鏡（TEM）です。広視野・高コントラスト観察
を実現したレンズ、高コントラスト観察と高分解能観察を両立したレンズ、クラス最高レベルの分
解能を持つ高分解能レンズの3種類のレンズをラインナップしています。また、新設計オペレーショ
ンで、ルーティンワークの対応も可能にする操作性を実現しました。

プラズマ中のイオンと反応ガスを利用し、半導体デバイスの微細加工を行うドライエッチング装置
です。20nm 世代以降のデバイスにおいては、ダブルパターニングや3D構造、さらには新規材
料に対応した後処理や保護膜形成などの高精度かつ複雑なプロセスが要求されます。これら次
世代デバイスプロセスに対応するため、インターフェースを統一し、高精度にモジュール化した各
種チャンバを搭載可能とすることで、最先端デバイスに対応した拡張性と柔軟性のあるプロセスを
提供しています。

免疫分析は、血液の主要な分析方法の一つであり、悪性腫瘍、ウィルス感染症、心疾患の診
断など100項目以上の分析に応用が広がっています。多様化する検査ワークフローの中で、血
液免疫分析装置は高感度、高スループットなどの基本性能に加え、心筋梗塞の迅速診断など、
24時間ノンストップ運用の使用環境に耐えることを求められます。血液免疫分析装置 e801は、
従来装置よりも高い基本性能を実現するとともに、装置上での試薬劣化を抑制する改良を行いま
した。これにより、一般的に1カ月毎に必要であった校正作業を3カ月毎まで延長することが可能
となりました。また、ユーザーの操作性を刷新し、分析測定中でも試薬ボトルを交換可能なオート
ローダを装備しました。これにより、装置の状態に応じてオペレーターが操作するのではなく、オ
ペレーターが任意のタイミングでアクセスして試薬を補充できます。e801は日中のルーチン検査
に加え、手術中検査・緊急検査など新たな領域での高感度免疫検査にも貢献しています。

当社バイオ事業の躍進の発端は2000年に発表され、ヒトゲノムの解読に大きく貢献したキャピ
ラリアレイ型DNAシーケンサーです。開発を通して積み重ねた知的財産とノウハウの融合によ
り、シリーズ製品は今なお業界トップシェアを実現しています。これらの技術を受け継ぎながらも
新たなコンセプトで開発された本装置は、従来機の性能を踏襲しつつも、小型化、操作性の
向上、ランニングコストの低減を可能にしました。

1970年代後半に開発を着手したレーザ光散乱方式のウェーハ表面検査装置。継続的な高感
度化の取り組みにより、社会基盤の一つである半導体の製造を支えるのに欠かせないロングセ
ラー装置シリーズとなりました。2005年からUVレーザを搭載した「LS9000」シリーズの開発を開
始。現行機種 LS9300Aは、レーザパワーの高速ダイナミック制御技術の導入や新型の高感
度センサの搭載によりいっそうの高感度・高速検査を実現し、その感度と生産性の高さで半導体
製造の歩留り改善に貢献しています。また、ウェーハ裏面を非接触で搬送可能なエッジグリップ
搬送・検査システムを備えるLS9300AEGによりウェーハ製造においても品質の改善・維持に
貢献しています。

1970年の発売以来、日立ハイテクは臨床化学自動分析装置の技術開発に取り組んできました。
検査データの質向上というニーズに応えることで、診療科のサポート、さらに患者様へのサービス
向上を実現したいと考えてきました。検査の迅速化に加え、検査作業の効率化によるオペレーター
の業務負担軽減のために、LABOSPECT 008αは開発されました。

ナノ粒子を用いた先端材料の開発には、ナノレベルでの形態観察が不可欠です。日立ハイテク
ではサブナノメートルの分解能を保証する走査電子顕微鏡（SEM）の開発に取り組んできました。
SU9000は、匠の技術を結集し、次世代の先端分野に新たな世界を切り拓く解析装置。
最高峰のSEMと呼ぶにふさわしいスペックを備えています。

【൒ಋମ計ଌ・ࠪݕ装置分野ߴ】 分ղೳଌ長SEM（$(6300）

【電ݦࢠඍڸ分野】ಁ աܕ電ݦࢠඍڸ（)T7800）

【൒ಋମ੡଄装置分野】プϥζマΤονング装置（M-9000）

【ϔルスέΞ（ྟচࠪݕ用装置・Ҩ఻ࠪݕࢠ装置おΑͼࣗಈԽ
システム）分野】
໔ӸϞジュール（F801）

【ϔルスέΞ（ྟচࠪݕ用装置・Ҩ఻ࠪݕࢠ装置おΑͼࣗಈԽ
システム）分野】
খܕΩϟϐϥリー電ؾӭಈܕシーέンαー（%S3000）

【൒ಋମ計ଌ・ࠪݕ装置分野】ޫ 学ࣜ΢ェーϋද໘ࠪݕ装置
（LS9300AɺLS9300AE(）

【ϔルスέΞ（ྟচࠪݕ用装置・Ҩ఻ࠪݕࢠ装置おΑͼࣗಈԽ
システム）分野】
ྟচࠪݕ用݂ӷࣗಈ分ੳ装置（LA#OS1E$T 008 Ћ）

【電ݦࢠඍڸ分野】௒ߴ分ղೳ電ք์ग़ܗ૸ࠪ電ݦࢠඍڸ（SU9000）

・検体検査装置
検体検査は血液や尿などの成分を分析することで、診断や病後の経過観察などの指標とするも
のです。その検体の開栓、分注、子検体へのラベル貼付などの前処理工程を集約した検体前
処理装置などを提供しています。高速・高精度分注、子検体容器供給の自動化、リカバリー処
理のサポート等、さまざまなニーズに技術力で応えています。
・デジタルヘルスケア
ヘルスケアデータを安心・安全に利用できるDX技術を、協創パートナーと開発・提供することで、
スマート医療の実現を支援しています。
・スマートラボソリューション
日立ハイテクが持つ分析装置、前処理搬送装置とともに、検査業務を支えるシステムやソリュー
ションを提供することで、検査実施の迅速化・高精度化に向けたデジタル・トランスフォーメーショ
ン（DX）に取り組んでいます。
・がんゲノム医療
ゲノム情報を活用した個別化医療「がんゲノム医療」の医療現場の課題解決に取り組み、ボトル
ネックとなっているエキスパートパネル（多職種専門家会議）での医療従事者の負担を軽減するエ
キスパートパネル支援サービスを提供しています。

・粒子線治療システム
日立がこれまで培ってきた加速器要素技術とプラント制御技術に基づき、国内外のお客様とと
もにがん治療の先進的な技術を開発し、治療システムとして提供しています。日立のスポットス
キャニング照射技術は、複雑な形状の腫瘍でもその形状に合わせて高い精度で粒子線を照射
し、正常部位への影響を最小限に抑えることが可能です。さらに、動体追跡照射技術との組
み合わせで、呼吸等で位置が変動する患部に対しても高精度な照射を可能にするなど、イノベー
ションにより世界のマーケットをリードしています。
・PET 支援サービス
医療機関がPET 検査を導入するにあたっては、加速器やPET 機器の調達、放射線施設の
設計・レイアウト、導入後のPET 薬剤の製造・検定や機器メンテナンス等の運用を検討する
必要があります。これらの負担や課題に対し、PET 検査の導入から施設運営までをトータルで
サポートする「PET 支援サービス事業」を展開しています。
・超電導応用機器
日立グループで開発してきた高温超電導二ホウ化マグネシウム（MgB₂）線材を用いて超電導磁
石の磁場発生装置を製作するなど、従来の超電導応用機器製作に加え、無冷媒かつ消費電
力低減をめざした超電導磁石の開発を進めています。

【ϔルスέΞ࣏ྍ分野（์ࣹઢ࣏ ・ྍ先୺ҩྍシステムなͲ）】
ثػઢ࣏ྍシステムɺ1ET支ԉαーϏスɺ௒電ಋԠ用ࢠཻ

【ϔルスέΞ਍அ分野（ମ外਍அࠪݕ装置・σジタルなͲ）】
 装置ɺσジタルϔルスέΞࠪݕମݕ

伝導冷却ࣜ高温超電導（MgB₂）磁石製作例

日立製作所と日立ハイテクは、日立グループにおけるヘルスケア事業の強化を目的に、202�年�月1日付で日立のヘルスケア事業本部を、会社分割により日立ハイテクにঝ継することを決定しま
した。本会社分割により、「診断ʷ治療 デ̫ジタル」戦略を効果的に実行し、高品質・高機能な診断、低৵ऻ治療、診断・治療の最適化、個別化医療の実現といったヘルスケアイノベーショ
ンを創出し、QoL の向上、「がんなどをڪれることのない社会」をめざしていきます。

日立ハイテクは、新たな注力領域である分子診断関連装置の開発・製造を進めるため、茨城県ひたちなか市に新たに工場用地を取ಘしました。2025年1月の稼働開始に向け、既存建屋の改
築を行い、製造・製品検査の自動化推進や、市場変動への柔軟な対応を実現する生産管理システムの導入など、生産効率化にも取り組んでいきます。生産体制を強化し、体外診断・分子
診断に関わる高性能な製品を市場のニーズにスϐーディに対応し提供することで、検査の高品質化・高効率化および人々の QoL 向上に貢献します。

半導体製造装置事業におけるエッチング装置の生産能力増強を図るため、ּށ地区（ޱࢁ県下দ市）に新製造౩を建設しました。（2025年度より生産開始༧定）
新製造౩では、生産ラインのデジタル化や自動化により生産能力2ഒを実現することで、ますます拡大する半導体製造装置の需要に応えていきます。また、日立
ハイテクは2027年度までに全事業所（ファクトリー・オフィス）でのカーボンニュートラル達成を目標にܝげており、新製造౩においてもカーボンニュートラルを達成し、
脱炭素社会の実現をめざします。

TOPICS ೔ཱ੡࡞所ͷϔルスέΞ事業をձࣾ分ׂ͠ɺ೔ཱϋイテクʹ統合

TOPICS ҵ৓ݝͻたͪなかࢢʹ৽޻৔用地をऔಘ

TOPICS 笠戸地区ʹ൒ಋମ੡଄装置ͷ৽੡଄౩をݐ設
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先進技術の研究を進める当社グループでは、水ށ事業所をはじめとして中国の޿州・上海、シンガポールに研究拠点を഑置し、生産拠点も、日本、中国、タイを中心に展開しています。また、
海外の販ച力強化のため、中国、東ೆアジア、インド、中東で事業体制の強化を進めており、当社グループ連結のച上ൺ率のおよそ6 割を海外が઎めています。

エレベーターやエスカレーターは今や都市生活に欠かせないものとなっています。高い技術力により信頼と実績をಘているঢ߱機事業を、日本から中国・東ೆアジア・インド・中東へとグローバ
ルに展開・拡大しています。また、超高ྸ社会の౸来や知ࣝ社会への転׵など、社会環境は大きな転機をܴえており、一人ひとりが � 安全・安心・快適 � に生活でき、環境とも調࿨したまち
づくりが求められています。当社ではঢ߱機事業で培ったサービスネットワークと独自技術を融合し、新しいまちづくりを支えるソリューションを提供していきます。

中東や中国をはじめ世界的なビルの高૚化によって、ビル内の多くの人々が効率的に移動できるようエレベーターも高速化、大容量化を求められています。このような需要に対
応する΂く、当社では水ށ事業所に 213mという世界トップクラスのエレベーター研究ౝ「G1TOWER」を活用し、さまざまなエレベーターの研究・試験を行っています。

事業領域

特長的な技術

TOPICS グローバル展開

TOPICS কདྷͷऔΓ૊Έʹͭいͯ

TOPICS Τレϕーターڀݚౝ

೔ཱϏルシステム（ג）

人・Ϗル・ࣾ ձʹ৽たなՁ஋を。
ීஈօさんがԿ気なく利用されているエレベーター、エスカレーター。

日常生活を支える一翼を担っているのが日立ビルシステムです。

より多くの人々が、働きたい、ॅ みたい、๚れたいとࢥえるビル環境を支え、

現代社会に新たな価値を提供するために、当社ではঢ߱機事業（エレベー

ター・エスカレーター）を中心に、お客様の建物の付加価値を高めるソリュー

ション事業（空調・๷൜カメラ・ビル設備管理システム等）を展開しています。

ঢ߱機事業では、ビルや都市空間の快適な移動を支えるエレベーター、

エスカレーターの研究開発をグローバルスケールで展開し、先進の技術力

から生まれる෯޿い製品ラインナップで、ビルの高૚化への対応とともに、

安全と省エネルギー性を追求し、いつでも、だれもが安全に、安心して利

用できることをめざしています。

建物トータルソリューション事業では、空調、๷൜カメラ、ビル設備管理

システム等をAI や IoTをはじめとするデジタル技術を活用しながらঢ߱機

との融合を図り、効率化や省エネルギー化等を中心に、ビルを利用する

人々が快適に過ごせる環境を提供しています。

当社は今後も最先端のデジタル技術を製品・サービスの開発に෯޿く活

用し、安全・安心・快適なঢ߱機や、都市空間におけるお客様のさまざ

まな課題解決に貢献するサービスをグローバルに提供し、持続可能な社

会の実現に貢献します。

)ITA$)I #UIL%IN( SYSTEMS $O.
 LT%.

卒業学部学科系統

事業分野

所在地 お問い合わせ先

職種紹介

募集職種

੡品開発 設計

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

先進性・信頼性・安全性の高いエレベーター・エスカレーターの開発に向け、新技術の開発、モデ
ルチェンジの取りまとめ、高効率生産体制構築のための加工・組立性改善等を行っています。世界
をリードする開発・設計力と༏れた創造力で社会に貢献するঢ߱機ビジネスを展開します。活動拠点
は日本にとどまりません。

お客様のご要望に合ったঢ߱機を納めるために、ঢ߱機の仕様（巻上機やロープ、レールの種ྨ等）
や機器の഑置、かご内や৐り場の意ঊ設計等を行っています。
お客様によってビルの構造がҟなり、ご要望がҟなりますので、それͧれのお客様に一番最適なঢ
߱機を納めることがミッションです。

本社 〒101-89�1 東京都千代田区神田୶࿏町ೋ丁目101番地　ワテラスタワー

生産拠点（水ށ事業所） 〒312-8506 茨城県ひたちなか市市ໟ1070番地

人事総務本部ɹ人事اը部ɹ
用グループ࠾
TELɿ0120-331-782
CsCu.saiyou.hc@hitachi.com

日立は 90 年以上におよͿエレベーター開発のྺ࢙の中で、
常に一า先の未来を見据え、都市の高૚化、高機能化を
実現するため、日々研究を重ね時代をリードしてきました。
これまで培ってきた技術力をもとに、2019 年中国・޿州市
の超高૚ෳ合ビル「޿州प大福金融中心」に分速 1
260m

（時速 75�6km）の世界最高速エレベーターを納入しました。
「日本一、そして世界一のエレベーターをつくる」という開୓者
精神は、日立技術者の心の中に຺ と々受け継がれています。
※ 2023年8月現在、日立調΂

大規模なෳ合ビルなどでは、ෳ数のエレベーターを効率 くྑ഑車するための運行管理システムが必
要となります。当社ではෳ数୆のエレベーターの効率的な運行を実現する人流༧測型エレベーター
運行管理システム「FI-700」を開発しました。本システムは、AI の活用により、過ڈの๲大な運
行データからエレベーターの利用人数（人流）を༧測することで、ன৯時などのࠞࡶ時のฏۉ଴ち
時間を従来ൺで最大 20ˋ低減します。さらに、監ࢹカメラなどのビル設備とのデータ連携が可能で、
お客様との協創により、ビル内移動のイノベーション創出をめざします。

ビルにはさまざまな設備（受変電、給排水、空調、ঢ߱機や๷൜カメラ等）が設置されています。
当社の管制システムや BI7ALE（※）を中心としたデジタル技術を活用し、利用データの஝積、分
析等を行うことで、ビルを利用する人々が快適に過ごせる環境を提供しています。
※ BI7ALE：「エネルギー」「セキュリティ」「ビル管理」の統合管理でビル経営と運用における問
題を解決する新しいソリューションサービスです。

【೔ཱͷ௒ߴ଎Τレϕーター】分଎1
260mͷੈքߴ࠷଎を実ݱ（˞） 人ྲྀ༧ଌܕΤレϕーター運行管理システムʮ'I-700ʯを開発

ঢ߱ػ事業ͷϥイϑαイクル

主なঢ߱ػͷҰྫ

෺トータルソリューション事業ͷ֓ཁݐ

スマートϏル / αーϏス開発
当社がѻうビル設備（セキュリティ・ビル総合管理システム等）に関する製品、サービス企画・プレサー
ビスを行っています。
特に近年では IoTをはじめとするデジタル技術を活用した「スマートビルディング」の実現に向けた取り
組みに注力しています。

その他

ঢ߱機のライフサイクルはʲ新設ʳ̡ メンテナンスʳ̡ リニューアルʳに大きく分けられます。

ʲ新設ʳ
新製品の開発ʙ受注（販ച）ʙ仕様決定ʙ設計ʙ製造ʙ据付ʙ品質検査ʙお客様におҾき౉し
するまでの、新しくঢ߱機を取り付ける工程をさします。

ʲメンテナンスʳ
お客様におҾき౉し後、整備や修理を行い、ঢ߱機の性能を維持する工程をさします。

ʲリニューアルʳ
メンテナンス以߱ݹくなったঢ߱機を新しく入れସえるʙ受注（販ച）ʙ仕様決定ʙ設計ʙ製造ʙ
据付ʙ品質検査ʙお客様におҾき౉しするまでの工程をさします。

開発者、設計者の方は上هの֘当する工程に関わります。

ʲオーダー型エレベーターʳ
建物のコンセプトや用్に応じてデザインするエレベーターです。超高૚
ビルや大規模施設に対応する高速大容量エレベーター、リκート施設、
ショッϐングセンターの空間を՚ྷにԋ出する展望用エレベーターなど、
都市空間に応じたスタイルを提案します。

ʲ標準型エレベーターʳ
最新タイプのエレベーターでは、ఱҪ照明のオール LED 化や回生電力を
有効利用する機能などで、省エネルギー性をさらに高めています。また、৐
り場にも監ࢹ映像をදࣔできる「かご内๷൜カメラ」や、行き先֊を第三
者に見せない「シークレット運転」などで、セキュリティを強化しています。

ʲエスカレーターʳ
最新タイプのエスカレーターでは、インバーター制御を用いて、安全装置の作動によりಥવ停止した場合でも、
転౗やつまずきを抑制するソフトストップ機能や、ハンドレールからの৐り出しに対する注意ىש機能など、さ
まざまなセーフティ機能を備えています。また、ཝׯ照明の LED 化などによって、省エネルギー性もさらに
向上しています。
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新しい技術の登場や、システムの老朽化（ハードウェアやミドルウェアのサポート期限切れや、システムの保守性の低下）に伴い、システム提供会社は5年や10年に一度、システムを根本から
刷新する必要があります。また、近年の働き方の多様化や、経営戦略に基づくM&Aや社内構造改革の増加に伴い、人事関連システムへの要求や期待は高まっています。そのような状況下で、
当社でも人事関連システムの新規開発を計画中です。当社では、設計や製造といったソフトウェア開発の中心となる仕事はもちろんのこと、新規開発の初期ならではの企画、業務分析、要求
分析といった仕事にも携わることができます。

当社の社員たちは、仕事や自らの役割に対して誠実に、前向きに取り組んでおり、上司や先輩に自らの希望を話したり、気兼ねなく困ったことを相談したりと、社員同士のコミュニケーションが
活発に行われています。また、システムソリューションとシェアードサービスをトータルで提供しているため、コンサルティングや各種業務課題、各種技術などに精通したさまざまなプロフェッショナル
が働いており、非常に刺激の多い職場です。さらに、新しいことや挑戦が受け入れられやすく、若手であっても開発プロジェクトへの参画機会があるなど、裁量権を持って働くことができます。

事業領域

特長的な技術

TOPICS ࣍ੈ୅人事関連システム開発

TOPICS ࣾһͷ特௃ɺࣾ ෩

೔ཱマネジメントύートφー（ג）

ͮڥҾ͖ग़͢؀ݶେ࠷͸ɺ2�ສ人ͷ૑଄ੑとύϑΥーマンスを໋࢖たͪͷࢲ Γ͘。
ビジネスを取り巻く環境の変化の中で、多くの企業が、変革とさらなる企
業価値の向上を求められています。 
そのような時代で、私たちにできることは、日立グループの財務・人事関
連業務専門会社として培った技術力やマネジメントノウハウをもとに、シェ
アードサービスや財務・人事関連システムソリューションサービスの提供に

よりお客様の財務・人事関連業務を徹底的に効率化し、25万人を超え
るユーザーの全力を引き出す環境を整備することです。
ビジネスの主役である一人ひとりの働き方を変え、その創造性とパフォーマ
ンスを最大限に引き出す仕組みで、全てのお客様の躍動を支えます。

)ITA$)I MANA(EMENT 1ARTNER $OR1.

所在地 お問い合わせ先

職種紹介

御茶ノ水オフィス（本社） 〒101-0063　東京都千代田区神田淡路町二丁目29番地　東お茶の水ビル

茨城サービスセンタ 〒319-1221　茨城県日立市大みか町三丁目18番1号

上野オフィス 〒110-0015　東京都台東区東上野二丁目16番1号　上野イーストタワー

東日本オペレーションセンタ（東日本OC） 〒317-0073　茨城県日立市幸町一丁目20番2号　日立ライフビル

総務部ɹ࠾用୲౰
TEL : 03-4�41-2300（୅ද）
saiyou.hitachimp.kR@hitachi.com

企業は複数の事業部門からなり、また拠点も複数展開されています。さらに、M&Aなどによる規
模の変化に伴い、あらゆる業務が複雑化しています。中でも、財務・人事などの間接業務は、
企業活動をする上で必要不可欠な業務であり、それらを集約し一元化することで業務の効率は向
上します。
私たち日立マネジメントパートナーでは、日立グループの財務・人事関連業務の集約化・効率化を
実現するために、日立グループ約 210 社 25 万人に対してそれらの業務に関するシステム開発を

含めたシェアードサービスを提供しています。
加えて、人事関連業務ではこれまで蓄積してきたノウハウを活かし、質の高いシェアードサービス
を提供するために、あわせてシステムソリューションサービスを提供しています。サービス導入時に
は、コンサルティングを行い、ITシステムの導入から運用・保守までを一貫して行っており、さらに、
25万人のユーザーを対象とした次世代システムの開発も進めています。

当社では、人事関連業務オペレーションで培ったノウハウとRPA（Robotic Process Automation）
技術を組み合わせたRPAソリューションサービスを提供しています。人事、給与、勤怠管理、旅費、
処遇などさまざまな人事関連業務オペレーション効率化により負荷を軽減し、お客様の働き方改革
の推進と新たな価値を生み出す業務への注力を支援しています。
お客様の課題・要求分析といったRPA化コンサルから、開発、運用・保守まで一貫したサービス
を提供しており、お客様からの要望に応えるだけではなく、課題解決のための提案を自ら形にする
ことができます。

技術ྗとϊ΢ϋ΢を΋とʹ͠たࡒ務・人事関連業務ʹ関͢るシェΞーυαーϏスなͲͷఏڙ

R1A ソリューションαーϏスͷఏڙ

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

当社は、給与計算・人事情報を管理する基幹系システムと、従業員が自ら勤怠情報や旅費、
家族情報、手当情報を申請するフロント系システムの自社開発システムを中心に、「SHAREX」
というブランドで人事関連システムを、SaaSによって提供しています。例えば基幹系システムの
SHAREX EXhumanimateでは日立グループ約 210 社 25 万人以上の従業員データを効率的
に一元管理することで、毎月従業員の方々に、滞りなく給与を支給しています。また、フロント系シ
ステムでは、従業員が必要とする申請とそれに費やす時間を、簡単なシステム上での申請により確
実に、かつ短時間で完遂させることができます。基幹系・フロント系・その他の当社が提供してい
るシステムソリューションサービスは、単独での効果はもちろん、それぞれのシステムを連携すること
で相互にデータを関連させることができ、より大きな効果を発揮します。
さらに、SHAREXは高度な技術を駆使したシステムでありながら、柔軟性に優れており、実際にシ
ステムを利用する従業員が使いやすい環境を提供します。例えば、会社の人事制度などを自在に
設定変更することが可能であり、ユーザーが感じる違和感、ストレスを限りなく排除しました。

人事関連システムソリューションαーϏスͷఏڙ

システムΤンジニΞ（IT ΤンジニΞ） システムΤンジニΞ（業務ΤンジニΞ）
当社が提供している人事関連システムに関する機能提案、設計、プログラミング、開発委託先の
作業管理などの開発や保守業務、および各システムを継続的、安定的に稼働させるための運用設
計、運用管理、障害対策などを行います。

日立グループ各社の人事関連業務や制度を把握し、お客様である人事担当とコミュニケーションをと
り、会社統合や制度改訂、法改正に伴う顧客要求を実現すべく、要件定義を行います。
また、当社システムについても精通し、お客様の課題に対しITエンジニアと協力しながら当社シス
テムによる最適なソリューションを提案します。

その他

঩য়崘ル嵤崿

ૼ୒ৡと崶崎崷崎峼峬と峕峁峉ଃਜ嵣যহঢ়৴の崟崏崊嵤崱崝嵤崻崡

崟崡崮嵈崐嵛ジ崳崊リ嵛崘

崟崡崮嵈৫৅RPA崥リ嵍嵤崟嵏嵛

嵆崵ジ嵉嵛崰崶崎崷崎

যহଃਜ

崿嵑崵崧リ嵤崸崎嵛崨リ嵤 Growth 崎崏ル崻嵤崌嵛崘

঩য়嵆崵ジ嵉嵛崰崹嵤崰ナ嵤
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開発ڀݚ

設計開発

システム
ΤンジニΞ

生産技術

品質保証

営業技術

஌的ࡒ産
マネジメント

ͦͷଞ

事業分野

募集職種
米国シリコンバレーに主拠点を置くHitachi 7antara LLCと、日本に拠点を置く日立ϰァンタラ株ࣜ会社のച上高に઎める海外ൺ率は80� 以上であり、日立製作所 デジタルシステム＆サービ
スや日立全社の中でもトップクラスの海外ച上ൺ率をތります。また市場におけるධ価もඇ常に高く、IT 分野を中心とした調査・助ݴを行う企業が発行するレポートにおいては5年連続でリーダー
ポジションにҐ置付けられています。ワールドワイドな市場で戦い、社会に貢献しながら自਎のキャリアを構築できる環境があります。

ʲニュースリリースʳ
https�//www�hitachi�co�Kp/New/cnews/month/2023/10/1003a�html

さまざまな用్で Generative AI（以下、生成 AI）の活用が始まっていますが、生成 AI は場合によっては事実とҟなる回౴をしてしまう
ことは、օさんもご存じのこととࢥいます。
その生成AIの回౴精度のカギをѲるのが、生成AIのエンジンにあたるޠݴモデル（LLM：Large Language Model）の学शに用いるデー
タです。生成 AIを適用する分野 / 市場の公開データに加えて、お客様の業務データ/ 顧客データなどを学शさせることで、より精度
の高い適੾な回౴をҾき出すことができます。
私たちは、世界トップクラスのデータԾ૝化技術を活かして、クラウド上の公開データとお客様の社内データを、一元的かつ安全に運
用管理するデータインフラストラクチャを提供することで、お客様の生成 AI の活用を支援します。

特長的な技術

TOPICS グローバルࢢ৔でͷධՁ

TOPICS 生੒AIͷ学शσータをҰݩ管理͢るσータインϑϥストϥクνϟ

所在地 お問い合わせ先

システムΤンジニΞ

ϋーυ΢ェΞΤンジニΞ 品質保証（ソϑト・ϋーυ系）

ソϑト΢ェΞΤンジニΞ
各業界トップユーザーの大規模で先進的かつミッションクリティカルなシステムに対し、生成 AI/クラウ
ドサービスなど最新の技術と日立の製品 / サービスを組み合わせることで、より効果的（迅速 / 安全）
に高信頼な ITソリューションを提供します。お客様やパートナー企業、日立の営業 /SE などと連携し
ながら、ITインフラを構築していくため、社会イノベーション事業を支えているという実ײがಘられる、
ඇ常にやりがいのある職種です。

ITプラットフォーム向けハードウェア製品の企画、開発を実施しています。当社ストレージ製品は、グロー
バル市場で高いධ価を֫ಘしており、最先端の技術を取り入れたハードウェアを独自開発しています。
۩体的には、
・ハードウェア製品の企画ஈ֊から参画し、ビジネスやソフトウェアの部署と一ॹに要求仕様を作成し
て開発を行っています。
・最先端ハードウェア技術や環境഑ྀ技術などグローバルの部品ベンダ、素材ベンダと連携しながら、
製品開発を行っています。
・自分たちのアイデアが製品となってグローバルで使用される、社会的な影響力が高い仕事です。

データインフラプロダクツ（サーバ、ストレージ製品および組み込みソフトウェア）、クラウドサービス提
供事業でѻうサービス/プロダクト（ミドルウェア）の品質保証業務を行います。検証を通じて各製品を
深く理解し、お客様サポート（定常的に海外ෝ任者あり）/ 保守サービスなども行います。「ソフトウェ
アエンジニア」および「ハードウェアエンジニア」との関連が深い職種です。

データインフラストラクチャ製品・サービス向けの組み込みソフトウェアおよび管理ソフトウェアの企画、
仕様決定、設計開発を担います。今このॠ間も世界中で私たちが開発したプログラムが動作し続け、
お客様の大੾なデータを守っています。ここには、世界を෣୆に、海外のメンバー（セールス、デザ
イナー、エンジニアなど）と協力して、革新的な開発を成し遂げる環境があり、グローバルなプロジェク
トで大変ࢗ激があります。

本社 〒2��-0817　神ಸ઒県ԣ浜市ށ௩区٢田町292番地
神ಸ઒事業所 〒259-1392　神ಸ઒県ਇ野市ງࢁ下1番地
大森ベルポートBؗ 〒1�0-8573　東京都品઒区ೆ大Ҫ六丁目26番2号（大森ベルポートBؗ）

೔ཱϰΝンタϥࣜגձࣾ ࠾用୲౰
itpro_saiyokyoiku@itH.hitachi.co.jp

事業領域

お客様のデータセンターとクラウドを組み合わせたハイブリッドクラウド環境において、安心・安全か
つ柔軟なデータ利活用を実現するデータインフラ製品・サービス事業を、Hitachi 7antara LLCと
ともに世界の70を超える国や地域で展開しています。۩体的には、高信頼なデータ管理・運用と
クラウドとのシームレスなデータ連携を実現する「ストレージ」、そのデータを高速に計ࢉ処理する「PC
サーバ」、また、これらの製品を日立やパートナー各社の高度な運用・管理サービスと組み合わせ

てサービスとして提供する「ハイブリッドクラウド・ソリューション（※）」などを提供しています。CO₂排
出量の見える化や省電力機能の開発、再生材の積極利用など、環境に഑ しྀた製品・サービス
の開発・提供を通じて、持続可能な社会の実現にも注力しています。
※ 「EverFleY from Hitachi」で提供（https�//www�hitachi�co�Kp/products/it/everqeY/indeY�
html）

ϋイϒリουクϥ΢υ͚޲σータインϑϥ੡品・αーϏスをグローバルʹ展開

ストレージはデータをهԱする装置で、独自ハードウェア、およびその上で動作し高性能・高信頼を
実現するソフトウェアを自社開発。金融・公共など社会インフラのミッションクリティカル業務を長年
グローバルに支えてきました。特に、ෳ数のリソースをソフトウェアでଋねるԾ૝化技術は、増大す
るデータの運用管理を؆素化し、効率的なリソース活用を支えています。近年では、その日立ストレー
ジの技術をؙごとソフトウェアで実現し、パブリッククラウド上でもストレージを提供しています。オン
プレミスとパブリッククラウド間でのシームレスなデータ連携を実現し、ニーズの高いハイブリッドクラ
ウド環境向けの開発を進めています。

ストレージのスペックをࠨӈするハードウェア（CPU、メモリ、インタフェース、高効率電源）や大容
量フラッシュメディアに最先端技術を継続࠾用。データ圧縮処理への FPGA 活用や負荷に応じた
省電力制御技術により独自ハードウェアを開発しています。また私たちは、サステナビリティを重ࢹし、
環境に഑ しྀたストレージ製品の開発を継続しています。
・1TB/1年あたりの CO₂排出量約30ʙ�0� 削減（લ機種ൺ）を実現し（※）、CFP એݴೝ定取
ಘや米国 ENERG: STAR ೝ定取ಘを推進。
・再生プラスチック等の使用率50�（2030年）をめざし、素材ベンダと連携した技術開発を推進。
・製品ベゼルへの再生材適用に向け、難燃性と成形性の両立を実現。今後はキャニスター等へ
も適用範囲を拡大。

※登録番号 7SP G1000：CR-CI05-1�003-B、7SP G1500：CR-CI05-17010、7SP 5500
H：CR-CI06-20015、7SP 5600：JR-BF-22002C-A、（https�//www�cfp-Kapan�Kp） CFP
プログラム （https�//ecoleaf-label�Kp） SuMPO 環境ラベルプログラム

ストレージͷ技術 ϋーυ΢ェΞͷ技術

v

システム配置/
変更容易化

クラウド/オンプレミス
移行容易化

システム
堅ろう性向上

日立ストレージ VSP

VSP：Hitachi Virtual Storage Platform

AWS
Cloud

1 2

AWS
Cloud

3

VSP on cloud
঩য় 崗嵑崎崱崡崰嵔嵤ジ崝嵤崻崡

移行 利用

AWS
Cloud

঩য়岶৸৬ઈ৷

災害対策

データセンター データ コンテナ化した
アプリケーション

嵕崙嵤崟嵏嵛峼ਔ௙峅峄ਃഡਙのৈ岮崯嵤崧のਹણ৷峼ৰਠ

VSP on cloud VSP on cloud VSP on cloud

ストレージ（Hitachi 7irtual Storage Platform） ハイブリッドクラウド・ソリューション（7SP on cloud）PC サーバ（HA80007）

৖峔ー峌ࢤ
ޮ֋峔ー峌

ਫ਼੔AI޴屫峔ー峌岱ン峢島峆ト島岼チ峰
岼島岳峖ԥஇ峔ー峌Հ૟Կ

ਫ਼੔AI
ָस峔ー峌؇ཀྵ

ແ峔ー峌ۂ
峔ー峌ٮޒ

岼島岳峖峆ト峹ージ峔ー峌峈ン峌峆ト峹ージ

職種紹介

デジタル技術の進化とデータ量の増加に൐い、データ利活用の重要性が

いっそう高まっています。あらΏるデータの֨納先であるストレージは、経

営や社会課題の解決に不可欠なインフラとなり、生成 AI 向けをはじめと

するデータインフラ需要も急速に拡大しています。私たちはこれらのニーズ

に応えるハイブリッドクラウド向けデータインフラ製品・サービスをグローバ

ルで提供しています。また、シリコンバレーに本拠を置くHitachi 7antara 

LLCとの一体運営で、開発から製造、販ച・サービスに至るフルバリュー

チェーンをグローバルで構築し、さらなるイノベーションの加速、アジリティ

の向上を実現していきます。Ҿき続き、日立の金融やమಓ、エネルギーな

ど෯޿い事業領域のナレッジや技術と組み合わせて、ハイブリッドクラウド

向けデータインフラを提供し、お客様や社会のさまざまな課題解決に貢献

します。

たͪ͸σータインϑϥͷグローバルな展開を௨ͯ͡ɺະདྷを੾Γ୓ࢲ イ͘ϊϕーションを支えͯい·͢。

)itachi 7antara Ltd.

೔ཱϰΝンタϥ（ג）

卒業学部学科系統

事業分野

募集職種

機械工学系

電力

研究開発

電気・電子・通信工学系

産業・流通

設計開発

情報工学系

水

システムエンジニア

化学系

都市開発

生産技術

物理学系

鉄道

品質保証

数学系

金融

営業技術

経営工学系

公共

知的財産マネジメント

土木工学・建築・環境工学系

情報通信

エネルギー・資源工学系

ヘルスケア 家電 自動車 電子装置

その他

その他



グループ会社に直接応募する場合（自由応募）

೔ཱνϟネルソリューションζ（ג）

自༝応ืについても職種別࠾用を実施。

応ื受付・選ߟ方法は、「リクナビ2025」にてご案内。

ʲื集職種 設r計開発/システムエンジニア/品質保証/営業/資材調達/経営企画

˗適性検査、エントリーシートによるॻྨ選ߟ後、 合֨者は面接（2回の༧定）を実施。

೔ཱϋイテク（ג）

応ื受付・選ߟ方法は、「マイナビ2025」および当社HPの「࠾用情報」ページにてご案内。

ʲื集職種 以r下いずれかのコースを選୒して応ื。

エンジニア職（研究・設計開発/品質保証/生産技術/営業技術）

営業・事業スタッフ職（営業/経理/情報システム/人事総務など）

˗エントリーシートによるॻྨ選ߟ・適性検査後、合֨者は面接（ෳ数回）を実施。

೔ཱグローバルϥイϑソリューションζ（ג）

応ื受付・選ߟ方法は、「マイナビ2025」にてご案内。

ʲื集職種 プrロダクトエンジニア（設計・開発/品質保証/製造・生産技術）、ソリューションエンジニア（技

術営業/業務用空調・家電サービス/情報システム・IT）、提案・ソリューション営業（家電営業/業務用空調

/営業企画）、マネジメント・プランニングスタッフ（経営企画/商品企画/事業企画/生産管理/資材調達/

経理・財務/法務/人事・総務）など

˗エントリーシート、適性検査によるॻྨ選ߟ後、合֨者はオンライン面接（̎ ʙ̏ 回）を実施。

応ื受付・選ߟ方法は、「マイナビ2025」および当社HPの「࠾用情報」ページにてご案内。

ʲื集職種 シrステムエンジニア（ITエンジニア/業務エンジニア） 

˗エントリーシートおよび適性検査によるॻྨ選ߟ後、合֨者は面接（2回༧定）を実施。

೔ཱマネジメントύートφー（ג）

当社࠾用HPまたは、「マイナビ2025」よりエントリーをおئいします。

（自༝応ืでも職種別࠾用を実施しています。）

ʲื集職種（༧定）r総合職（技術系）：製品開発/営業技術/ソリューション/設計/施工管理/品質保証/

フィールド企画/生産管理/社内IT/生産技術　総合職（事務系）：営業/財務経理/調達/人事総務　技

術ઐ門職：フィールドエンジニア 

˗ॻྨ選ߟ・Web適性検査・面接（2回）を༧定。

೔ཱϏルシステム（ג）

応ื受付・選ߟ方法は、「マイナビ2025」にてご案内。

ʲื集職種 技r術系（理系の方）：システムエンジニア/ソフトウェアエンジニア/ハードウェアエンジニア/品

質保証　ビジネスマネジメント系（จ理不問）：営業企画/生産管理/プロジェクトマネジメント/޿報等

ʲ選ߟ方法 エrントリーシート、適性検査によるॻྨ選ߟ後、合֨者は面接（2回）を実施。

೔ཱϰΝンタϥ（ג）

೔ཱインμストリΞルプロμクπ（ג）

応ื受付・選ߟ方法は、「マイナビ2025」にてご案内。

ʲื集職種ʳ

エンジニア系（理系の方）：設計開発/生産技術/品質保証/施工管理

ビジネスマネジメント系（จ理不問）：営業（国内・海外）/調達/生産管理/経理財務/人事総務

˗エントリーシート、適性検査によるॻྨ選ߟ後、合֨者は面接（2ʙ3回）を実施。

J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r J o b  Ma t c h i n g  Na v i ga t o r0 6 8 0 6 9
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